



























































俺が好きなのは妹だけど妹じゃない２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「はぁ……、どうしてお兄ちゃんとの仲が全然進展してないんですか……」

　私は自室のベッドに寝ね転ころがりながら、枕まくらをギュッと抱だきしめます。

　お兄ちゃんに代理人になってもらってから、もう三カ月経たちました。

　二人で一人の作家という口実でお兄ちゃんと親密になって、ラブラブでイチャイチャでバラ色な新しん婚こん生活が始まると思っていたのに。

「……うう、現実はなんて厳しいんですか」

　確かに、執しつ筆ぴつの相談などでお話しできる機会は増えましたよ？

　でもそれ以外の日常では、相変わらずぎこちない関係が続いてるじゃないですか。

「……私の素す直なおになれない性格が問題なんだってわかってるんですけど……」

　でも、お兄ちゃんは私の作品のヒロインが可愛かわいいって言ってくれました。

　あれは私自身なんですから、私のことも好きになってくれれば──いえ、むしろ好きにしてくれればいいのに！

　い、いきなりき、きききキスとかされても全然ＯＫですし！　むしろ大だい歓かん迎げいですし！　それがまだ早いっていうなら、おでこにチュッとかされるだけでも最高に幸せですし！

「えへ、えへへ………………、はっ!?」

　い、いけません。現実はそうなってないんです。それはなぜか、考えないと。

「もしかして、お兄ちゃんには誰だれか好きな人がいたり……？」

　はぅっ!?　じ、自分の思考で心臓が止まりそうになりました……っ。

　こ、こんな不健全なことは考えてはいけません。

　……でも、一度頭に浮うかんだその考えは、勝手に進んでいってしまいます。

　お兄ちゃんの周りには氷ひ室むろさんやＷダブルピースさんといった、同性の目から見ても魅み力りよく的な女性が確かにいるんです。惹ひかれる可能性も……。

「それに、お兄ちゃんは妹が好きなわけじゃないとも言ってました……」

　も、もしかして、妹じゃダメなんですか？　そ、そんなことないですよね!?

「ま、迷っていても仕方がないんです！　こういう時は行動しないと！」

　私はベッドから勢いよく立ち上がって、部屋を出ます。

　世界で一番お兄ちゃんを好きなのは私なんです！

「なにかもっと、お兄ちゃんと仲良くなれるキッカケがあれば……っ」








第一章　俺はただ、妹に追いつきたかっただけなんだ









「サイン会の練習？」

　夏休みも間近に迫せまった七月のある夜。

　俺こと永なが見み祐ゆうは自室でラノベ大賞応おう募ぼ用の原げん稿こうを書いていたのだが、いきなり涼すず花かがやって来てそんなことを言いだした。

「そうです。明日はいよいよ初めてのサイン会です。ファンの方達をしっかりおもてなしするためにも、練習をしておく必要があります」

　生き真ま面じ目めな視線を向けながら言うこの少女は、俺の妹である永見涼花だ。

　名門お嬢じようさま学校と名高い白はく桜おう女学院中等部で生徒会長を務め、成績トップ、スポーツも人気も抜ばつ群ぐんで、兄の俺から見ても文句なしの美少女というチート級の完かん璧ぺき超ちよう人じん。

　さらに、実はプロのラノベ作家でもあるってんだから、反則なんてレベルじゃない。

「練習っつっても、サインくらいなら別に問題ないんじゃ？」

「いえ、サイン会となれば実際にファンの方と会うわけですから、その応対のことも考えないといけません。二巻発売を記念した大事な催もよおしですよ？　お兄ちゃんには永遠とわ野の誓ちかいとして、完璧に振ふる舞まってもらわないと困ります」

　永遠野誓──皇すめらぎファンタジー大賞を受賞したデビュー作がいきなり大ヒットし、新人ながら一気にラノベ界の頂点にまで上のぼり詰つめたラノベ作家だ。

　その作品〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉の一巻は、三十万部という前代未聞の売り上げを叩たたきだし、伝説となった。

　そんな大人物の正体は、実は今目の前にいる俺の妹さまだったりする。

「お兄ちゃんは私の代理人なんですよ？　もうちょっとしっかりしてください」

　そして俺は、その言葉通り涼花の代理人を務めている。

　今年の四月──あの運命の日。涼花がラノベ大賞を取ったと報告しに来たあの時から、俺は対外的に大人気作家・永遠野誓を演じることになったんだ。

　実際の俺は単なるラノベ作家志望の一高校生でしかないのだが、いろんな理由から表に出られないという妹に頼たのまれて、こんなことになってしまった。

　それまではずっとギスギスしていた俺達の関係だったが、そのことを契けい機きにこうやって普ふ通つうに会話するくらいには改善したってわけだ。

「世間的には、お兄ちゃんが永遠野誓なんですから、常にそのことはアピールしていかないといけません」

「でも、わざわざ練習が必要か？　今だって別に問題があるわけでもないし」

　それに──と、俺はチラリと自分のＰＣへ目を向ける。

　次のラノベ大賞の締しめ切りが迫っている。自分の実力でラノベ作家になって、早く涼花に追いつきたい俺としては、結構気が急せいてる状じよう況きようなのだ。

　しかし涼花は「ダメです」と容よう赦しやがない。

「油断していると、いつ正体がバレるとも限りません。そういったほころびをなくすためにも、やっぱり明日の練習をしておくべきだと思います」

　うぐ……、正論だ。そして、正論で迫ってくる涼花には勝ち目がない。

　こういうところからも、俺達の力関係ってのが知れるってもんだな……。

「……わかったよ。でも練習って何をするんだ？」

　俺は仕方なくＰＣの電源を切り、涼花に向き直る。代理人を引き受けた以上、要望に応こたえる義務があるし、なにより兄貴として妹の頼みを断るなんてできないからな。

「そうですね、やはりサイン会をシミュレートしてみるのがいいと思います。想定外の問題点などが出てくる可能性があるので」

「なるほど」

「私をファンの方と見立ててください。……まず、こうやってお兄ちゃんの前に来ますよね？　それから『……お、お兄ちゃんのファンです。サインをください！』」

　そう言って、顔を赤くしながら色紙を差し出す涼花。

「な、なんか、演技とはいえ妙みようにリアルだな」

「え!?　あ、当たり前じゃないですか。こういうことは真しん剣けんにやるものです！　決して本当にお兄ちゃんのサインがほしいとかではないので、勘かん違ちがいはしないでください！」

「そんな勘違いしないよ……。ってかお前、今お兄ちゃんのファンって」

「ちょ、ちょっと言い間違えただけです。『永遠野先生のファンです！』」

　涼花は言い直して再度色紙を差し出す。俺は受け取って、

「えーと、ここは『ありがとうございます』で、サインすればいいよな」

「それだけでは寂さびしいので、もう一言くらいあった方がいいですね」

　確かにそうかも。……買っていただいてありがとう、とかそんな感じか？

「こういうところでも、お兄ちゃんが永遠野誓だって印象付けたいですね。た、たとえば『ありがとうございます。ところで俺の妹は可愛かったですか？』とか」

「待て！　なんだよその台詞せりふは！」

「作品のメインヒロインはどうだったか訊きくのは自然じゃないですか」

　言われてみりゃその通りなんだけど、な、なんかものすごく抵てい抗こうがあるぞ！

「作品が作品ですから、やはり作者も妹好きだとアピールすべきだと思うんです」

「でも、あれはお前が魔まがさした結果書いたもんだろ」

「そ、それはそうですけど。でも、妹モノであることには変わりありません」

　全くその通り過ぎて反論できないから困る。……が、やっぱりリアル妹のいる身としては、演技でもそういう台詞を口にするのはものすごくキツいんだよ。

　涼花の作品の妹ヒロインはものすごく可愛いのだが、だからといって俺自身に妹属性とかはないからな？　うん、そういうのはダメだ！

「と、とにかくファンの人にお礼を言ってだな、色紙を受け取ってサインをすると」

　俺はとりあえず妹云うん々ぬんのくだりはスルーして、

「で、サインの横に入れる名前を訊くよな」

「は、はい！　ぜひ横に『永見涼花へ』と入れてください」

　なぜか前のめりな涼花。気合入ってるな……。

　俺もその熱にあてられて真剣になる。サラサラと淀よどみなく滑すべるペン。いかにもサインって感じがする崩くずした文字が、瞬またたく間まに書きあがる。

「……ずいぶん慣れた手つきですね」

「ふ、サイン会が決まってから、実は密ひそかに永遠野誓のサインを練習してたんだよ。俺だって代理人としてやらないといけないことくらいわかってるからな」

　俺の答えに「そうだったんですか」と感心する涼花。

　……まあ、自分のサインじゃないってのがむなしいところなんだけどな……。

「あ、私の名前の前には『俺の妹の』って入れてください」

「へ？　なんでまたそんな？」

「べ、別に深い意味はありません！　ただ、こうやって要望を出してくるファンの方もいるかもしれないじゃないですか！」

　俺はいまいち腑ふに落ちないながらも、その通りの文言を付け足す。

「……んで、渡わたす時には『これからも応おう援えんよろしくお願いします』って言えばいいよな？　ほら、別に練習なんてしなくても大だい丈じよう夫ぶだろ？」

　しかし涼花はなにも答えない。見ると、手渡した色紙を胸に抱だきしめながら、真っ赤な顔でえへえへとだらしない笑えみを浮かべている。

「えへ、えへへ……、お兄ちゃんのサイン……」

「あ、あのー……、涼花さん？」

「ぴゃっ!?　な、なんですか!?」

「いや、それはこっちの台詞だと思うんだけど……」

「な、なんでもありません。気にしないでください。……ところで、これってお兄ちゃんの初めてのサインなんですよね？」

　まあ、練習だけど初めてといえば初めてだ。

　でも初めてのサインが代理人のものなんて、冷静に考えてみると悲しすぎるな……。

「……お、お兄ちゃんの初めてのサイン……。私が一番……」

　涼花はまた頰ほおを染めてぽけ～っと中空を眺ながめているが、なんなんだ。

「……はっ!?　と、とりあえずサイン自体は問題ないとわかりました。では、次はもう少し実際のサイン会っぽい雰ふん囲い気きで練習してみましょう」

　実際のサイン会っぽい雰囲気……？　と首を傾かしげていると、涼花は椅い子すに座ったままの俺をドアの方に向かせて、その姿勢のまま待っているようにと言った。

「私がファンの方として部屋に入ってきますので、お兄ちゃんは永遠野誓として待ち受けてサインをしてください。全体的な流れをシミュレートしてみます」

　ああなるほど、そういうことか。さすが完璧主義者、やることが徹てつ底ていしている。

　涼花が部屋から出て行くと、俺は言われた通り椅子に座って待った。

「し、失礼します！　永遠野先生のファンです！」

　間もなく涼花が戻もどってきたので、俺は永遠野誓として応対しようとする──が、

「今日はわざわざ来ていただいて────ぶふぅ!?」

　お辞じ儀ぎで出で迎むかえようとした姿勢のまま、思わず吹ふき出してしまう。

　というのも、涼花の格好があり得ないものに変わっていたからだ。

「……な、なんですか。そんな失礼なお出迎えのし方でいいわけが」

「いや、そんなことよりお前！　な、なんで体操服なんて着てんだ!?」

　そう、なぜか涼花は学校の体育の時間で着るような服装になっていた。

　しかもブルマで、太ももの白さを強調するような黒のオーバーニーソックスまで！

「こ、これはコスプレです」

　俺が混乱で絶句していると、涼花は頰を染めて恥はずかしそうに視線を逸そらす。

「それはそうかもしれないが、なんで今コスプレを!?」

「か、勘違いしないでください。これも練習の一いつ環かんなんです。サイン会に来るのはオタクの人達なんでしょう？　だったらコスプレをしてくる女性ファンが来ないとも限らないじゃないですか！　現にお兄ちゃんは驚おどろいていますし、こういう想定も必要です！」

「い、いや、さすがにオタクのイベントとはいえ、サイン会にコスプレしてくる人はいないと思うんだけど……」

　俺がそう言うと、涼花は「えっ!?」と目を見開いて驚く。

　……どうやらオタクのイベント＝コスプレ的な勘違いをしていたらしい。

　最近になってようやく少しずつオタク文化を知り始めたばかりとはいえ……。

「いやまあ、確かに１００％ないとは言い切れないけどさ。それにしたって体操服姿はさすがに……。そもそもお前、そんな服をどこで手に入れたんだ？」

「こ、これは私のものではなくてですね。この前のコスプレ大会の時にＷダブルピースさんが忘れて行ったものを少しお借りしているだけで……」

　ああ、そういえばあったな、そんなこと。

「あ、あの時はお兄ちゃんはみとれてくれましたし、今回もそうしてくれたらと……」

「え？」

「な、なんでもありません！　とにかく、絶対にないわけではないのなら練習する必要もあるはずです！　さあ、ちゃんと応対してください！」

　そう言って涼花は片手で色紙を突つき出してくる。もう片方の手はというと、恥ずかしさからか、ブルマを隠かくそうと体操服の裾すそを引っ張っていた。

　その姿勢でモジモジしているのを見ていると、なんだかすごくイケナイ気分になってくる……。なんというか、背徳感というか、そんなものがフツフツと……。

　って、妹相手になに考えてんだ俺は！　い、いかん、なんか思考が危ない方向へ行ってしまってる！　と、とにかく練習に集中しよう！

　俺はドキドキしながらも、サインした色紙を渡しお礼を言って頭を下げた。

「ま、まあまあですね。実際にこうやってシミュレートしてみて、いろいろ気づいた点もあると思いますので、それを踏ふまえたうえで明日はがんばってください」

「そ、そうだな。ぶっつけ本番よりはずっとマシになると思うよ、うん」

　……いきなりの涼花のコスプレには驚いたけど、とりあえずそう答えておく。

「で、では、念のためもう一度だけシミュレートしましょう」

「え？　まだやるのか？」

「ね、念のためです。……ただし、今度は永遠野誓ではなくお兄ちゃんの名前でサインをいただければ……」

「俺の名前って……、永見祐でってことか？　なんでまた？」

「ふ、深い意味はありません！　ただこれも練習の一環だと思ってやってみれば新たな発見があるかもしれないという可能性がですね……！　と、とにかく、お兄ちゃんのファンです！　サインをください！」

　俺はよくわからないながらも、その勢いに押されて再び色紙を受け取り、要望通り永見祐とサインをした。そしてこれまた要望通り、俺の妹の永見涼花へ、とも入れて。

　……俺もいつかこうやって自分のペンネームでサインできるようになりたいもんだ。

「えっと、これでいいのか？」

「あ、ありがとうございます！　……はうぅ……っ」

　涼花はその色紙もさっきと同じように胸に抱きしめて、幸せそうにため息を吐つく。

　……な、なんかファンの演技だとはわかってるけど、すごく熱が入ってる気がする。

「永遠野誓としてのサインと、お兄ちゃんとしてのサイン……。初めての……」

「と、とりあえず、サイン会の練習はこんなもんでいいと思うんだけど」

「……は!?　そ、そうですね。大体はこれで大丈夫だと思います。……でも、やっぱり永遠野誓らしく見せるために、要所要所で妹好きはアピールするべきですね」

　いや、それだけはマジで勘かん弁べんしてくれ……と、俺がハッキリ同意しなかったからか、涼花は不ふ機き嫌げんそうな顔で「……むう、やっぱり心配ですね」と唇くちびるを尖とがらせた。

　しかし抱きかかえていた色紙に目をやると、途と端たんにふにゃっと顔を緩ゆるませる。

「と、とにかく、明日のサイン会はよろしくお願いします。二人で一人の永遠野誓としてぜひがんばってきてください」

　そう言って、そそくさと俺の部屋から出て行ってしまう涼花。

　……なんつーか、いろいろとなんだったんだろう。

「でもまあ、初めてのサイン会はがんばらないとだよな」

　代理人ってところが悔くやしいが、それでも作家の涼花にとっては大事なイベントだ。

　俺はそんなことを考えながらＰＣの電源を入れて、自分の原げん稿こうの続きに取り掛かかる。

　全すべてが順調な涼花と違ちがい、俺自身はいろいろと危機的状じよう況きようにあるのだ。

　明日は一日サイン会でつぶれるし、時間は無む駄だにできない。

　……にしても、妹好きをアピールとかなぁ……。




　　　　▼




「いや、確かに俺の作品の妹は可愛かわいいですよ？　素す直なおで健けな気げで真まっ直すぐで、まさに理想的なヒロインってやつです！　……でもね、だからってリアルで妹が好きとか、そういうことは絶対にありませんからね？」

　そして翌日。俺は、都内の某ぼう書店に用意された席に座っていた。

　目の前のテーブルには色紙の束やペンなどが並んでいて、周りでは書店員さん達が慌あわただしく開場の準備をしている。そんな中、テーブルの前に立って俺を見下ろしていた篠しの崎ざきさんが、俺の言葉に「ふむ？」と首を傾げた。

「あんなラノベを書いておきながら、そんな世よ迷まい言ごとに納なつ得とくしろと？」

　それを言われるとどうしようもないのだが、それでもリアル妹好きだというレッテルだけは貼はられまいと、俺はこの手の会話になるたびに否定している。

「ファンも君が妹狂ぐるいだと期待して来るのだから、その通りのキャラを披ひ露ろうしてやればいいんだ。遠えん慮りよすることなどないぞ？」

「だから遠慮とかじゃないんですって」

「二巻でも、兄に振ふり向いてもらいたい妹が、スカートをたくし上げてパンツを見せるという素晴らしいシーンなどを書いていたじゃないか」

「あくまでそれは作品中のことです！　とにかく俺はいつも通りでいきますから」

「まあ君がそこまで言うなら仕方がないが」

　サイン会の打ち合わせをしている中でファンにどう接するかって話からこんな流れになったわけだが、結局誤解されたままっぽいのがやるせない。

「それにしても、君はずいぶんと落ち着いて──いや、落ち着きすぎているな。普ふ通つう、初めてのサイン会ともなると緊きん張ちようするものだぞ？」

　篠崎さんの疑問に、俺は心の中で「でしょうね」と答える。

　所しよ詮せん代理人でしかないから実感もないし、緊張のしようもないのだ。

「やることはわかってますからね。ガチガチになるよりはいいんじゃないですか」

「甘いな。初めてのサイン会ともなるとヘマをしてしまう作家さんが大勢いる。直前までは平気でも、始まった瞬しゆん間かんに慌てる人もいるからな。油断はいけない」

　篠崎さんから、珍めずらしく担当編集らしい注意がきた。真しん剣けんな顔で腕うでを組んでいるのはいいが、そうすると驚きよう異いの胸囲が腕の上に乗ってしまい、正直目の毒過ぎる。

「……そうなんですか？」

「うむ。緊張しすぎて体調を崩くずす人もいれば、逆にテンションが高まりすぎてファンに引かれてしまう作家さんだっている。そんなことで作品の評判を落とすなどあってはならんことだ。特に君はうちの看板作家なのだから、心配にもなる」

　篠崎さんはそう言って、わずかに顔を曇くもらせる。

「いいか？　いくらファンの女の子が好みのタイプだからといって、持て余した性せい欲よくの赴おもむくままに行動などしないでくれよ？　もし発散したいなら、私が協力するから」

「どこからツッコんだらいいかわからないような発言をしないでくれます!?」

「これも担当編集の仕事だ。必要なら、この前みたいに私の胸を揉もんでもいいぞ」

「ちょ……っ！　こんな周りに大勢人がいる中で、誤解されるようなこと言わないでくださいよ……！　それに、あれはあなたが無理矢理揉ませたんでしょうが……！」

「うん？　もしかして、こんなショボいサイン会などでは役不足だと思っているのかね？　さすが永遠野先生だな。新人なのにスケールが違う」

「いやいや！　勝手に人を大それた人間にしないでください！　そうじゃなくて、サイン会っていっても来るのは百人ほどなんでしょう？　それくらいなら──」

「む、それは違うぞ。確かに今日の予定は百人前後だが、それはあくまで抽ちゆう選せんで選ばれた人の数だ。実際にはその五十倍以上は応おう募ぼがあったんだぞ？」

「ご、五十倍!?」

「そうとも。現に今も外では、サイン会にはハズレたけれど一目君の姿を見ようというファンの人達が大勢集まっているのだよ？」

　ま、マジですか……？　知らなかった……。

「やはり君の認にん識しきはまだ足りないようだな。このサイン会にしても、君みたいな大人気作家の初めてのファン向けイベントだ。編集部はもちろん、うちの営業部や広報なども総出で来ている。さっき君にも挨あい拶さつをしていただろう」

「……そういえば、さっき名めい刺しをもらいました」

「それだけでなく、場所を提供してくださった書店の方達も大いに盛り上げてくださっているし、本来ならうちの編集長も来るはずだったのだ。残念ながら非常に重大な打ち合わせが入ってしまい、来られなくなったが」

「非常に重大な打ち合わせ？」

「君の作品に関することだ。今ちょっと危機的な状況にあってな」

「き、危機的って、なにか問題でもあったんですか？」

「後で話す。私もそれ関連の連れん絡らくで途と中ちゆう席を外すことがあると思うが、君はサイン会に集中してくれ。……とにかくだ、これだけ大勢の人が動いているのは、君がひとえに大人気作家だからだ。緊張しろとは言わないが、のほほんとしてもらっても困るぞ」

　う……。なんか、さっきまでの余よ裕ゆうが吹ふっ飛んだ気分だった。

　俺は代理人として、このサイン会って重要イベントをちゃんと乗り切らないといけないのにそんな大事になっていたとは、なんかいまさら緊張してきたぞ……。

「す、すいません、ちょっとトイレに……」

　俺は篠崎さんにそうことわってから席を離はなれる。

「ふぅ……」

　用を足し終えて、サイン会場に戻もどろうとした時だった。

　ふと喧けん騒そうが聞こえて、物もの陰かげからその方向を確認してみる。すると、

「すいません。ここから先は当選者の方のみになっておりますので、それ以外の方は申し訳ありませんが遠慮していただくことに──」

　書店員の人が、人波を整理しながらそんなことを繰くり返していた。

　……あれが、さっき篠崎さんが言ってた、永遠野誓を一目見ようとするファンの人達なのか……？　その想像以上の人数に、俺は啞あ然ぜんとしてしまう。

　改めて涼花の作品の大人気ぶりを目まの当たりにした俺は、自分の妹がこれだけの評価を受けてうれしいと思う反面、複雑な気分だった。……と、凹へこんでいても仕方ないのだが、あのことがあって以来どうしても思考がそっち方面に流れてしまう。

「……って、ダメだダメだ。今はサイン会に集中しないと。……にしても、マジですごい人数だな────うん？」

　その時、俺は群衆の中に奇き妙みような人物がいるのを見つけた。

「な、なんだあの人……？　サングラスにマスクに帽ぼう子し……？　それに服装がトレンチコートって、不ふ審しん人物の見本みたいな……」

　怪あやしさもさることながら、周囲の人々に比べて小こ柄がらなのが余計に目に付く。

　あの集団の中にいるってことは、あの人も永遠野誓のファンなのか……？

　そんなことを思っていると、その不審人物は人ごみの中に消えていき、入れ替かわるように書店員の人と思おぼしき声が聞こえてきた。

「間もなくサイン会が始まりますので、整理券をお持ちの方は順番に──」

「ってヤバイ！　俺も早く戻らないと！」

　俺は駆かけ足でサイン会場へと向かった。




「では今から永遠野誓先生のサイン会を始めます」

　俺は一人でテーブルの前に座りながら、そんな言葉を聞いていた。

　篠崎さんはといえば「君の作品の危機的状況がさらに悪化してしまった。正直言ってかなりピンチだ。私も打ち合わせに参加しないといけなくなったので、すまんがここは一人で頼たのむ！」と言い残し、舞ぶ台たい裏へと去って行った。

　……これから人生初のサイン会だってのに、どこに行ったんだよあの人は……。

　ってかあんな光景を見たからか、今になって緊張で身体からだが震ふるえてきたぞ……！

　お、落ち着け俺。こういうのは最初が肝かん心じんなんだ。最初さえうまく乗り切れば、後は流れでなんとかなるはず。幸い一人ずつ会場に案内されてサインするって形式だから、大勢の視線に晒さらされることもないし。

　しかし、先頭を切ってやって来た人物を見て、俺は思わず吹き出しそうになった。

「永遠野先生の一番のファンです！　サインしてください！」

「な、なな……っ、なんでお前がここにいる!?」

　というのも、真っ先にやって来たファン第一号は、他ほかでもない舞まいだったからだ。

　氷ひ室むろ舞。俺のクラスメートであると同時に、プロラノベ作家の炎えん竜りゆう焰ほむらでもある少女。

　俺の（涼花の）作品を読んで大ファンになって以降、その面おも白しろさの秘密を探さぐるんだと意気込んで、ストーカー行こう為いを繰り返す困ったやつだ。

　……まあ、性格がヘッポコなおかげで、今のところ深刻な被ひ害がいは出てないが……。

　普ふ段だん学校では「氷の女王」って呼ばれるクールキャラなくせに、俺の前だと素すが出てるのか、テンションが無駄に高い。学校一の美少女と評判なだけに、クルクル変わる表情は確かに可愛いのだが、それよりも迷めい惑わく行為の方が大きくて差し引きマイナスだ。

「なんで？　そんなの、私があんたの一番のファンだからに決まってるでしょ！」

　俺の言葉に、なぜか自信満々な様子で答える舞。

「……い、いや、お前とは普段から会ってるだろって意味でだな……」

「あんたの一番は、全部私が務める義務があるのよ！　だから初めてのサイン会で最初にサインをしてもらうのは、この私以外あり得ないでしょ！」

「全然意味がわかんねえよ!?　そもそも、このサイン会は抽選のはずなのに、どうやって入り込んだんだよ！　まさかラノベ作家の地位を利用して不正を……っ」

「そ、そんなわけないでしょ！　ただ単に当たるまで応募を繰り返しただけよ。おかげで二巻は二百冊近く買う羽目になったわ！」

　いくらなんでも買い過ぎだろ!?　ってかその数までハズレ続けたってのもスゴイ！

「で、順番は会場に来た人からだから、私は朝の四時から並んだのよ！　さあ、さっさとファン筆頭であるこの私にサインしなさい！」

「朝の四時からってコミケかよ！　どんだけ楽しみにしてんだ!?」

　……い、いや待て、こいつのこういった行動は今に始まったことじゃない……。

　とにかく今は、さっさとサインを済ませて早々にお引き取り願おう。

「あ、色紙はいいわ。自前で用意して来たから、そっちにサインちょうだい」

「……自前でって、随ずい分ぶん気合が入ってるな」

「な、なによ。あんたのサインなんだから当たり前でしょ……っと」

　ドサッという音とともに、俺の目の前に紙かみ袋ぶくろが置かれる。……なんか嫌いやな予感が。

「な、なにが入ってるんでしょうか、これは……」

「決まってるじゃない！　あんたの作品の二巻単行本よ！」

「二百冊分サインしろと!?　お前一人でサイン会の時間全部使うつもりかよ！」

「安心しなさい。今日持って来たのは、そのうちの三十冊だから。私だって、ちゃんと尊敬する永遠野先生に配はい慮りよしてるんだからね？」

「いやいやいや！　できてない！　全然配慮できてないから！」

　三十冊ならいいだろうというその感覚が、そもそもズレまくってるからな！

「あの……、永遠野先生？　後の方も待っておられますし、なるべく早く……」

「あっ！　す、すいません！」

　うう……、書店員の人に注意されてしまった。……ああもう、仕方ない！

　俺は舞の持ってきた紙袋に手を突つっ込むと、一冊だけ取り出して空いているところに素す早ばやくペンを走らせる。

「……サインはするけど、この一冊だけだからな。他はダメだ」

「ええ!?　なんでよ！　眠ねむ気けに耐たえてがんばった私の努力が！」

「お前一人に労力を割さくわけにゃいかないだろうが！　……その代わり、また今度ちょっとだけ追加でサインするから……！」

　他のファンの人達に聞こえないよう、そっと告げる俺。舞はいかにも不満だって表情を見せたが、渋しぶ々しぶといった感じで「仕方ないわね」と呟つぶやくと、紙袋をひっこめた。

「……その代わり、サインに加えて『氷室舞さん江』って入れてよね。あ、それに『一番のファンの』ってのも付け加えて！」

「へいへい……」

　好きな作家さんのサインが欲ほしいって気持ちは俺もわかるけど、それにしたって舞の熱意は強すぎるよなぁ……、なんて考えながら、俺は言われた通りサインする。

「やったわ！　これで、私がこの世で一番最初にあんたのサインをゲットしたのね！」

　舞は受け取った二巻を大事そうに胸に抱だいて、本当に幸せそうに顔を赤らめた。

　……いやまあ、厳密にいえば涼花が一番なんだけどな。

　舞が列を離れると、俺は改めて気を引き締しめようと背筋を伸のばした。

　いきなり出鼻をくじかれたけど、気持ちを切り替えていかないと──

「おはようございマス先生！　早さつ速そくデスがサインをくだサイ！」

「って、なんで二番手がＷピース先生なんですか!?」

　しかし、舞に続いて現れた知り合いに愕がく然ぜんとする。

「ふっふっふー。先生の一番のパートナーとして、初めてのサイン会なんてイベントを見過ごせるわけないじゃないデスか！　私だって先生のファンの一人なんデスから、当然サインをもらいに来るわけデスよ！」

　そう言って無む邪じや気きな笑えみを満面に浮うかべているこの金きん髪ぱつ碧へき眼がんグラマラスな美女は、涼花のラノベで挿さし絵えを描かいてもらってる絵師、アヘ顔がおＷピース先生だ。

　そのすさまじいペンネームからもわかる通り、エロに対して並々ならぬ情熱を持った人で、エロゲメーカー『ムーン・ラビット』のメイン原画家も務めている。

　外見通りイギリス出身の正しよう真しん正しよう銘めいの外国人だが、どういった経けい緯いで日本に来てエロゲンガーになったのかなどは謎なぞに包まれている。……いろんな意味で不思議な人だ。

「いや、そういうことならいつでも会えるんだから、わざわざこんな場所に来なくてもいいじゃないですか……」

「先生はわかってマセン。こういう普段とは違ちがうシチュエーションだからこそ惹ひかれるものがあるんデス。エロシーンだって室内と外では全然味わいが違うデショう？」

「いや意味がわかんないんですけど!?　……でも、要するに、物もの珍めずらしいからとりあえず来てみたってことですか……」

　俺がそう言うと、Ｗピース先生はデスデスと笑顔で頷うなずいた。

「ちなみに、抽ちゆう選せんがあったと思うですけど？」

「ん？　ちゃんと自前で一冊買って当てマシたよ？」

　なんでもないことのように言うＷピース先生。舞よ、お前は泣いていい。

「いやー、しかしサイン会ってイベントはいいデスね！　こう、大勢の人が一つの目的のために集まってるって感じは、私大好きなんデスよ！」

「わかります。ファンの人達にしてみれば、みんな同志ってことにもなりますしね」

「デスデス！　ヒロインを凌りよう辱じよくするために集まるモブ男みたいな雰ふん囲い気きにも相通じるところがあって素晴らしいデスね！」

「そっちはわからないです!!」

　さっきからＷピース先生はとんでもないことを口走り続けているが、これが別に珍しいことじゃないから困る……。

　エロ好きと言ってもその興味は鬼き畜ちく・凌辱系に向いていて、所属するメーカーのジャンルもそっち方面だから、常つね日ひ頃ごろからこういう発言を平然とするのがこの人だ。

　……と、とにかく、まともに相手をしてたら埒らちが明かないから話を戻もどそう。

「え、えーと……、とりあえずサインをすればいいんですよね」

「はい！　あ、でも色紙は持参してきマシたので、それにお願いしマス！」

　そう言って鞄かばんから一枚の色紙を取り出すＷピース先生。

　なんだ。わざわざ用意しなくても、こっちにいくらでもあるのにな。

　……と考えていた俺だったが、手て渡わたされたそれを見た瞬しゆん間かん、思わずむせた。

「んな……っ!?　がはっ、ごほ……っ！」

　というのも、その色紙は白紙じゃなく、Ｗピース先生によるハイクオリティなイラストが既すでに描かれていたからだ。ただし…………………………、エロイラストだが。

「し、しかもこれって……っ！」

「もちろん先生にサインをもらうわけデスから、先生の作品のエロ絵デスよ！」

「いや、なに当然みたいな感じで言ってんですか!?」

　その言葉通り、色紙には涼花のラノベの登場キャラクターである妹の『祐ゆう花か』と、兄の『涼りよう』の絵が描かれていた。が、これまた言葉通りエロ絵なわけなので、言葉にするのが完全に不適切な状態になっている。……しかも鬼畜風味だし。

「私は公式絵師デスからね。先生にサインをもらっても恥はずかしくないように、気合を入れて描いたわけデスよ。どうデス？　気に入っていただけマシたか？」

「いやいや！　気合の入れる方向性が間ま違ちがってますってこれ！」

「二巻に、兄妹きようだいがロッカーに閉じ込められて密着状態で過ごすシーンがありマシたよね？　最高にエロかったデスよ！　このイラストもあのシーンに影えい響きようされて描いたんデス！」

「た、確かにそういうシーンはありましたけど！」

「ここに先生のサインが入ることで、このイラストも半ば公式になるってわけデスよ！　先生の作品でエロ同人誌を描くのを禁止されてるんデスから、こういうところでご褒ほう美びをもらわないと欲よつ求きゆう不満になっちゃいマス！」

　いや、俺がサインしたからって公式になるわけじゃないんですけど!?

「……と、永遠野先生？　あまりゆっくりしていると予定の時間が……」

「あ、はい！　すぐにやります！　すいません！」

　また注意されてしまった……。くそっ！　こうなったらもうヤケだ！

　俺はなるべくイラストを見ないようにして、無心でペンを走らせる。

「ありがとうございマス！　この色紙は会社の壁かべに飾かざって自じ慢まんしないとデスね！」

　Ｗピース先生はそう言って色紙を受け取ると、上じよう機き嫌げんな様子で列を離はなれていった。

　……な、なんか無む駄だに疲つかれたぞ。いきなり知り合いに襲しゆう撃げきされた挙句、しかもその二人がそれぞれ別のベクトルで迷めい惑わく極きわまりない人達だったからな……。

　でもまあ、さすがにこっから先は普ふ通つうのファンとのサイン会になるだろ。

「……あの、サインをください」

「はい、今日は来ていただいてありがとうございま…………、んなっ!?」

　しかし、次に目に飛び込んできたのがさっき見たトレンチコートの不ふ審しん者だったので、俺は思わず叫さけびそうになった。……が、なんとか寸前で堪こらえる。

「……なにをうろたえているのですか？　そんなことでは、この先無事にサイン会を乗り切れるか不安になってくるのですが」

　しかも、なぜか不審者にダメ出しまでされてしまい、俺はさらに混乱する。

　……な、なんなんだこの人は？　いきなり涼花みたいな小言を言いやがって……！

　と、そこで俺はハッと気づく。そして、まさか……と戦せん慄りつする。

　この小こ柄がらな身体からだ……。なぜか圧あつ倒とうされる雰囲気……。そして今の物言い……。

「お、お前、もしかして、涼花なのか……？」

「い、いえ？　お、お兄ちゃんはいきなり変なことを言わないでください」

「いや、今確かに『お兄ちゃん』って言ったよな!?」

　俺がツッコむと不審者は「き、気のせいでは？」と粘ねばったが、やがてこれ以上無理と悟さとったのか、渋々といった感じでサングラスとマスクを外した。

　そこから現れたのは、いつも通り不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせている涼花の顔。

「お、おま……っ！　なんでこんなところに──」

　静かに！　と、言葉を遮さえぎって、手で俺の口をふさぐ涼花。

「……静かにしてください。周りの人に聞かれたらどうするんですか……」

「そ、そんなことよりなんで……っ」

「これは、その……。そうです、監かん視しです。お兄ちゃんがちゃんとサイン会をこなしているかどうか、この目で確かく認にんしておきたかったんです」

　な……、なんだと？　監視!?　確かに昨日の夜も心配だって言ってたけど、監視しないといけないほど俺は頼たよりないのかよ！

「そ、そうです……。決してお兄ちゃんの雄ゆう姿しを目に焼きつけたかったとか、作家として人前に立つお兄ちゃんを見たかったとか、そ、そういうのではありません」

「そのためにお前……、わざわざそんな変装をして来たのか……？」

　どっからどう見ても不審者……、いや、一歩間違えれば変質者だぞ、それは……。

「……し、仕方ないじゃないですか。万が一のことも考えると、永遠野誓目当ての人達が集まる場に私が姿を見せるわけにはいかないんですから」

　それにしたって変装とか……、俺の中の涼花像とまるで合がつ致ちしない行動だった。

「それに、こういうイベントがどんな風になってるのか、ラノベ作家として一度見てみたかったというのもあります。授賞式は無理でしたが、サイン会ならと」

「た、確かにサイン会なら第三者として来られるけど、抽選はどうしたんだ？」

「ちゃんと応おう募ぼしました。当たるまで二冊かかりましたが」

　こいつも結構な運の持ち主らしい。……舞のことはコメントしないであげよう。

「なので、こうやって目立たないような格好で来たというわけです」

「いや、別の意味で目立ちまくってるからな……」
















「そ、そんなことはないはずです。どこからどう見ても立派な変装です。お兄ちゃんにもバレるはずはなかったんですが……、どうしてわかったんですか？」

「どうしてって言われても……、なんとなくとしか」

　別に変なことを言ってるわけじゃないのに、妙みように気恥ずかしい。

「ふ、ふうん、なんとなくですか……」

　涼花はプイッとそっぽを向き、なぜか頰ほおを染めてニヤニヤしている。

「ま、まあそれはともかく、要するに取材も兼かねて来たってことか」

　自分でそう言って、ようやく納なつ得とくがいった。

　涼花は、大人気ラノベ作家としてデビューしたはいいものの、ラノベのこともオタク業界のことも何一つ知らなかったのだ。（それであれだけ面おも白しろい作品が書けたってんだから、世の中不思議……というか不条理なことばかりだ）

　で、シリーズを続けていくためにどうしたかというと、今言ったように『取材』をして実際に自分で体験することで必要な知識を得ていった。

　その過程では、常に俺がラノベやオタクの先せん輩ぱいとして付き合わされたわけだが、具体的にどういうことをしたかについてはあんまり思い出したくない。

　女の子に囲まれた中でギャルゲをやらされたり、パンチラの意味がわからないから実演するのを見せられたり…………って、だからなに思い出してんだ俺は！

　と、とにかくそういうわけで、普ふ段だんは真ま面じ目めの象しよう徴ちようのような涼花だが、取材と称しようしてこういう変な行動を取る場合があるってことを俺は言いたかったわけだ。

「……ったく、大した向上心だよな、お前は」

「そ、そうです。決して普段と違うお兄ちゃんの姿を間近で見たかったとか、そういうことではないので勘かん違ちがいはしないでください」

「……いや、どう考えたってそんな勘違いはしないだろ」

　それにしても、まさか三人目まで知り合いが来るとは、どんなサイン会だよ……。

「とりあえず事情はわかった。……で、目的はもう済んだんだよな？　だったらまだファンの人達も大勢残ってるし、そろそろ次の人に──」

「あ、そうでしたね。では」

　と言ってこの場を去るかと思ったのだが、涼花は色紙を手に取ると、

「ここにサインをお願いします」

　と、耳を疑うようなことを言いだした。

「はぁ!?　な、なんでお前がサインなんか要求してんだ!?」

「サイン会なんだからサインをしてもらうのは当たり前じゃないですか」

　涼花は「なに言ってるんですかお兄ちゃんは」みたいな目で俺を見るが、いやいや、意味がわからないのはこっちだっての！

「……別にいいじゃないですか。確かに昨夜もサインしてもらいましたけど、やっぱりこういった記念すべき場所でも改めて欲ほしい──というわけではなく！　ほ、本番でもちゃんとできているかをこの目で確認するためですから！」

「さすがにこの場で俺がお前にサインするって構図はおかしくないか!?」

「そ、そんなことはありません。今の私は一ファンなんですから。それよりも、躊ちゆう躇ちよしてる場合ですか。お店の方が心配そうにしていますよ」

　振ふり向くと、確かに時計を確認しながら不安そうな顔でこちらを見ている。

　ううう……、仕方ない。俺は全然納得してない気持ちを心のすみにおいやって、とりあえず色紙にペンを走らせる。ちゃんと『永見涼花へ』という文言も入れて。

「……これでいいか？」

「はい！　ありがとうございます！」

　涼花はそう言って色紙を受け取ると、大事そうに胸に抱だいた。昨日もこんな様子だったけど、なんで真の作者のくせに俺のサインがそんなにうれしいんだろう。

　俺が不思議に思ってそのことを訊たずねると、

「こ、これも取材の一いつ環かんですから！　と、とにかくサインありがとうございました。この後もがんばってください。ちゃんとお兄ちゃんのこと、見てますから！」

　涼花は慌あわてた様子でそう言って、俺の返事も待たずにさっさと行ってしまった。

　……なんだったんだ。ずっと顔が赤かったけど大だい丈じよう夫ぶなのか、あいつ？

　しっかし、まだサイン会が始まって三人分しか終わってないのに、この疲ひ労ろうはどういうことなんだ……。いきなりでこれとか内容が濃こすぎるだろ……。

　俺は思わずガクッと脱だつ力りよくしてしまう。が、同時にふっと肩かたが軽くなった感じがした。

　メチャクチャだけどいつも通りの三人（涼花はさすがに意外だったが）の洗礼を受けたおかげか、さっきまでの緊きん張ちようがどこかに吹ふっ飛んだらしい。

「あ、あの、永遠野先生の作品、すっごく面白かったです！」

　次にやって来たのは、正しよう真しん正しよう銘めい見も知らぬファンの人。

「ありがとうございます。これからもがんばりますので、応おう援えんよろしくお願いします」

　だが俺は、さっきまでと違ちがってリラックスした気分で対応する。

　こうやって余よ裕ゆうが出てきたのは、結局あの三人のおかげなんだろうな……。

　本人達にそんな意図がないのは明白だから不本意なんだけど、一応心の中で礼を言っておこう。おかげで、サイン会はなんとかなりそうだよ。

　…………でもな。




「ちょっと！　あんたは大人気ラノベ作家なんだからもっと偉えらそうに振る舞まいなさいよ！　永遠野誓としての威い厳げんが全然足りてないわ！」「お、次のファンの人は可愛かわいい女の子デスよ！　先生のことだからファンの子も平然と毒どく牙がにかけるに違いないデス！」「な、なんですって……？　お、お兄ちゃん、そんなことは絶対に許さないですからね……っ」




　舞とＷピース先生、それと変装をといた涼花が、物もの陰かげから身を乗り出している。

　……あのさあ、サインが終わったらさっさと帰ってくれませんかねぇ!?

　隠かくれてるつもりで全然隠れられてないし、声もバッチリ届いてるし！

　前言撤てつ回かい！　やっぱりお前ら、俺の妨ぼう害がいをしに来てるようにしか見えねえもんな！




　　　　▼




「これからも応援、お願いします」

　最後のファンの人にサインを終えた俺は、深々と頭を下げてその背中を見送った。

　……終わった。短いようで長かった。一時間以上ずっとサインし続けてたからな。

　けど、やり遂とげたって充じゆう実じつ感かんがデカくて、そんなに疲つかれは感じてなかった。

「お疲れさまでした。素す晴ばらしいサイン会になって、本当によかったです」

　書店員の人達が拍はく手しゆをして労ねぎらってくれたので、俺は感動しながらお礼を返す。

　……ふう、なんとか無事に済んでよかったよ。涼花もこれなら文句ないだろ。

　……そういや、あの三人はどうしたかな？　周りを見回しても、いつの間にか涼花達の姿はなかった。店内で時間でも潰つぶしてるのかもしれない。

「……で、俺はこれからどうすりゃいいんだ？」

　早くも会場では撤てつ収しゆう作業が始まろうとしているし、篠崎さんは未いまだに戻もどってこないし。

　俺はとりあえず篠崎さんを探すため、席を立とうと──したその時だった。

「待ってえええええええええええええええええええええええええええぇっ!!」

　突とつ然ぜん大きな声に呼び止められ、俺は「え？」と中ちゆう腰ごしの姿勢で固まる。

　見ると、一人の少女が必死の形相でこっちに走ってくるところだった。

「ひゃぶっ!?」

「ちょっ!?　大丈夫ですか!?」

　しかもいきなり何もないところでこけたので、俺は慌てて助け起こしに行く。

「す、すびばせん……」

　少女は涙なみだ目めだったが、大丈夫だという風に気き丈じように笑う。

　が、撤収作業中の会場を見ると、すぐまた「うあぁ……」と泣きそうな顔になった。

「も、もしかしてもう終わったんですか……？」

「終わったって……、サイン会のことですか？　それならたった今」

　俺がそう告げると、少女はガーンと打ちひしがれたようにその場にへたり込んだ。

「……もしかしてサイン会に来られたファンの人とか？」

「いえ、違います。桜さくらはファンなんかじゃないです……」

「え？　ち、違うんですか？」

「桜はファンではなく、永遠野先生の大大大ファンなんです！」

　と、真顔で返す少女。

「初めてのサイン会で抽ちゆう選せんにも当たって喜んでたのに……。ほら、整理券だってちゃんと持ってるんですよ？　なのに、お仕事で遅おそくなって遅ち刻こくするなんて……」

「あ、あのー……」

「……あ、すいません！　見ず知らずの人にこんな愚ぐ痴ちを！　心配してくださってありがとうございます。でも、大丈夫。へこたれないのが桜の取とり柄えですから！」

　まだ目め尻じりに涙を浮うかべながらも、少女はそう言って明るく笑った。

　その笑え顔がおが思いがけず可愛くて、俺はドキリとする。

　よく見ると、相当な美少女だった。ちょっと癖くせのあるフワフワした髪かみとパッチリとした目が印象的で、全体的に女の子らしい可愛さってのが滲にじみ出ている感じだ。

「とにかく、終わってしまったものは仕方ないです。次の機会を待つことにします」

　少女はそう言ってその場を去ろうとしたので、俺は慌てて引き止める。

「ま、待ってください。あなたは永遠野誓のサインが欲しいんですよね？」

　俺の問いに「もちろんです！」と真しん剣けんな顔で答える少女。

　……うん、こんな熱心なファンをこのまま放ほうっておくなんて、できるわけがない。

「なんとかします。ここで待っててください」

　俺はそう言って少女をその場に残し、書店員の人に声をかける。

「あの、すいません。あの人サイン会に遅刻したみたいなんですけど、すごく熱心な方なんで、どうしても対応したいんです。少しだけお時間をいただけませんか？」

　無茶なお願いだとわかっているので頭を下げる俺。

「そういうことなら、こちらから先生にお願いしたいくらいですよ。もちろん、どうぞ。対応していただいてありがとうございます」

　しかし逆に感謝されてしまった。篠崎さんが、書店員の人達も今日のサイン会を盛り上げてくれていると言ってたが、俺の想像以上にケアしてくれているみたいだった。

　俺はお礼を言って少女のところへと駆かけ戻ると、テーブルの方へと案内した。

「今からサインをしますから、どうぞこっちへ」

「え？　え？　ど、どういうことですか？」

「いえ、あなたはちゃんとサインがもらえるってことですよ」

「さ、サインって……、誰だれがするんです？」

「もちろん、俺が」

「あ、あの……、哀あわれな桜に同情していただけるのはありがたいのですが、桜がほしいのは永遠野先生のサインで、あなたのじゃ……。あ！　あなたが嫌いやだとかそういうことじゃなくて！　むしろ、さっきからすごく親切にしてもらってて、その！」

　……ああ、そういやまだ名乗ってなかったんだったっけ。

「すいません、言い忘れてました。俺が永遠野誓です」

「…………え？」

　キョトンした顔で見つめる少女に、俺はもう一度繰くり返す。

「え、ええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　しばらくして、少女がすごい大声で絶ぜつ叫きようする。

　さっき呼び止められた時も思ったけど、すごい声量だな……。圧あつ倒とうされる。

「あ、あの！　ほほほ本当に、あなたが、その……、永遠野先生なんです、か!?」

「はい。……まあ、一応」

　代理人だけどな、と心の中で付け加えながらも、俺は頷うなずく。

　少女は「う、うそ……っ！」と目を見開いていたが、やがてハッと我に返って、

「あ！　すすすすいません！　桜、あまりの事態に感極きわまってしまいまして！　えっと、これにサインをお願いできますか！」

　そう言って両手で差し出したのは、発売されたばかりの二巻の単行本。

「あ、買っていただいて、ありがとうございます」

「いえいえいえ！　お礼を言うのは桜の方です！　一巻に続いてこんなにも面おも白しろい作品を書いてもらって、感謝してもしきれないくらいですよ！」

　うわぁうわぁ……と感激している少女。

「あの、ところでお名前をうかがっても？」

「……はっ!?　そ、そう言えば桜、まだ自己紹しよう介かいをしてませんでした！　すすすすいません！　先生を前にして、こんな失礼なこと……っ」

「あの、大丈夫ですから！　そんなに気にしないでください！」

「改めまして、桜は水み無な月づき桜といいます！　よろしくお願いします！」

「水無月……桜さん、ですね。……………………あれ？」

　……なんだろう。水無月桜って、どっかで見たことのある名前な気がするぞ……？

　しかし、脳内検けん索さくしてもすぐに該がい当とうなしという結果が出た。自じ慢まんじゃないけど女子の知り合いなんて数えるほどしかいないからな、当たり前と言えば当たり前だが。

「……あの、失礼ですけど、どこかでお会いしたことありますか？」

　って、下手なナンパみたいな台詞せりふだな。もちろん、そんな意図はないぞ？

「いえ、桜と先生は今日が初対面ですよ」

「で、ですよね。すいません、知った名前だと思ったんですけど、気のせいでした」

「あ、もしかして先生も『ユートピア』を見ていてくれてるんですか!?」

「ユートピア……？　ユートピアっていったら……、もしかして今やってるアニメの『虹にじの欠片かけらのユートピア』のことですか？」

「はい！　私もそれに出てますから、知ったとしたらそこだと思います！」

　うわぁ……先生に見られてるかと思うと恥はずかしいです、なんて言いながら、赤く染まった頰ほおを両手で覆おおう水無月さん。が、俺はそれどころじゃない。

　ユートピアに出てるって……。それで水無月桜って……、ま、まさか……っ!?

「も、もしかして、声優の水無月桜!?」

「はい！　桜はその水無月桜です！」

　元気よく笑顔で返ってきたその答えに、俺は絶句する。

　声優の水無月桜と言えば、前期のアニメで新人なのにいきなりメインヒロイン役を務め大人気を博し、しかも今期一番人気のアニメでも主人公役を演じる声優界の新星だ。魅み力りよく的な声と高い演技力を持ち、今一番注目されている声優と言っても過言ではない。

「あれ？　先生、どうかしましたか？」

「あ、い、いえ……、まさかプロの、しかも人気声優さんだとは思ってなくて……」

「あはは、桜はまだデビューしたての新人ですよ。それにメディアに顔出しとかもしてないですし。それなのにすぐにわかってくれて、ありがとうございます先生」

　まるで驕おごったところのない受け答えを聞きながら、俺は変な動どう悸きが止まらない。

「あの、先生？　サインが途と中ちゆうで止まってますけど……」

「……へ？　あ！　す、すいません。プロの声優さんが俺の作品のファンだって知って、ちょっと驚おどろいてしまいまして……」

「いえいえ！　声優業界の中でも先生の作品のファンは多いんですよ！　アニメ化の話も出てきましたし、みんな役を狙ねらってるんです！　でもメインヒロインの妹ちゃん役は、誰の手にも渡わたしません。絶対に絶対にぜーったいに、桜が射止めてみせますから！」

「な、なんかすごい熱意ですね……」

「当然です！　桜は先生の作品の妹ちゃんが大好きなんです！　っていうか、あの兄妹きようだいがもう好きすぎて好きすぎてたまらないんですよ！　なんなんですかあれは！　理想の兄妹じゃないですか！　ああ……、リアルの兄もあんなだったら……」

「リアル？」

「あ、いえ、なんでもありません。そんなことよりも、桜はもうあの妹ちゃんに自分を重ね合わせるくらい惚ほれこんでしまったんですよ！　というか、最近では桜があの妹ちゃんなんじゃないかと思っちゃうくらい入り込んでまして！」

「そ、そこまで!?」

「なので、先生も桜のことをぜひ祐花って呼んでください！」

「いやいやいや！　さすがにそれはどうなの!?」

「あ、そういえば祐花、先生に渡したいものがあったんです」

「一いち人にん称しようが既すでに変わっている!?」

　俺が豹ひよう変へんについて行けてない中、水無月さんはＵＳＢメモリを取り出す。

「なんなんですか、これは……」

「一巻の妹ちゃんの台詞を、祐花がアテレコして録音したファイルが入ってるんです。ぜひ先生に聞いてもらいたくて！」

「あ、アテレコ……？　そんなことまでしてるんですか……？」

「？　だって祐花は妹ちゃんと一心同体ですから、こんなの当然ですよ？」

　その当たり前って感じが逆に恐おそろしい！

　なんだろう、素す直なおに熱心なファンっていう風に見られなくなってきたんだが！

「あ、ちなみにそのファイルは、二十三回目の録音のものです」

「重い！　なんか重い！　データの重さを肌はだで感じる！」

「ところで、作品内のお兄ちゃんって、先生自身がモデルなんですよね？」

「い、いや、そういうわけでは……」

「ウソですよ。だって先生って、話せば話すほど、あの作品中のお兄ちゃんにそっくりだってわかりますから」

　……舞やＷピース先生にも同じことを言われたことがあるけど、俺はあんな風にカッコイイ兄貴じゃないぞ？　なんでみんな勘かん違ちがいするんだ？

「というわけで、今から先生のことをお兄ちゃんって呼んでいいですか？」

「どういうわけでそんな話に!?」

「え？　だって先生は作中の兄とイコールだし、祐花は妹ちゃんとイコールですから」

「勝手にいろいろと確定事じ項こうにしたうえで話を進めないでください！」

　うう……、なんなんだこの人。言葉通り、作中の妹に対するすさまじい愛情は伝わってくるんだけど、その裏に言いしれない狂きよう気きみたいなものを感じるのはなぜだ!?

「ねえ、お兄ちゃん？」

「ツッコミをものともせずに平然と突つき進んできた!?」

「……そうですね。やっぱりお兄ちゃんって呼ぶからには演技じゃなくて本当に兄妹じゃないとダメですよね」

「いや、そういう意味でもないんですが……」

「あの、養よう子し縁えん組ぐみの手続きをしたいので、ご両親に会わせてもらっていいですか？」

「お願いだからそういうことを真顔で言わないでください！」

　怖こわい！　怖いよ！　水無月さんは「冗じよう談だんです」と笑ってるけど、目がマジだよ！

「と、とりあえずサインは終わりましたんで、どうぞ！」

「あ、『水無月桜さんへ』じゃなくて『俺の妹の祐花へ』って書いてほしかった……」

「そういう事実無根なことは書けません！」

「……もう、お兄ちゃんはイジワルなんだからっ」

　……くそっ！　大人気声優の水無月桜に直接こんな台詞を言われるとか、ファンからしたらとんでもない幸運なんだろうけど、全然素直に喜べねえ！

　と、その時ふと、ある疑問が頭をかすめる。

　……そういえば水無月桜って、俺が中学三年の頃ころにデビューしたんだよな？

　確か現役女子高生声優とかいう肩かた書がき付きで。

「……あれ？　じゃあお兄ちゃんとか言ってるけど、水無月さんって俺より年上──」

「なにを考えてるのかなーお兄ちゃんはー？」

　それは輝かがやかんばかりの笑え顔がおだったが、その背後からどす黒いオーラが見えた気がして、俺は思わずテーブルに頭を擦こすりつけて謝っていた。




「今日はありがとうございました！　絶対に妹ちゃん役を取ってみせますから、先生も応おう援えんしててくださいね！」

　あの後、なんとかお兄ちゃん呼びはやめるよう頼たのみ込んだ結果「わかりました。ちゃんと役を取るまでは控ひかえます」という猶ゆう予よをもらえた。

　大人気声優である水無月桜に妹役を演じてもらいたいと思う反面、もし本当に役をゲットしたら今以上に悪化するんじゃないかとヒヤヒヤする。

　……ま、まあとりあえず、今はそのことは考えないようにしよう。

　俺は水無月さんの去った後、しばらく椅い子すにもたれてグッタリしていたが、やがて立ち上がってサイン会場を後にすると、トイレへと向かった。

　篠崎さんを探す前に、顔でも洗って気分を切り替かえようと思ったのだが──

「……なにをしていたんですか？　お兄ちゃん」

　その途中、タイミングよく現れた涼花に呼び止められ、俺は思わずギクリとする。

　その声がどことなく底冷えしているように聞こえたからだ。

「よ、よお、あとの二人はどうしたんだ？」

　とりあえずワンクッション置くために俺がそう返すと、

「知りません。途中で別行動になりましたから」

　と、不ふ機き嫌げんそうに俺を睨にらみながら、そんなことよりも──と続ける涼花。

「さっきのあの女性はなんなんですか。どうしてあんなにベタベタしてたんですか」

「い、いや、あの人はファンで、サイン会に遅ち刻こくして来たから対応してただけで」

「ふうん、それは善よい行いですが、どうしてそのファンの人が、お兄ちゃんを『お兄ちゃん』と呼んでいたんですか」

「き、聞いてのか!?　いや、あれはだな！　あの人は声優の水無月桜っていう人で、作中の妹になりきってるらしくてあんな発言を……」

「実に美しい人でしたね。それにお兄ちゃんの好み通り胸も大きかったです。そんなファン相手に『お兄ちゃん』と呼ばせてデレデレしてたわけですか」

「す、涼花さん……？　俺の話を聞いてますか……？」

「……まったく、なんでこんなことばかり……。お兄ちゃんの周りには美しい人ばかり集まって……。せっかく代理人になってもらって、お兄ちゃんと仲良く……っ」

「あ、はい。聞いてないっすね……」

　小声でなにやらブツブツと呟つぶやく涼花に、俺はガクッと肩を落とす。

「それに胸も大きかったです……。やっぱりあれですか……、胸が大きくないとダメなんですか……。胸……、胸が……」

　幽ゆう鬼きのようなおどろおどろしいオーラをまといながら、自分の胸むな元もとで手を上下させる涼花。スカスカと空を切る音がどこか哀あい愁しゆうを誘さそう……って言ってる場合じゃないな。

「と、とりあえずだな、サイン会も無事終わったし、今編集の篠崎さんを探してるところなんだよ。いやー、どこ行ったんだ？　ってか、もう帰っていいのかな？」

「無事終わったかどうかは、帰ってから反省会をして確かめましょう。私としても、言いたいことがいろいろとあるので」

　無む慈じ悲ひな宣告。結構がんばったつもりなんだけど、なにがいけなかったんだ……。

「……ま、まあそれはともかく、まずは篠崎さんを見つけないとだな。これからの予定とか、確かく認にんしとかないといけないし」

「そうですね。私は直接篠崎さんに会うのは控えた方がよさそうなので、その間お手洗いで身だしなみを整えてきます」

　そう言って涼花は「また後で」と去って行った。

「あ、祐！　こんなところにいたのね！」

　と、涼花と入れ替わるように、今度は舞がやって来た。

「……あれ？　Ｗピース先生は一いつ緒しよじゃなかったのか？」

「あの子なら、メーカーから仕事の電話がかかって来たとかで先に帰ったわよ」

　……もしかして、また仕事を放ほうり出して来たとかじゃないだろうな……。

「ふ、ざまあないわね！　私はこのサイン会のために、次の原げん稿こうも特典用ＳＳも完かん璧ぺきに仕上げてきたんだから！　抜ぬかりはないわ！」

　子供かよ！　と舞にツッコみたかったが、ちゃんと仕事を終えているのは立派だったのでなにも言えなかった。

「む、こんなところにいたのか永遠野先生」

　と、今度は篠崎さんも現れる。今までどこにいたんだこの人は。

「おや、炎竜先生ではないか。どうしてここに」

　舞の存在に気づいた篠崎さんが、首を傾かしげる。

「私は祐の一番のファンだから、サイン会に来るのは当然です！」

　と、なぜか誇ほこらしげに答える舞。お前は誰だれ相手でもそんな感じなのな……。

「えーと……、ところで篠崎さんは今まで何してたんです？」

「ずっと電話で打ち合わせに参加していたのだ。その甲か斐いあって、なんとか先生の作品の危機は乗り切れそうだ。今は編集長からの最終連れん絡らく待ちといったところか」

　……そういや危機的状じよう況きようとかなんとか言ってたけど、どうなったんだ？

「と、それはともかくだ。先生にこの後の予定を伝えないといけない」

「え？　この後って、サイン会も終わったし、もう帰るんじゃないんですか？」

「作家さんにわざわざ来てもらって、はいご苦労さんと帰すわけにはいかないだろうさ。この後は、食事会をすることになっている。本当は編集長と私と先生の三人での予定だったが、さっきも言った通り編集長は来られないので、私と二人きりだ」

「食事会？　これから？」

「ゆ、祐と二人きりで食事会とか、ズルイわ！」

　そこに舞がよくわからない抗こう議ぎの声を上げる。

「では炎竜先生も来るかね？　同じラノベ作家同士、交流を深めるのも悪くない」

　なんか勝手に話が進んでいるが、俺は内心焦あせっていた。

　もちろん、涼花のことだ。あいつ一人を置いておくわけにはいかないし、かといって篠崎さんと涼花を出会わせてしまうと、よくないことが起きる予感がするし……。

「あの……」

　俺は意を決して食事会は断ろうと口を開きかけた。が、その時、

「む、失敬」

　篠崎さんが懐ふところからスマホを取り出して電話に出た。

「もしもし？　……はい、私です。……はい。……はい。……なんですって？　編集長、まさかその程度で了りよう承しようしたと言うのではないでしょうね？　……バカな！　そんなことでどうするんですか！　……とにかく電話では埒らちが明かない。すぐに戻もどります」

　深刻な顔で電話を切る篠崎さん。

「すまないな永遠野先生。急な用事が入って、私はこれから会社に戻らないといけなくなった。申し訳ないが食事会は君達だけで行って欲しい。よく使う店だし予約も取ってあるから心配はいらない。こいつを見せて、ツケで好きなものを食べるといい」

　そう言って、裏に店のメモを書いた名めい刺しを手て渡わたしてくる。

「い、いや、そんなことよりも、なにかあったんですか？　……まさか俺の作品の危機ってやつがヤバイことにでもなってるんですか!?」

　篠崎さんが沈ちん鬱うつな表情で「ああ……」と頷うなずく。

「……先生の作品のアニメ化企き画かくの件でちょっと問題が発生した」

「あ、アニメ化企画がどうしたんです!?」

　俺が嫌いやな予感を抱いだいていると、篠崎さんは神しん妙みような顔で口を開いた。

「編集長がな、人気のアニメ会社での制作が決まり、メディアミックスもゲーム、漫まん画がなど多方面に進めていくことが決定したから、これからますます大きなことになると意気込んで電話をかけてきたのだ」

　その言葉に、俺と舞は「え？」と呆あつ気けにとられる。

「……いや、あの、それって別に悪いことじゃないんじゃ……？」

「何を言っているんだ。永遠野誓作品はそんな小さな枠わくに収まるようなものではないぞ。あれだけ前例のない大ヒットを飛ばしたのだ。まずは最低でもハリウッドでの映画化くらいは視野に入れないといかん」

「は、ハリウッドぉ!?」

「それだってまだ序の口に過ぎんよ。ゆくゆくは全人類を永遠野誓作品の前に跪ひざまずかせるため、聖書並みの発行部数を目指さなくてはならんのだ私は」

「あ、あの、篠崎さん？　自分がなにを言ってるかわかってます……？」

「当たり前だろう。私の使命は、永遠野誓という作家の名を人類史に残る最高の文ぶん豪ごうとして歴史に刻むことだよ。将来的には、日本の作家と言えば『紫むらさき式しき部ぶ、夏なつ目め漱そう石せき、永遠野誓』という感じで教科書に載のるべきだな」

「そのラインナップだと俺は完全に晒さらし者なんですけど!?」

「まあ目立つのは仕方がない。この中ではラノベ作家である先生が一番優すぐれているのは明白だからな。……ふ、ラノベはやはり究極の文章形態だ……」

　だ、ダメだこの人。話にならねえ。

「まあそんなわけで、私が出ないと話にならんので行ってくる。先生は些さ事じの心配などせずに、今まで通りハイクオリティの作品を書くことだけを考えてくれればいい」

　それではな、と言って、篠崎さんはさっさと行ってしまった。

　……おいちょっと待て。まさか、危機的状況ってのは……そんなことなのか？

「その危機の原因って、ひょっとしなくても完全に篠崎さんじゃないか……」

　……今までの心配はなんだったんだよ……と、俺がゲンナリ呟いていると、

「まあちょっと大げさだったけど、永遠野誓が最高ってところは同感だわ！」

　篠崎さんとどっこいどっこいなことを口にする舞。……スルーしよう。

「……そんなことより、俺達だけで食事会に行ってこいって話だけど、どうする？」

「当然行くに決まってるでしょ！　もう予約してるって言ってたし、なにより編集のおごりなんて行かないと損じゃない」

　舞はそう言って、うれしそうに身を乗り出す。

「じゃあ私と祐と涼花さんの三人で──って、そう言えば涼花さんはどこに行ったの？」

　多分もうすぐ戻ってくる、と言おうとした時、どこかから電子音が聞こえてきた。

　着信音みたいだが……、俺のじゃないな。となると、

「あ、ごめん、私だ。……えっと、編集部……？　なんなのよ、こんな時に！」

　舞は「ちょっとごめん」ともう一度断ってから、電話に出た。

「……はい、私です。……はい。……はい。…………え？　それって？　……はい、わかりました……。……いえ、今東京にいるから……。はい、じゃあ今から……」

　面めん倒どうくさそうに電話をしていた舞の顔が、次し第だいに曇くもっていくのがわかる。

　間もなく通話を終えると、舞は浮うかない顔でこちらを振ふり返って、

「ごめん。食事会には行けない。急に編集との打ち合わせが入ったから」

　と、心底不機嫌そうな声でそう言った。

「編集者と直接会って打ち合わせとかするんだな。俺はまだしたことないぞ」

「私だって、こんなことはめったにないわよ。……ったく、せっかく祐との食事会だってのに、なんでこんなことになるのよ！」

　舞はぶつぶつと文句を言っていたが、やがて「……じゃあまた休み明けに学校で」とだけ残して行ってしまった。……結局残ったのは俺だけかよ……。

「ただいま戻りました。……お兄ちゃん？　どうかしましたか？」

　と、そこにタイミングよく涼花が戻ってきた。

　ってか、この流れはつまり……そういうことなんだろうか。

「お兄ちゃん？　なにをぼーっとしてるんですか？　サイン会が終わったとはいえ、まだ家に帰ったわけじゃないんですから、しっかりしてください」

　相変わらず涼花は不ふ機き嫌げんモードだし、せっかくの厚意は有効に使わせてもらおう。

「なあ涼花、今から食事しに行かないか？」

「そんなだからお兄ちゃんは──って、え？」

　俺の提案に、涼花は小言も忘れてキョトンとした顔になる。

　けれどすぐにかあああと頰ほおを赤らめると、

「食事……？　お、お兄ちゃんと二人で!?　そ、それってまさかデー──」

「いや、実は篠崎さんが食事会とか予定しててさ」

　俺はこうなった経けい緯いを涼花に説明する。

　……これから帰って夕食の準備ってのも涼花が大変だろうし、外で美味うまいものでも食べれば機嫌も直るんじゃないかと、まあそんなことを考えながら。

「………………え？」

　しかし涼花はそれを聞いて一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたかと思うと、すぐにワナワナと身体を震ふるわせながらこう言った。

「へ、変な期待をさせないでください！　お兄ちゃんのバカ！」

　ええ!?　……お、俺なんかマズイこと言ったか？




　　　　▼




「とりあえず、サイン会を無事乗り切れたことはよかったですね」

　一通り食事を終えた後、涼花はそう言って今日一日をふり返った。

　最初は多少小言もくらったが、すぐに機嫌も直ったようだ。「お兄ちゃんと外でお食事……」とか言ってほんのり笑ってたし、やっぱり女の子って外食とか好きなんだな。

「あ、ああ、何事もなく終わってよかったな」

　一方で俺は、ちょっと居い心地ごこちの悪い気分だった。篠崎さんが予約してたこのレストランがかなり高級なところで萎い縮しゆくしてるってのもあるし、そのわりに涼花が平然と振る舞まってるのに面食らってるってのもある。でも、それよりも──

「……お兄ちゃん？　どうかしましたか？」

「え？　なんのことだ？」

「誤ご魔ま化かさないでください。さっきから上の空ですし、表情もどことなく暗い感じがします。なにか心配事でもあるんですか？」

　う……、見み抜ぬかれてる。

「わ、私はいつもお兄ちゃんのことを見てるんですから、隠かくしてもわかります」

　涼花は勘かんが鋭するどいし頭の回転も速いから、俺が隠し事をしてても今みたいにすぐに見破ってしまう。……ううん、こうなりゃもう言うしかないか。

「ま、まさか……、誰か好きな女性のことで思い悩なやんでいるとかですか……!?」

「は、はぁ!?　いきなりなに意味のわからないこと言ってんだよ!?」

　が、話が急にすごい方面に飛んで行って、俺は思わず咳せき込みそうになる。

「……次の大賞用の原げん稿こうでちょっと苦労してるってだけだ」

「そ、そうだったんですか。はぁ……、驚おどろかさないでください」

　なんでちょっと安心したみたいに胸をなで下ろしてるんだよ……。

「もしかして、二次選考に落ちたことをまだ気にしているんですか？」

　そして、いきなり図星を突ついてくる。相変わらず俺の妹さまは容よう赦しやがない。

　……でもまあ、正解だ。

　俺は先日、めでたく人生で初めての一次選考突とつ破ぱを流りゆう星せい文庫大賞で達成したわけなのだが、その後の二次選考で見事に落選した。

　しかし、勘かん違ちがいはしないでくれよ？　自じ慢まんじゃないけど、俺はもう中学時代から三年間も一次選考で落ち続けてる人間だぜ？　それくらいのことで凹へこんでたらとっくに精神を病やんでるって話だよ！　マジで自慢じゃないけどな！

　……まあメチャクチャ悔くやしくてしばらくベッドの上で悶もん絶ぜつしていたわけだが、そのことはもう心の整理もついて、今は次回作に取り掛かかってる。

　ここまでの出来事は、隣となりで見ていたので当然涼花も知っているわけだが。

「……そうなんですか？　しっかりしてくださいお兄ちゃん。とにかく二次選考まで残る力はあるんですから、これからもっと実力を磨みがいていけばいいんです。お兄ちゃんならできます。というか、自分でそう言ってたじゃないですか」

　そういや、発表結果を見て落ち込んでた時も、励はげましてくれたっけな……。

　確かに、そう思ってたよ俺は。いや、今だってそう思ってるさ。

　……ただ、な。涼花の知らない、その後のことが問題だったんだ。

　二次選考の発表から数日後のことだ。

　俺のもとに、流星文庫大賞から今回の応おう募ぼ作品の評価シートが届いた。

　流星文庫大賞では一次選考を突破した人全員に、審しん査さ員によって具体的な評価が書かれたシートが配られるんだ。

　俺は、初めて二次選考まで残った自分の作品がどういう評価だったのか、ドキドキしながら封ふうを開けた。けど、すぐにそんな気分ごと打ちのめされることになった。

　評価は散々だった。もうこれ以上ないってくらい厳しい言葉で埋うめ尽つくされていた。

　褒ほめる言葉もいくつかあったが、それは全部前置きみたいな感じで、直後に「だが」とか「しかし」が続いて本題──つまりダメだった点の指し摘てきに移る。

　具体的にどういうことが書かれていたかは、いちいち思い出すと精神的にキツイので省略するけど、その中でもある一文には、忘れたくても忘れられない衝しよう撃げきがあった。




　──技量はある程度見られるが、キャラによってクオリティにムラがある。特に主人公はストーリーを進める駒こまになってしまっている。




　……いや、そんなこと言われてもどうしろってんだよ！　俺はちゃんとキャラになりきって書いてるんだ！　主人公なんて特に意識してるのに、どういうことだよ！

　……と、その時はひとしきり文句を言って「ふざけんな！」と思いながら評価シートを放ほうり出したが、その指摘は今でも心の中に残り続けている。

　気を取り直して別のレーベルの大賞用原稿に取り掛かっても、気がついたらそのことを意識してしまって手が止まる。これでいいのかと自問自答し、筆が全然進まなくなる。

　サイン会も終わり涼花と二人きりになると、俺は永遠野誓の代理人からラノベ作家志望の永見祐に戻もどるわけだが、そうするとこういった悩みがすぐにぶり返してきて、早くクオリティの高い原稿を書かないと……と気が急せいてくる。

　……とまあ、以上が俺が現在陥おちいってる状じよう況きようってわけだ。

　ちなみに、涼花には評価シートは見せていない。というか、そもそもこいつは評価シートってものの存在すら知らないだろう。見せるつもりもないしな。

　涼花に見せてどうにかなるってわけでもないし、これは俺自身の問題だから、なんとかして自分であの指摘を乗り越こえて行かないといけない。

「そのことで上の空だったんですね。事情はわかりますが、そればかりに気を取られて隙すきを見せるようなことはないようにお願いします」

「大だい丈じよう夫ぶだって。今日のサイン会も無事に永遠野誓としてやり遂とげたじゃないか」

「……確かに大きな問題はありませんでしたが。お兄ちゃんが女性ファン相手に常に鼻の下を伸のばしていた件は除いて」

「そのような記き憶おくはございませんけど!?」

「でも、それだけでは不十分だと思うんです。もっとこう、永遠野誓らしさみたいなものを出してくれないと、いつかボロが出るんじゃないかと心配になります」

「永遠野誓らしさって、まさか」

「や、やっぱり作者が妹好きだということをアピールすべきなんです！　た、たとえばファンの人に声をかける時も『これからもよろしくお願いします。ところで妹って最高ですよね！』と毎回付け加えてみるとか！」

「そんなラノベ作家嫌すぎるわ!!」

「サインする時も、『妹が好きすぎてたまらない』という文言を追加してみるとか！」

「そんなアピールされても、ファンも困ると思うんだけど!?」

「そ、そんなことはありません！　実に永遠野誓らしいと思います！　お兄ちゃんは私の代理人なんですから、ちゃんとそれらしくしてもらわないと困ります！」

　赤い顔でそう主張する涼花だが、正直勘かん弁べんしてほしい。

　そもそも〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉なんてタイトルを背負ってるだけでも既すでにキツイのに、そのうえ妹好きをアピールとか……。

　大体リアルに涼花って妹がいるのに妹好きとか、そんなキモいことあり得ないだろ！

　……それに、今の俺は自分のことで精せい一いつ杯ぱいなんだよ。

「もう！　これからはアニメ化とかもされて、ますますお兄ちゃんが表に出る機会が増えていくんですよ？　もっと永遠野誓としての自覚を持ってください！」

　そう……、俺とは違ちがって涼花の作品は絶好調だってことも、焦あせる原因の一つ。

　そんな涼花に追いつくためにも、俺も必死でがんばらないといけないんだ。

　……うん、あんな評価シートごときで躓つまずいてる場合じゃないな。

「いや、代理人としての役割はちゃんとやるって。心配しなくても大丈夫」

「私は心配なんてしてません！　た、ただ……、もうちょっとお兄ちゃんに、妹に関心を持ってもらいたくて……それで……」

　赤い顔でごにょごにょとなにか言ってる涼花だが、俺はそれどころじゃない。

　なんか一刻も早く家に帰って、大賞応募用原稿の続きを書きたくなってきた。

「そ、それよりもさ、もう食べ終わったし、そろそろ家に帰ろうぜ？」

「……なにを急いでるんですか？　デザートと食後のコーヒーがまだですよ」

「え？」

　ジト目でこっちを見る涼花に無言で促うながされ、俺は浮うかせかけていた腰こしを戻す。

　そして、俺の焦った気持ちを見み透すかすかのように、涼花は続けた。

「家に帰るまでが代理人です。もっと自覚を持ってください。それと──」

「ま、まだなにか……？」

「……い、妹に関心を持つと言っても、お兄ちゃんを『お兄ちゃん』と呼んでいいのは私だけなんですから、そのこともしっかりと自覚しておいてください……」

　……へ？　そ、それって水無月さんの一件のことか？

　なんで今そんなことを……？　と訝いぶかししむ俺だったが、真っ赤な顔で俯うつむいている涼花が妙みように可愛かわいく見えて、なぜか何も口には出せなかった。

「そ、それから、代理人としてサイン会を無事乗り切っていただき、ありがとうございました。今日一日、本当にお疲つかれ様でした、お兄ちゃん」

　頰ほおを染めながら、かすかな笑え顔がおを浮かべる涼花。いきなり改まって労ねぎらいの言葉を言われたので、俺は咄とつ嗟さに「あ、ああ」としか返事ができなかった。

　……でも、なんだろう。さっきまでの焦った気分や、今日一日の疲れが一気に吹ふき飛んだような気がする……。

「……？　どうかしましたか、お兄ちゃん？」

「い、いや、なんでもない」

　俺はドキドキしてるのを悟さとられまいと、慌あわてて誤魔化すしかなかった。

　涼花はそんな俺を見て「変なお兄ちゃん」とまた笑う。

　その時俺は、涼花はやっぱり相当な美少女なんだって、今いま更さらなことを考えてしまった。




　　　　▼




「ふわあぁぁ……」

　自分の席に座った瞬しゆん間かん、盛せい大だいなあくびが出た。

　あのサイン会から数日後。休み明けの学校で、俺は眠ねむ気けと戦っていた。

　あの日は帰った後ヘトヘトでつい寝ね入いってしまい、それを取り戻すために休みの間はほとんど徹てつ夜やで執しつ筆ぴつ活動を続けてたから、完全に寝不足だった。

　でもまあ、その甲か斐いあって一応原稿は完成した。まだ推すい敲こう作業が残ってるけど。

「……しかし、眠いな」

　まあ今日が夏休み前の最後の授業なんで、なんとか気合で乗り切るとしよう。

　俺は教科書を取り出すために鞄かばんを開ける。

　そこには、昨日打ち出した応募用原げん稿こうもちゃんと入っている。

　どうしても早く推敲したくて、学校まで持ってきてしまったのだ。

　あ、もちろん校内で原稿を取り出したりはしないぞ？

　帰り道なんかに、歩きながら少しでもチェックできればと思ったんだよ。

　本当は休み時間とかにでもやりたいんだが、下手なことして俺がラノベ作家（代理人だけど）なんてバレちまったら厄やつ介かいだからな。

　まあ、俺が永遠野誓だって知ってるやつは一人だけいるんだけど、そいつにこそこの原稿は一番見られるわけにはいかない代しろ物もので──

「おはよう、祐」

「うおわっ!?」

　と、いきなり話しかけられて俺はビクッと背筋を伸ばした。

　振ふり向くと、その唯ゆい一いつの人物──舞が訝いぶかしそうな顔をして立っていた。

「……なに変な声出してんのよ、あんた」

「い、いや、なんでもない！　ちょ、ちょっと驚おどろいただけで……っ」

「はぁ？　意味わかんないんだけど。……って、あれ？　その中の紙束って」

「え？　……あっ！」

　舞が覗のぞき込んできたので、俺は慌てて鞄を閉じた。

「今のって、まさかげんこ──」

「ち、違う！　これは、その……、世界史の参考資料だよ！　あは、あはは！」

　なんとか誤ご魔ま化かす俺だったが、舞の不ふ審しんそうな表情は消えていない。

　……あ、危ねえ！　なんとか話題をそらさないと……っ！

「そ、そういやお前、今日は遅おそかったな？　いつもなら俺を教室で待ち構えてるのに」

「ん……、まあね。……あ、そうだ、こんなことしてる場合じゃないわ！　祐、ちょっと付き合ってよね！」

　舞はそう言っていきなり俺の腕うでに抱だき付くと、そのまま教室から出て行こうとする。

「ちょ、ちょっと待て!?　なんだってんだ!?　もうすぐ授業だぞ!?」

「どうでもいいわよそんなこと！」

「いいわけないだろ!?　ってかお前、腕を……っ！」

　舞が腕に抱き付いてくるなんて初めてだったので、その豊満な感かん触しよくも相まって焦る。

　しかし舞はそんなことを気にした風もなく、どこか必死な様子で急かしてくる。

「話があるんだから、ほら早く！」

　教室内から「あいつら、やっぱりそういう関係なのか？」とか「くそー、永見のやつ！　氷室さんを……っ！」とか「あの氷室さんが熱愛!?」とか事実無根な声が聞こえてくるが、いちいち反論している余よ裕ゆうもなかった。

　有う無むを言わさぬ勢いの舞に引っ張られ、なんだかわからないうちに教室を後にする俺。

「は、話ってなんだよ」

　廊ろう下かの隅すみにある人ひと気けのない階段まで連れてこられた俺は、またどうせロクでもないことなんだろうなと思っていたが、舞はいつもと違う真しん剣けんな様子で俺を見み据すえてきた。

「祐、あんたの作品の面おも白しろさがどこから来るのか、その秘密を教えなさい！」

「……………………へ？」

　いきなりなにを言ってんだこいつは……？

「いやいや……。お前はそれを暴あばくためだって言って、今まで散々ストーカー行こう為いを繰くり返してきたんじゃないのかよ……」

「す、ストーカー言うな！　もちろん、今までの研究であんたの情報はいろいろ集まったわよ！　でも、残念ながらまだ秘密の核かく心しんには至っていないのが現状よ……」

　悔くやしそうに言う舞だったが、そりゃ当然だよ。だって俺、本物の作者じゃないし。

「そこで私は考えを変えたわ！　あんたの周辺情報ばかりを集めても秘密にはたどり着けないのよ！　やっぱりここは、直接本人から探さぐり出さないといけないってね！」

「それを秘密を探り出そうとしてる本人に宣言するってのはどうなんだ!?」

「ふ……、私は覚かく醒せいしたのよ！　もう先週までの私と同じだとは思わないことね！　というわけで、隠かくしてる秘密について、洗いざらい話しなさい！」

「って言われて、はい話しますなんて言うやつがどこにいる！」

　無茶苦茶だなこいつは！　いつも無茶苦茶だけど、今日は輪にかけてヒドイ。

　大体、俺は代理人でしかないんだから、涼花の作品の秘密なんて知るわけないんだ。

　なにが面白いのかについてはこの前自分なりの解答を得たけど、舞の求めてるのはそういうのじゃないだろうしな。（そもそも秘密ってなんだよ。アバウトすぎるだろ）

　舞は「う～……」と犬みたいに唸うなりながら俺を睨にらんでいたが、もちろん相手になんてしてられない。ちょうど予よ鈴れいのチャイムが鳴ったので、俺はその場から逃にげ出す。

「あ、こら祐！　話はまだ終わってないわよ！」

「いや、もう授業が始まるだろうが！　ほら、お前もさっさと教室に戻もどれよ！」

「あ、ちょ、ちょっと！　待ちなさいよ！　祐！　こらーっ！」

　舞はちょっと涙なみだ目めになりながら俺を追ってくるが、このまま教室へ逃げ込もう。

「わ、私は諦あきらめないんだからね！　絶対あんたの秘密を暴いてやるんだから！」

「廊下で不ふ穏おんな言葉を絶ぜつ叫きようしてんじゃねえよ！」

　ああ……、これでまた俺の平へい穏おんな学校生活が一段と崩ほう壊かいしたな……。

　まあ、もうとっくの昔に修復不可能なくらい破は壊かいし尽つくされてるんだけどな！




　と、そんなことを考えていた俺だったが、思い返してみると危機感が足りなかった。

　舞が突とつ然ぜんあんなことを言いだしたのも、夏の暑さのせいで頭がやられたのかなーなんてのんきに考えてたし、どうせ明日からは夏休みだからと完全に油断してたんだ。

　気づいた時には遅かった。

　異変に気がついたのは、体育の授業中だ。

　うちの学校の体育は基本的に男女別なのだが、種目によっては合同で行われる。

　今日はシャトルランのタイム計測だったため、男子も女子も体育館に集まっていた。

　ただでさえ寝不足なうえ、うだるような暑さの中でシャトルランをするなんて地じ獄ごく以外の何物でもなかったが、その時ふと違い和わ感かんに気がついた。

　あるべきものがない。

　こういう男女合同の体育の場合、舞のやつが取材という名目で俺を眺ながめながら体ていよくサボってるのが常なのだが、今日はその視線を感じなかったんだ。

　おかしいなと思って近くの女子に訊きくと、なんでも気分が悪いと言って途と中ちゆうで抜ぬけ出したんだとか。

　その時、すさまじく嫌いやな予感がした。そして結果的に、それは当たっていたんだ。

　俺は体育館から飛び出すと、全速力で教室へと戻った。

　そして──発見した。舞が俺の応おう募ぼ用原稿を、鞄から取り出して読んでいるのを。

「な、なにやってんだよお前!!」

　もちろん俺はすぐさま駆かけ寄って、原稿を取り戻そうとしたさ。

　でも、振り向いた舞の顔を見て、俺はギクリと動きを止めるしかなかった。

「……ねえ祐、なにこれ……？」

　いつも豊か過ぎる感情表現をする舞の顔に、その時ばかりはなんの表情も浮かんでなかったんだ。そんな顔を見たのは初めてだったので、俺は当然固まった。

「これってラノベの原稿よね……？　まさかこれ、祐が書いたの……？」

「い、いや……、それは……」

　もちろん、はいそうですなんて言えるわけもない。

　舞にとって俺は永遠野誓なんだ。誤魔化す以外に選せん択たく肢しなんてなかった。

「ち、ちちち違ちがうぞ？　そ、それは……、そう！　知り合いの作品なんだよ！　ラノベを書いてみたから読んでみてくれって言われてさ！」

「あ、なんだ。そうだったのね」

「そうそう！　だからそれは永遠野誓の作品でもなんでもないんだよ！」

「なるほどね。道理でクオリティが低いと思ったのよ。全然面白くないし、文章もなんか変に気取ってるし、一番問題なのはキャラが死んでるってことだけどね。これじゃ作者の操あやつり人形じゃないのよ。これじゃどんな大賞にも通らないわね」

「ぐ……っ！　うぐぐ……っ!!」

　マジで胸が抉えぐられるようなその言葉に、俺は本気で泣きそうになった。

　そこまでボロクソなのかよ……っ！　と心の中で涙を流しつつも、とりあえず誤魔化すことはできたと思ってたんだ。……だが、その認にん識しきは甘かった。

「でも、おかしいわね。私、この文体ってどこかで見たことあるんだけど」

「へ？　ど、どこかって……？」

「……うん、間違いないわ。これって、祐の部屋のゴミ箱に捨ててあった原稿とそっくりなのよ。これって、どういうことなの？」

「ま、待て！　お前、ゴミ箱を漁あさったのか!?　いつ!?」

「え？　祐の部屋に遊びに行った時とかに、ちょくちょく」

「平然と答えるんじゃねええええええええええええええええぇぇっ!?」

「な、なによ！　私はあんたのことはなんだって知りたいんだから当然でしょ！　それに捨ててあったってことはもういらないものなんだろうし、いいじゃない！」

　俺は自分の原稿を打ち出してチェックする習慣があるので、おそらくそれはチェック済みの没ぼつ原稿だろう。舞が筋金入りのストーカーだってことは知っていたはずなのに、油断していた。……まさか、自室のゴミ箱を漁られるなんて……っ！

「ねえ、これってどういうこと？　なんであんたの知り合いの文体と、あんたの書いた原稿の文体が同じなわけ!?」

　舞に詰つめ寄られ、俺は答えに窮きゆうした。もちろん正直に話すなんてことはできない。

　涼花を裏切ることだけは、絶対にしたくなかったから。

　でも、そうやって何も言わないでいる俺に、舞はとうとう致ち命めい的てきな言葉を口にした。




「ねえ祐……？　あんたって、本当に永遠野誓なのよね……？」




　思えばこの一言が、受難の夏休みの幕開けだったんだ。

















第二章　妹とデートすることになったのは、大体俺が悪い









「まったく……、お兄ちゃんはどこまで迂う闊かつなんですか……っ！」

「申し訳ありません……」

　腕を組んで苦々しげに見下ろす涼すず花かに対し、俺はただうなだれながら謝るしかない。

　現在俺は、我が家のリビングにて涼花に説教を食らっていた。

　もちろんその内容は、俺が本当に永遠とわ野の誓ちかいなのか？　という、舞まいが口にしたあの衝しよう撃げき的な言葉について以外あるはずもない。

　あの後、俺はなんとか舞の追つい及きゆうをかわし続け、最後は逃げるように帰宅した。

　で、先に帰っていた涼花の顔を見るや、すぐさま一連の出来事を報告したってわけだ。

　……もちろん怒おこられた。ってか、現在進行形で怒られてます、はい……。

「はぁ……、恐おそれていたことがついに起こったという感じです……」

「……ごめん。全部俺の責任だ……」

「起きてしまったことは仕方がありません。問題はこれからどうするかです」

　涼花の冷静な声にいくらか救われた気になったものの、こういう時にしっかりするのは本来兄の役割なんじゃないか？　と思うと、情けなさで泣きたくなる。

「まず現状を整理しましょう。お兄ちゃん、もう一度詳くわしい状じよう況きようを聞かせてください」

「あ、ああ。俺は自分の原げん稿こうを学校に持って行ったわけだ。で、それが舞に見られて、永遠野誓の文体と全然違うじゃないかってことから疑われたと……」

「原稿を持って行ったこともそうですが、どうして簡単に見られてしまうんですか」

「いや、まさか体育の時間中に鞄かばんを開けられるとは思ってなかった……」

　今思えば、最初に原稿を見られた時点で警けい戒かいしとかないとダメだったんだ……。

「……そもそも、お兄ちゃんは氷ひ室むろさんに対して気を許しすぎじゃないですか？」

「そ、そんなつもりはないけど」

「いえ、客観的に見ていると、お兄ちゃんは氷室さんに甘すぎます。ただでさえクラスメートということで一いつ緒しよにいる時間が多いのに、それに加えていつもことあるごとにベタベタして……。私だってお兄ちゃんとずっと一緒に……っ」

「私だって……？」

「はっ!?　い、いえ、なんでもありません！　と、とにかくです！　私が言いたいのは、お兄ちゃんは普ふ段だんからもっと氷室さんに強い態度を取るべきだということです！」
















「って言ってもな……。あいつがストーカーになった経けい緯いはお前も知ってるだろ？」

　──研究させないと全校生徒に俺が永遠野誓だってことをバラす。

　そう脅おどされて、俺は舞のストーカー行こう為いを実害のない範はん囲いで容認する羽目になった。

「う……。で、でも、それにしたってお兄ちゃんは優やさしすぎると思います……」

　俺としては舞に結構厳しく接してるつもりなんだけど、涼花は不満らしい。

　とはいえ、ラノベ作家として面おも白しろい作品を書くために必死でがんばってる（その方法の是ぜ非ひはさて置いて）舞を、完全に邪じや険けんに扱あつかうってのも抵てい抗こうがある。

　……これも、涼花に言わせれば甘いってことになるのかもしれんな。

「も、もしかしてお兄ちゃんは、氷室さんのことが、その……、気になったりしてるんですか……？」

「へ？　そりゃまあ、もちろん気になるやつだけど……」

　ストーカー行為を気にせずに受け流せってのは、わりかし無茶では？

「そ、そんな……!?　じゃあやっぱりお兄ちゃんは氷室さんのことを……!?」

「……顔色悪いけど大だい丈じよう夫ぶか？　ってか、俺が舞のことを……、なに？」

「そ、そんな恐ろしいこと、私の口から言わせないでください!!」

「いや、意味わかんないんですけど!?」

　涼花は「お、落ち着くんです私……」とか「そんなことがあるはずないです……」などとブツブツ呟つぶやいている。……なんなんだ？

「と、とにかく……、今は目の前の問題を片付けないといけません……。それでお兄ちゃん、疑念を持った後の氷室さんの様子はどうだったんですか？」

「一応言い訳はしたんだよ。ずっと昔に書いた作品だから文体が違うんだとか」

　そしたら「だから低品質なわけね」とか言われて、余計傷ついたんだがな……。

「……でも納なつ得とくはいってなかったみたいで、その後も何度も同じことを訊かれたな」

「お兄ちゃんは本当に永遠野誓なのか──でしたよね？」

　俺が頷うなずくと、涼花は思案顔になり、

「……なるほど。その言葉からは、疑ってはいるものの確信はないといった様子が読み取れるのですが、どうですか？」

「お前の言う通りだよ。舞のやつも、もしかしたらそうなんじゃないかってレベルなんだと思う。確信があったら、もっと強く追及してただろうし」

　もしそうだったら、今いま頃ごろ無事に帰宅できていたかも怪あやしい。

「……そうでしょうね。文体の違いというだけでお兄ちゃんが永遠野誓ではないと疑うのは、そもそも発想として飛ひ躍やくしています。でも、一度芽生えてしまった疑念はそうそう消えないのでしょう。根こん拠きよの有う無むは、もはや関係ないのかもしれません」

　確かに、涼花の言う通りかもしれない。

　根拠はないけど、なんとなくそう思うっていう、いわゆる勘かんの世界だ。

　論理的なものじゃないが、でもだからこそ逆に根深いと言える。勘だから、いくら否定しようとも納得しないし、疑念は晴れない。しかも今回はなまじその勘が当たってるものだから、なおさらなんとなく否定の言葉にも説得力が感じられないのだろう。

「つまり、いくらお兄ちゃんが口で否定しても、氷室さんが納得する可能性は低いということになりますね」

　涼花の冷静な分ぶん析せきに、俺は「う……」と言葉に詰まる。

　じゃあどうすりゃいいんだ？　と考えるが、妙みよう案あんなんて浮うかぶはずもない。

「…………なるほど」

　しかし、涼花は口元に手を当てながら、なにやらしきりに考え込んでいる。

「……要するに、完全にバレる前に氷室さんの疑念を払ふつしょくすればいいわけですよね」

「なにか考えがあるのか？」

「はい……。えへ、えへへ……、えへへへへ……」

「す、涼花!?」

　なぜか突とつ然ぜんぽわ～と幸せそうな雰ふん囲い気きでえへえへと笑い始める涼花。

「こ、これはピンチではなく、逆にチャンスなのでは……？　う、うまくいけば、お兄ちゃんと…………、えへへへ……」

「お、おい涼花!?　な、なんか知らないけど正気に戻もどれ！」

　俺は涼花の両りよう肩かたをつかんで揺ゆさぶる。

「……はっ!?　な、なんですか!?　どうしたんですかお兄ちゃん!?」

「それはこっちの台詞せりふだぞ!?　トリップ状態になったかと思ったら、なんかいきなり笑いだすし……。ってか、今これはチャンスだとかなんとか言ってたけど」

「な、なんのことです!?　私はピンチではなく逆にピンチだと言ったはずですけど!?」

「それ逆になってないよな!?　どっちにしてもピンチだよな!?」

「そ、そんな細かいことはどうでもいいんです！　そ、それよりも、この現状を打破する考えが思い浮かんだんです！」

「な、なんだと……!?」

　マジか……？　さ、さすがは完かん璧ぺき超ちよう人じんの俺の妹さま。

「この方法なら氷室さんの疑念も解消し、ついでに私もお兄ちゃんとイチャイチャ……。えへへへへ……、まさに一石二鳥です！」

「へ？　一石二鳥って、二羽目の鳥なんてあったっけ……？」

「こ、言葉の綾あやです！　お、お兄ちゃんはいちいち細かいことを気にしすぎですよ！」

「ええ!?　俺が悪いの!?」

　なんか釈しやく然ぜんとしないんだけど!?

「と、とにかくです。氷室さんの疑念を払しょくする方法はあるんですが、これにはお兄ちゃんの力がどうしても必要になります」

「そ、そりゃ元々は俺のせいだからな。なんでもやるぞ」

「え？　な、なんでも!?　じゃ、じゃあ今から、おでこにき、ききき……っ」

「おでこ……？」

「いいいいえ!?　な、なんでもないです！　ここで焦あせってはダメです私！　というか、お兄ちゃんも『なんでもする』なんてことを軽々しく口に出さないでください！」

「えええ!?　また俺が悪いの!?」

　全然釈然としないんだけど!?

　顔を真っ赤にして俺を睨にらんでいた涼花は、胸に手を当てて深呼吸している。「まったくお兄ちゃんは……」と呟いているが、俺、なんか悪いこと言ったか……？

「……で、その方法ってのは？　俺はどうすればいいんだ？」

「肝かん心じんなのは、お兄ちゃんが永遠野誓であるということを、言葉ではなく行動で氷室さんに示すことです」

「なるほど。具体的には？」

　俺がそう訊たずねると、涼花は再び顔を赤くして俺を睨む。そして──




「お、お兄ちゃんは、私とイチャイチャしてください!!」




　………………は？

　今なんつった、こいつ？　イチャイチャがどうとか聞こえた気がしたけど……？

「……ってか、い、イチャイチャ!?　イチャイチャって……、つまりはあのイチャイチャだよな!?　そそそそれってどういう!?」

「おおおお落ち着ていください！　いいいい今から説明しますから！」

　と言ってる涼花自身が、まるで落ち着いてるようには見えないんだが!?

「は、早とちりはしないでください！　これにはちゃんと大事な理由があるんですから！　と、とにかく聞いてください！」

「は、はい！」

　涼花の剣けん幕まくに押され、思わず背筋をピンと伸のばす俺。

「い、いいですか？　お兄ちゃんが永遠野誓だと氷室さんに確信させるためには、お兄ちゃんが完璧な永遠野誓像を演じなければいけません。こ、ここまではわかりますね？」

「お、おう！」

「そ、その完璧な永遠野誓像ですが、やはり作品が妹モノであることを考えると、作者もまた妹が好きで、とにかく好きで、この世で一番妹を愛していると、そういう人物であるというのが論理的な帰結として考えられますよね!?」

「おう！　…………え？」

「つ、つまりお兄ちゃんは、妹が好きで好きでたまらないラノベ作家である永遠野誓を氷室さんに見せつけるんです！　そうすれば氷室さんの疑念も晴れるに違ちがいありません！　そ、そのためには、実際に妹とイチャイチャする必要があります！　ま、まことに遺い憾かんではありますが、私も真の作者として協力するしかありません！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ？」

　涼花は「なんですか！」とキレ気味に返す。

「つ、つまり、舞に俺が永遠野誓だって納得させるために妹……、つまりお前とイチャついてるところを見せるってことか？」

「ひ、平たく言えばそうです」

　涼花が真っ赤な顔で頷く。……や、やっぱそうなるよな？

　確かにそれなら俺が永遠野誓だって舞に印象付けられると思うけど、でも、リアル妹とイチャつくなんてことはさすがに……。

　……いやいや、俺のせいでこんなことになってんだぞ？　選せん択たくの余地ないだろ。

　そうしないといけないなら、涼花とイチャイチャだってなんだってする覚かく悟ごがある。

　でも、俺はよくても問題は──

「涼花、お前はいいのか？」

「な、なにがですか？」

「俺と、演技とはいえイチャイチャするとか……」

　涼花にとって、俺はあくまでも頼たよりなくていつも面めん倒どうをかける兄貴でしかない。

　今はこうやって代理人なんてやってるけど、ちょっと前までは冷え切ってギスギスした関係だったし、根本の部分は俺のことを嫌きらってるってことに変わりはないはずなんだ。

「も、問題ありません！　むしろお兄ちゃんとイチャイチャできて逆についてる──」

「なにがついてるんだ？」

「つ、つつつツインテールというのもなかなかいい髪かみ形がたじゃないかと思い始めた今日この頃ごろです！　というわけでまったく問題ありません!!」

　よくわからないけど真っ赤な顔でそう言い切る涼花。

　要するに、こいつも嫌いや々いやだけど事態打開のためにがんばってくれるってことなのか？

　……涼花とイチャイチャするなんて、妹属性でもなんでもない俺にとってはあり得ないことなんだが、それは涼花も同じはず。

　そうだよな。それなのに、俺の方が躊ちゆう躇ちよしててどうすんだって話だ。

　……ごめんな涼花。バカな兄貴のせいでこんなことに付き合わせちまって。

　でも、涼花がここまで言ってくれてるんなら、俺もやるしかない……っ！

「わかった。そういうことなら俺も腹を決めるよ。舞の疑念を払しょくするためにも、俺達のイチャイチャをあいつに見せつけてやろう！」

「さ、さすがお兄ちゃん！　その意気です！　こ、このチャンスにいっぱいいっぱいイチャイチャしましょう！」

「ああ、お前には迷めい惑わくかけてすまないけど、演技だから我が慢まんして付き合ってくれ」

「い、いえ、私は別に迷惑でもないですし、演技なんかする必要も……」

「え？」

「な、なんでもありません！　とにかくお兄ちゃんは妹が好きで、常つね日ひ頃ごろから妹とイチャイチャしてる人間になればいいんです！」

「そ、そうだな。演技なんだからそういうキャラでも問題ないよな！」

「そ、そうです！　妹とイチャイチャすることなんて当たり前ですよ！」

　だよなーですよねーあはははは、と俺と涼花は顔を見合わせながら笑い合う。

　若じやつ干かん会話が嚙かみ合ってないような気もするけど、状じよう況きようが状況なのでテンションマックスで振ふり切って行かないと乗り切れそうにないから仕方がない。

　俺は頭に浮かびそうになる種々の疑問をすみに追いやって、とにかく問題を解決することだけに集中する。……細かいことは、今は考えちゃダメだ！

「さ、さて、そうと決まれば氷室さんに見せつける場所や状況など、綿密な計画を立てないといけません！　ですがその前に、作戦名が必要ですね！」

「ん？　作戦名ってなんだ？」

「今後、この計画を『妹モノを書くラノベ作家は妹好きに決まってます作戦』と呼こ称しようします！　お、お兄ちゃんもそのつもりでお願いします！」

「お、おう？　……でも、それって必要なのか？」

「あ、当たり前です！　現状を一言で言い表すのは重要なことですよ！　ほら、お兄ちゃんも口に出してください！」

「そ、そうだな。妹モノを書くラノベ作家は妹好きに決まってるよな！」

　そうですよーそうだよなーあははははと、再度笑い合う俺達。

　その後、同じようなテンションのまま移行した作戦会議は夜よる遅おそくまで続き、こうして俺達兄妹きようだいの共きよう闘とう作さく戦せんが幕を開けることになったのだった。




　　　　▼




「ナガミンナガミン、ここはいいから書しよ棚だなの整理を頼たのむよ～」

　翌日の午後。俺のバイト先である丸まる猫ねこ書店のバックヤードにて、いつものごとくレジ係をサボってやって来た江え坂さかさんが、俺の背中にダイブした。

「……店内は江坂さんの担当じゃないんですか」

「シフトってのは臨機応変に変わるものなんだよ～」

　と、勝手なことを言いつつ俺の背中でダラ～と溶とけているこのロリっ子は、ここ丸猫書店の娘むすめさんであり、バイトの先せん輩ぱいでもある江坂さんだ。

　見た目は小学生にしか見えないくせに、実は大学生でしかも成人してるという危険極きわまりないロリの化身だが、中身はどちらかというとおっさんくさいというわけのわからない人だ。ちなみに、根っからのオタクでもある。

「お客さんが直々にナガミンを指名してるんだから、店としては応こたえないとね～」

「ここはいつ書店からホストクラブになったんです!?」

「愛いとしの舞ちゃんのお願いだから、お姉さんが気を利きかせてあげたんじゃないか～」

　背せ伸のびしてる小学生にしか見えないくせに、本当にお姉さんだから困る……。

　と、そんなことより、やっぱり来たか舞のやつ。

　終業式が終わってから舞と接せつ触しよくしないように最速でここに来たが、予定通りだな。

「……わかりましたよ。他ほかの客の迷惑になっても困りますし、俺が表に出ます」

　俺はそう言ってバックヤードを出る。が、なぜか江坂さんも俺の背中にへばりついたままついて来た。俺と交代で返本作業をしてくれるんじゃないのか……。

　カウンターで江坂さんをひっぺがして書棚へ向かうと、すぐさま舞が出てきて、待ってましたとばかりに俺の前に立ちはだかった。

「もう逃にげられないわよ祐ゆう！　あんた、なんか隠かくし事してるでしょ！　今日こそ全部残さず暴あばいてやるんだから覚悟しなさいよね！」

　……あの出来事以来、舞はこんな感じだった。俺が本当に永遠野誓なのか──その問いに俺が否定し続けていると「なにか隠してる！」と詰つめ寄ってくるのだ。

　やっぱり、そうなった根本的な原因である疑念を払ふつしょくしないと収まらないらしい。

　つまり、俺が本物の永遠野誓だと納なつ得とくさせること。……作戦開始、だな。

「い、いや、何度も言ってるけど隠し事なんかなにもないぞ？」

「甘いわね！　そんな白々しい態度で煙けむに巻こうったってそうはいかないわよ！」

「そ、そんなこと言われてもなー？　っと、そうだ思い出したー」

　と、我ながら嫌いやになるほど棒読みの演技で、俺はわざとらしく何かを思い出したかのように自分のスマホを取り出した。

「今日は妹を迎むかえに行かないといけない日だったぜー。すっかり忘れてたなー」

「涼花さんも今日は終業式でしょ？　もうとっくに帰ってるんじゃないの？」

「い、いや、あいつ生徒会長とかしてるから、いろいろ仕事があってさ」

「ふうん？　でも、迎えに行くにしては早くない？　まだ普ふ通つうに日が高いんだけど」

「最近は昼間でも物ぶつ騒そうなことは起こるからなー」

「……なんか怪あやしいわね」

　舞じゃなくてもそう思うくらい、俺の演技は不自然だった。

　……でも仕方がない。作戦の重要な部分以外は多少強引でも突つっ走るしかないのだ。

「というわけで、すいません江坂さん、今日はもう上がらせてもらってもいいですか？」

「ん～？　そういえば早上がりしたいって言ってたね～。別にＯＫだよ～。でも、これは貸し一だね～。アヘ顔がおＷダブルピース先生に会わせてくれたら、勘かん弁べんしてあげるよ～」

「だからそれは無理ですってば……。今度またシフト替かわりますから」

「む～、ナガミンは大人気作家なのにケチだな～」

　ケチケチ～と言う江坂さんを無視しながら手早くエプロンを脱ぬぐと、俺は「ではお先に失礼します！」と言って足早に丸猫書店を後にした。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　もちろん舞もついて来る。というか、そうでないと計画が崩くずれる。

　俺はいろいろ言ってくる舞をなんとか受け流しながら、涼花の通う私立白はく桜おう女学院に向けて歩く。俺のバイト先からは近い距きよ離りにあるので、そう時間はかからない。

「……もう！　絶対祐は何か隠してるはずなのよ！　それは永遠野誓の秘密と関係があるはずで、それさえわかればきっと……っ」

「な、なんのことか全然わからないなー。俺は正しよう真しん正しよう銘めいの永遠野誓なんだけどなー？」

　嚙み合わない会話を交かわしていると、間もなく白桜女学院の校門が見えた。門もん扉ぴの横には、予定通り涼花が待っていて、俺の姿を確かく認にんすると一いつ瞬しゆんビクッと反応した。

「お、お迎えありがとうございます、お兄ちゃん。氷室さんもこんにちは」

　緊きん張ちようしているのか、涼花の頰ほおが赤い。涼花を迎えに行くこと自体はいつも通りの行動なんだけど、これはあくまでも舞に見せつけるためのものだから仕方がないだろう。

　俺は涼花に近づくと、舞に気づかれないように小声で、

「……いよいよだな。今から始めるぞ！」

「……は、はい。がんばりましょう。作戦開始です！」

　頷うなずき合う俺達。そして、早さつ速そく行動に移った。

「じゃ、じゃあ早速帰るとするか。おっと、急に涼花と手をつなぎたくなったぞー？」

　俺はごく自然を装よそおって手を伸のばす。すると涼花も、

「わ、私もお兄ちゃんと手をつないで、ら、ラブラブ帰宅したかったですねー？」

　ガチガチの動きで腕うでをピンッと伸ばしながら俺の手をつかんだ。

　お互たがい悲しくなるほどの棒演技だったが、気にしてる余よ裕ゆうはない。

　妹と手をつないで一いつ緒しよに帰宅するほど、俺が妹好きだと舞にアピールするのだ。

「……あんた達、なんで急に握あく手しゆなんてしてるの？」

「い、いや、握手じゃなくて手をつないで帰ろうかなーって」

　舞は「それで……？」と俺達の手元を見ながら怪け訝げんそうな顔をする。

　見ると、摑つかんだ手はお互い右手だった。……マジで握手じゃん、これ。

「こ、これはちょっとした間ま違ちがいだ！　さて、んなことより帰ろうぜ！」

　俺は慌あわてて涼花の左手を握にぎり直す。……緊張で注意力が散さん漫まんになってるぞ、俺。

　涼花も「お、お兄ちゃんと手をつないで……、えへへ……」と、よくわからないテンパり方をしてるし、ここは耐たえてくれよ……っ！

「急に涼花さんと手をつないで帰るなんて、どうしたのよ？」

「い、いや、最近ちょっと衝しよう動どうが抑おさえられなくなってきてさ。ほら、俺って超ちよう妹萌もえのラノベなんか書いてる根っからの妹好きだろ？」

　想定通りの舞の疑問に、あらかじめ考えていた答えを返す俺。

「ま、まさか、だからそうやって涼花さんと……？」

「まあな。普ふ段だんは人目がないところでイチャイチャしてるんだけどさ。俺は妹好きのラノベ作家・永遠野誓なんだから、外でイチャついても別にいいよなって感じで？」

「な……っ!?　祐が妹好きだってのはもう知ってたけど、そこまで……っ!?　まさか本当に涼花さんを毒どく牙がにかけてたっていうの……っ!?」

　舞は驚きよう愕がくの表情で、手に持った『永なが見み祐研究ノート』にペンを走らせる。

「永見祐は……想像以上の鬼き畜ちくで……作品のために妹を犠ぎ牲せいに……」などと心外なことを口走りながら一心不乱にメモを取ってるわけだが……。

　くそ……っ！　好きにしろよ！　もとは身から出た錆さびだ！　それで俺が永遠野誓だって思ってくれるんなら、俺はいくらでも鬼畜兄貴になってやるよ！

「す、涼花さん？　今祐が言ったことは本当なの？」

　ノートから顔を上げ、今度は涼花に詰きつ問もんする舞。

「……えへ、えへへ……。お兄ちゃんの手……。えへへへ……」

　しかし涼花はまだバグっているらしく、普段のこいつではあり得ないようなだらしない笑えみを浮うかべながら、えへえへと宙を見上げている。

「す、涼花……っ！」

　俺は正気に戻もどすつもりで、涼花の手を握る力をわずかに強めた。

　すると涼花は「ひゃぅっ!?」と変な声を出しながら、慌てて向き直る。

「え？　……あ、はい！　そ、そうです！　お兄ちゃんは普段からこういう感じです！」

「本当にそうだったなんて……」

　よし、効いてるみたいだ。ここはダメ押しを……っ。

「し、しかし今日も暑いなー。帰ったらいつも通り、二人一緒に昼ひる寝ねでもするかー」

「そ、そうですねー。いつもみたいにお兄ちゃんの腕うで枕まくらで寝ましょうかー」

　俺のフリに涼花も応える。会話を通じて、俺が妹好きだと印象付けるのだ。

　……どうだ、舞よ。これで俺が永遠野誓だって信じられるだろ？

「あ、あんた達、普段からそんなことまでしてんの……!?」

「ま、まあ俺はあの永遠野誓だし？　妹好きだし？」

　俺が答えると舞は「いくら兄妹だからって、通報する事案とかじゃないかしら……」などと呟つぶやいていたが、俺がそれくらい妹好き人間だと思ってくれてるならそれでいい。

　……さて、ここまで結構アピールできたと思うが、舞の疑念も晴れたんじゃないか？

　俺は横目で様子を確認してみる。しかし舞は「む～」とか「う～」とか唸うなりながら、難しい顔で研究ノートと俺達を見比べているばかりで、いまいち手応えがつかめない。

「な、なあ舞？」

「なによ」

「お、お前さー、まだ俺が永遠野誓じゃないんじゃないかとかって疑ってるのかー？」

　あっはっは、んなことあるわけねーよなー的な軽いノリで訊たずねてみる俺。

　しかし、舞は難しい顔のまま研究ノートを覗のぞき込んでいる。

「……確かに、祐が無類の妹好きだってことは再確認できたわ」

「さ、さいですか……」

　再確認もなにも、この演技以前にそんなことを認めた覚えはないんだが……。

　……い、いやいや！　妹好きだって思ってくれてるなら大成功だ！　うん！

「でもね、やっぱりしっくりこないのよね」

「え？　しっくりこないって何が？」

「これだけリアルで妹とイチャイチャできるんだったら、それで満足するんじゃない？　わざわざあんなラノベを書く必要なんてないわよね？　……そう考えると、やっぱりまだすっきりしないわ。……うん、祐はまだ何か隠してるに違ちがいない！」

「なんでそうなる!?」

　俺は舞の推理（？）を聞いて愕がく然ぜんとする。

　なんでだよ!?　普通は、こんだけ妹好きだからあんなラノベを書いたんですってことになるだろうがよ！　なんでそんな、わざわざ捻ひねくれた考え方をする!?

「それに、なんか二人とも変だし。というか、会話も動きもぎこちないし」

　あ、そっちは反論のしようがないです。

「うん、やっぱり怪しい、怪しいわ！　祐が隠してることこそ、きっと面おも白しろさの秘密につながる何かなのよ！　というわけで、さっさと吐はきなさい！」

「だから俺は何も隠してないって！」

　詰め寄る舞に俺は必死の反論をするが、もちろん勢いは弱まるはずもない。

　ああくそ……っ！　とりあえず、作戦は失敗だったってことか……!?

「お兄ちゃん、靴くつの紐ひもがほどけています」

　その時、いきなり涼花に声をかけられたかと思ったら、急に手を引っ張られてしゃがみ込まされてしまった。

　な、なんだよ！　と言おうとしたら、涼花の顔がすぐ傍そばにあって思わず言葉に詰つまる。

　戸と惑まどっていた俺に涼花は、かすかに頰を染めて「声を落として」と小声で言った。

（ど、どうしたんだ？　俺の靴に紐なんてないんだけど……）

（そんなのわかってます。それより、氷室さんはまだ納得してないようですよ）

（ああ……、まさかあんな捻くれた受け止め方をされるとはな。……多分理由なんか後付けで、勘かんで言ってるんだと思うんだが）

（勘……。つまり、演技だと見破られてるということですね）

（確信はないけど、まだなんとなく違い和わ感かんが抜ぬけないってところなんじゃないか）

（……つまり、見み透すかされているんです。お兄ちゃんが心の底から妹好きだという雰ふん囲い気きを醸かもし出していないから、氷室さんに違和感を与あたえてしまうんですよ）

（お、俺としてはかなりアピールしたつもりなんだが）

（全く不十分だということです。氷室さんの言う通り全体的にぎこちなかったですし）

（いや、その点はお前も大たい概がいだっただろ……）

（そ、それは自覚しています。私の場合お兄ちゃんへの想おもいは問題ないんですが、それを表に出そうとするのが……）

（想いって……、すごいな。お前はそこまでなりきれてるのか……）

（そ、そうです！　だからお兄ちゃんももっと妹への想いを強めてください！　そして、世界で一番妹を愛してるみたいな雰囲気を出さないと！）

　す、すごい意気込みだな……。ってか、俺の考えがまだ足りてなかったんだ。

　心のどこかでまだ妹好きになるってことに抵てい抗こうがあるに違いない。

　……いいか？　今は緊きん急きゆう事態だぞ!?　そういうのは捨てておけ！

（……すまん涼花、今回の失敗は俺のせいだ）

（い、いえ、それに関してはお互いさまです。今度こそ、氷室さんに私達がラブラブだというところを見せつけてあげればいいんです！）

（わ、わかった。今回の失敗を教訓に次で巻き返そう！　……でも、次って言っても帰り道はもうすぐ終わるし……って、まさか）

（ええ、そうです。プランＤを発動させましょう）

　──プランＤ。その単語を聞いて、俺はごくりと喉のどを鳴らす。

　昨夜、本作戦をシミュレートするにあたり、失敗した場合の予防策として涼花が考えた派生作戦──それがプランＤなのだ。

（わ、わかった。でも、またお前には負担をかけるけど、付き合ってくれるか？）

（と、当然です。私だって当事者ですし、お兄ちゃんの面めん倒どうをみるのは妹の義務ですから。……それに負担どころか、もっとお兄ちゃんとイチャイチャできる機会ができて、氷室さんにはむしろ感謝したいくらいで──）

（え？　感謝って）

（な、なんでもありません！　とにかくそういう流れで──）

「ねえ？　いつまでかかってんの？　靴くつ紐ひもが切れたわけ？」

　と、そこに舞が声をかけてきたので、俺達は急いで立ち上がる。

「い、いや！　大だい丈じよう夫ぶだ！」

「そう？　……あれ？　祐の靴に紐なんてあったっけ？」

「そ、そんなことよりさっさと帰ろうぜ？　道の真ん中で突つっ立ってても暑いしな！」

　俺は誤ご魔ま化かしながら歩き出すが、舞は「あ、待ちなさいよ！」と当然追いかけてくる。

　そして今まで以上の勢いで、なにか隠かくしてるでしょ！　と迫せまってきた。

「むうう！　あくまで白状しないようなら、このままあんたの部屋に押しかけて、何もかも暴あばいてやるんだからね！」

　ちょうど家の近くの十字路に差し掛かかった時、舞がそんなことを言いだした。

　舞の家は俺の家の近くにある高級マンションなので、本来ならここで別れることになるのだが、このままついて来るつもりらしい。……よし、このタイミングしかない！

「だ、ダメだ。今日はこれから明日の準備があるから、お前に構ってる暇ひまはない」

「明日の準備って、なにかあるの……？」

　その問いは、プランＤ開始の合図。俺は意を決して、予定していた台詞せりふを口にする。

「……で、デートだ」

「で？　……でででデート!?　ちょ、ちょっと！　誰だれとよ！」

「も、もちろん涼花とだ！」

「…………え？」

　真っ赤な顔で詰め寄ってきた舞の動きが、ピタッと止まる。

「明日は取材も兼かねて、涼花とデートしながらイチャイチャする予定なんだよ！　今日はその準備があるから、お前の相手はしてられない！」

　……そう、プランＤデートの内容とは、デートでさらにイチャイチャしてるシーンを見せつけて舞の疑念を払はらうという、全軍突とつ撃げきばりのわかりやすい力ちから業わざだったのだ！

　……わざわざ妹とデートして、そこでイチャつくんだ。これならさすがの舞でも、俺が永遠野誓だって信じざるを得なくなるはず……っ！

「す、涼花さんとデートって、あんた本当に……？」

「ほ、本当です！　な、なんといっても私達は仲のいい兄妹きようだいですから、デートなんて普ふ通つうにしてしまうんです！　えへ、えへへ……」

　続けて涼花も、なぜかニヤケ顔だったがフォローを入れる。

　あとは、それを舞に見せつけるための下準備が必要だ。

「とにかくだ、これは取材でもあるから、お前には見せられないな！」

「な、なんですって!?」

「デートの内容を知られたりしたら、永遠野誓の技法がバレちまうからなー。いわゆるトップシークレットってやつだからなー」

　もうどこからどう聞いても完全な釣つり発言なわけだが、こんなミエミエのエサに引っかかってくれるのが目の前の氷室舞という少女なわけで。

「そ、そんなの見過ごせないじゃない！　わ、私も急いで尾び行こうの準備をしないと……！」

　案の定、一いつ瞬しゆんで食いついてくれた。……しかも本音ダダ漏もれでな……。

「というわけで、今日はこれでお別れだ。お前ももう帰れよな」

「し、仕方ないわね！　今日はこの辺りで勘かん弁べんしてあげるわ！」

「言っとくけど、絶対について来るなよ？　ちなみに明日は四よつ葉ば公園に一時に待ち合わせてデートを始める予定だけど、絶対に絶対について来るなよ？」

　押すなよ？　絶対押すなよ？　っていうアレと同じくらいあからさまなフリだった。

「わ、わかってるわよ！　……あ、ちょっと待って！　どこで何時に待ち合わせって言ったっけ？　今からメモるからもう一回お願い！」

　もちろん舞に見せつけるために、デート当日はしっかり尾行してもらわないと困るからちゃんと教えるんだが……。一いつ切さいの疑問を抱いだかず必死にメモる舞を見ていると、作戦としては成功してるのに、なんだかものすごく残念な気分になってくるな……。

「わ、わかったわ！　こうしちゃいられないから、私は帰るわね！　じゃあまた明日！」

　そして舞は、そのまま興奮した様子で走り去ってしまった。

　ってか、また明日って言っちゃってるのは……気づいてないんだろうな。

「……とりあえず、これで明日、氷室さんはデートを尾行しにくるでしょうね」

「まあ、ほとんどそう宣言してたようなもんだしな……」

　二人きりになった俺達は、そんな会話を交かわしながら帰宅の途とにつく。

「……にしても、俺としては相当がんばったつもりだけど、ダメだったな……」

「そ、そうですね。お兄ちゃんとしてはがんばった方だとは思いますが、明日のデートではもっともっとイチャイチャしないといけません！」

　ふと冷静になって考えてみると、俺って今すごいことをしてるよな。リアル妹の涼花とイチャイチャとか、後で思い返したらきっと死にたくなるに違いない……。

「お兄ちゃん？　聞いていますか？」

「あ、うん。聞いてるよ」

　……っと、今はそんなことを考えてる場合じゃない。

　結局舞の疑念は晴れなかったわけだし、涼花の言う通り明日のデートでもっとアピールしないとマズイ。このままだと、どんなロクでもないことになるか……。

「……うん。明日こそ舞に、俺が永遠野誓だって信じてもらわないとな。涼花、悪いけど明日も俺とイチャイチャしてくれるか？」

「あああ当たり前です！　そ、そんなこと頼たのまれなくったって……っ！」

　真っ赤な顔でぶんぶんと何度も頷うなずく涼花。

　お前、本当にいいやつだな……。全部終わったら、なんかお礼でもするよ。

「ああ……、お兄ちゃんにこんなことを言ってもらえるなんて……っ。氷室さんには感謝ですね……。お兄ちゃんのことを疑ってくれてありがとうございます……っ」

　涼花がなんか小声でつぶやいてるけど、きっと気合を入れてるんだろう。

「よし、そうと決まればさっさと帰って、明日の作戦でも立てようぜ？　ぐうの音も出ないほどイチャついて、舞に文句をつけられないようにしてやろう！」

「さ、さすがお兄ちゃんです！　素す晴ばらしい意気込みです！　……ああもう、お兄ちゃんの口からそんな台詞が聞けるなんて……、幸せ過ぎてめまいが……」

「お、おい！　なんかフラついてるけど大丈夫か!?」

　お前には結構なストレスだってわかってるけど、なんとか明日までは耐たえてくれ！

「だ、大丈夫です！　こんな機会は二度とないかもしれないんです！　明日は最高のデートにしてみせます！」

　涼花はそう言って「作戦会議です！　早くお家に帰りましょう！」と俺の手を握にぎった。

　足早に歩きだす涼花に、俺は慌あわててついて行く。

　その涼花の横顔が不思議なくらい生き生きとしていて、俺は思わずドキリとする。

　やっぱこいつ、本当に可愛かわいいよな……。も、もちろん深い意味なんてないけど……。

「なにをぼーっとしてるんですかお兄ちゃん！　時間は待ってくれませんよ！」

「わ、わかってるって！」

　俺は涼花に手を引っ張られながら、ほんの少しだけ妹好きってやつの気持ちがわかった──……ような気がした。




　　　　▼




　その翌日。時刻は午後一時の十分ほど前。

　俺は四葉公園の時計の下にたたずんで、涼花を待っていた。

　整備された並木道を散歩する家族やジョギングする人々──そんなのどかな光景を眺ながめながら、しかし俺の顔色は冴さえない。

　演技とはいえリアル妹とデートをする羽目になったことを今いま更さらながらに嘆なげいている……ってわけじゃない。そのことについてはとっくの昔に覚かく悟ご完かん了りよう済みだからだ。

　じゃあ、今俺が一体何にゲンナリしてるかというと──

「…………じー……」

　向こうの木の陰かげから俺の方をこっそりと窺うかがってる──つもりで完全にバレバレな状態で俺を監かん視ししている舞に対してなんだよ……。

　……ってかさ、あれで隠れてるつもりなのか？　ほとんど姿が見えてるんだが。

　そもそも、木の陰に隠れてる部分の方が少ないんだけどやる気はあるのか？

　しかも、なんでわざわざ俺の視界に入るような位置にいるんだ？

　もしかして自分の存在をアピールしつつ行う全く新しい形の尾行法ですか？

　……とまあ、ツッコミどころに事欠かない状態なわけだ。

　格好こそ私服だけど、それ以外は普ふ段だんと全く変わらないし……。あれに見せつけるためにこんなことやってるのかと思うと、なんかものすごく虚むなしい気分になる……。

「お兄ちゃん！　お、お待たせしました！」

　そんなことを考えていると、涼花が小走りにやって来るのが見えた。

　妹の私服なんて毎日見てるけど、こんな状じよう況きようだとなんだか特別にお洒落しやれに見える。

「い、いや、俺も今来たところだから」

　定番の台詞を返す俺。実際に言ってみると、これって結構恥はずかしい。

　ちなみに、同じ家に住んでるのにどうしてわざわざ外で待ち合わせをしているかというと、こっちの方がイチャイチャしてるように見えるからだ。

「……氷室さんは、ちゃんと来ているようですね」

「……あれじゃ、こっちが気づいてないふりをする方が大変だけどな」

「まあいいです。……そ、それでは、早さつ速そくデートといきましょうか、お兄ちゃん」

　涼花はそう言って、ぎこちない動きで俺の腕うでに抱き付いた。伝わってくる涼花の温かさや、控ひかえめだけど確かに感じる柔やわらかな感かん触しよくに、俺は緊きん張ちようで背筋を伸のばす。

「……いやー、涼花とこうやってデートできるなんてうれしいな！」

「わ、わわわ私もお兄ちゃんとデートができるなんて、夢みたいです！」

　通りかかった老ろう夫ふう婦ふが微笑ほほえましそうにこっちを見るが、気にしてはいけない。

　……どうだ？　イチャイチャしてるだろ俺達は！　俺は妹好きのラノベ作家・永遠野誓なんだからな！　こんなのは当たり前なんだぞ！

　後ろから普通につけてきてるのがわかる舞に向かって心の中で叫さけびながらも、俺は涼花の感触を極力意識しないように努める。

　こうして──尾行付きという、俺達の奇き妙みようなデートは始まった。




「それで、これからどこに行くんだ？」

　公園を出てしばらく歩いた後、俺は涼花に訊たずねた。

　というのも、俺は今日のデートの行先を知らないからだ。

　元々は俺が招いた事態でもあるし、責任を取るという意味でも最初は俺がデートプランを立てるつもりだった。

　しかし、アドリブ性を強めてよりリアリティを出すべきということで、デート場所は自分が決めると涼花が強く主張したのだ。で、そこでのイベント進行は俺が担当するという構図にすれば、お互たがい良い意味で意外性が保てて自然な感じになる、と。

　最初そう聞かされた時は、さすが涼花だなと思ったね。

　涼花は「せ、せっかくのデートなんですから、演技じゃなくて本当にイチャイチャしないと！」とも言ってたし、そういう意気込みでいくってのは大事なことだ。うん。

「こ、こういったデートには相応ふさわしいところです。私も場所についてはいろいろと悩なやみました。な、なにせ初めてのちゃんとしたデートですし、思い出になりつつしっかりとイチャイチャできるような場所を探すのには苦労したんです」

「なるほどな。……ん？　思い出って？」

「最初は遊園地とかも考えました。お、お兄ちゃんと二人きりで観覧車に乗るとか最高のシチュエーションですから。……でも、今回はそれは無理そうなので」

　そう言って涼花は振ふり返る。

　すると、後ろをついて来ていた舞がビクッと反応したかと思うと、慌てて明後日あさつての方を向いてわざとらしく口笛を吹ふいた。……ちなみに、音は出てないが。

　ってか、せめて電柱に隠かくれるそぶりくらいしてくれ……。

「遊園地などでは、氷室さんが料金を払はらってる間にはぐれてしまう可能性があります」

「そうだな……。それに、観覧車とか乗ったらあいつに見せつけるもなにもないし」

　観覧車、残念です……と、呟つぶやいて再び歩き出す涼花。

「それで、結局どこを選んだんだ？」

「もう見えています。あそこです」

　そう言って涼花が指差したのは、駅前にあるショッピングモールだった。

　いわゆる複合商業施し設せつってやつで、最近オープンしたばかりのところだ。

　なるほど。あそこなら買い物や食事、それにちょっとした遊びもできる。

「ベストな選せん択たく肢しではありませんでしたが、この際仕方がありません。代わりに、あそこでお兄ちゃんと、い、いっぱいイチャイチャするんです……っ！」

　そう言って涼花は、俺に抱き付く力を少しだけ強める。

「……そうだな。今日でバシッと決めて、さっさとこんなことは終わりにしよう」

「わ、私としてはずっとこのままでもいいんじゃないかって思ったりも……」

「え？」

「い、いえ！　では早速行きましょう！　最初にやることはショッピングです！」

　その言葉通り、最初に向かったのは、小売店の並んでいる一画だった。ショッピングイベントをするってことは前もって知らされていたので、俺はなるほどと頷く。

　アクセサリーや小物、定番の洋服、それに日用雑貨や家具なんてものまで、あらかじめ予習してきてるからな。作戦遂すい行こうに抜ぬかりはない。

「あ、あのお店に入ります」

　しかし、俺は涼花の指さした方を見てギョッとする。

「じょ、女性物の下着屋……？　ま、まさか、ショッピングってあれなのか!?」

「そ、そうです。誤解のないように説明しておきますが、これも作戦目的を考えた上でのことです。最初は洋服などを考えていましたが、イチャイチャを見せつけるという点では少々弱いと思いまして。し、下着なら、より妹好きをアピールできるのではないかと！　ほ、ほら、自分の選んだ下着を妹に着用させるほどにという意味で！」

　た、確かにそれはそうかもしれないが、あまりにも想定外なチョイスだったので俺はさすがに躊ちゆう躇ちよする。……こんな予習まではしてなかったぞ！

　しかし、俺が戸と惑まどっていると舞の呟き声が聞こえてきた。

「ん？　なんか様子がおかしいわね？　祐の顔が強こわ張ばってるみたいだけど」

　……そ、そうだ。独り言が普ふ通つうに聞こえてくるヘッポコさはさて置き、今はデート作戦の真っ最中だった！

「な、なるほどな。確かに普通の服よりイチャイチャアピールができそうだな！」

「で、デートなんですから、相手の下着を選ぶくらい当たり前ですよ！　というわけで、早速行きましょう」

　俺は涼花に連れられて店内に入る。

　店員さんやお客さんの視線が痛かったが、これも作戦のためなんで許してください！

「……で、俺はなにをすればいいんだ？」

「と、特別なことはなにもありません。私に似合うような下着をお兄ちゃんが選んで、それでイチャイチャしてみせればいいんです」

　なるほど。「これとか、お前に似合うんじゃないか？」「えー、そんなことないよー」「いや、めっちゃ可愛いって」的な会話を繰くり広げてアピールするわけだな。

　……問題は、それを下着でやるのはどうなんだってことなんだが、

「……す、涼花さんの下着を祐が選ぶの？　清すが々すがしいほどの鬼き畜ちくね……っ」

　舞もしっかり観察しているようだし、こうなった以上は仕方がねえ……！

「えっと、涼花に似合うような……。う……」

　辺りを見回すと、当然ながら一面女性用下着ばかりで頭がクラクラする。

　もちろんこんな経験は一度もないので、なにをどうしたらいいかまるでわからない。

　それでも「これも作戦のため……！」と言い聞かせながら必死に探す。と──

「あ、あれなんていいんじゃないか？」

　ようやくピンときて、俺は一枚のパンツを手に取って涼花に見せる。

「ど、どれですか!?　……え？」

　が、それを見た涼花はなぜかプルプルと身体からだを震ふるわせた。

　俺が選んだのは、いわゆる普通の白いパンツだ。

　ただし、ワンポイントとして可愛かわいらしい熊くまの顔がプリントされている。

「な、なんなんですかこれは……？　どういうことですか、お兄ちゃん……！」

「え？　可愛らしいし健全だし、お前に似合うんじゃないかって思ったんだけど……」

「これは明らかに子供用じゃないですか！　こ、こんなの小学生の時に卒業しました！」

　あ、一応昔はこういうのもはいてたんだな……。

「こ、これが似合うって、やっぱりお兄ちゃんは私を子供だと……っ！」

「誤解だ！　そうじゃなくて、あくまで学生らしい健全さをだな……っ！」

「……？　どうしたのかしら？　なんか雰ふん囲い気きが険悪だけど……」

　俺達が言い争っていると舞の声が聞こえてきて、それは涼花の耳にも届いたらしく、

「わ、わぁー可愛いです！　こういうの欲ほしかったんですよー！」

　と慌あわてて取り繕つくろう。しかし俺に向ける目は全然笑っておらず、その目は無言で「やり直しです！」と告げていた。

「そ、そりゃよかった。でも、もっと他ほかにも似合うのがあるんじゃないかー？」

　俺は話を合わせつつも、涼花のプレッシャーに押され再度下着探しに戻もどる。

　……た、確かに考えてみれば、さっきの熊さんパンツはさすがに子供っぽ過ぎた。

　下着屋で女性物を選ぶって状況が、知らない間に俺から冷静さを奪うばっていたらしい。

　俺は「冷静に冷静に……」と、涼花に似合うような下着を探し続ける。そして、

「お？　こ、これなんか、似合うと思うぞ！」

　次に俺が選んだのは、白とピンクのストライプ──いわゆる縞しまパンだった。

「……今度はまともですけど、どうしてこれを」

「この前のパンチラ研究の時にこういうのはいてただろ？　あの時は似合ってたし──」

　と言いかけて、俺は慌てて口を噤つぐむ。

「お、お兄ちゃん……！　あ、あの時のことを覚えて──」

「い、いや！　そういうわけじゃなくてだな！」

　や、ヤバイ……っ！　妹のパンチラ姿だけじゃなく、パンツの柄がらまではっきり覚えてるとか変態すぎるだろ俺！

「べ、別にいいんですよ!?　イチャイチャアピールのために『いつも通りこういう柄がお前には似合うよ』とか言われても、その、私は！」

「い、いや！　やっぱりここは他のにした方がいいんじゃないかな!?」

　俺は縞パンのことを誤ご魔ま化かすために、再び下着探しに戻る。

　もちろんアピールのために縞パンを押すのは有効かもしれないが、それだと俺の精神が耐たえられそうにないので、ここはなにか別のやつを探して話題を変えるしかない！

「そ、それよりもこっちのがいいんじゃないか!?」

　俺はよく確かく認にんもせず、そばにあったパンツを手に取って涼花に見せた。すると、

「や、やっぱりお兄ちゃんはこんな大人っぽいのが……!?」

「え？　大人っぽいって……」

　俺は自分の手にあるものを確認する。

　黒いレース柄でところどころ透すけており、布面積が異常に小さいパンツが──

「って！　こ、これは違ちがうんだ！　間違って手に取っちまって！」

「……いえ、そうですね。お兄ちゃんですからね。こういうのは氷室さんやＷピースさんなら似合いそうですし……。で、でもこんな、イヤラシイ……」

　俺の言い訳にまるで耳を貸さず、パンツをふんだくってブツブツと呟く涼花。

　その時「……なにしてるのかしら。なんか変な雰囲気だけど」という舞の言葉が聞こえてきて、俺はハッと本来の目的を思い出す。

「そ、そういう背せ伸のびもたまにはいいんじゃないか？　お前なら似合うよ。うん！」

　なんとかイチャイチャアピールする俺だったが、やってることは中学生の妹にエロい下着を勧すすめているという鬼畜の所業だった。

　涼花はそれには答えず、赤い顔のまましばらく熊さんパンツと縞パンと黒レースを眺ながめていたが、やがてこう訊ねる。

「……それで、お兄ちゃんはこの中でどれが一番いいと思いますか？」

　もちろんここは、どれか一つを選んでさらにイチャイチャする場面なのだが……。

　熊さんはまた涼花を怒おこらせそうだし、縞パンは無難だが俺の沽こ券けんにかかわる。黒レースはさすがに涼花にはまだ早すぎるし──って、選択肢が全部つぶれてるじゃねえか！

「うう……」

　前方からは、なにかを期待するような涼花の視線。

　後方からは「なにやってんだ？」って感じの舞の視線。

　……こ、こうなったら何でもいいから選んで、それをネタに無理矢理にでもイチャイチャするしかねえ……っ！

　俺は目をつぶり「これだ！」と指さしてから、恐おそる恐る目を開ける。

「……や、やっぱりお兄ちゃんはエロ魔ま人じんなんですね」

　涼花が真っ赤な顔でこちらを睨にらんでおり、俺の指さす先には黒いレースがあった。

　ぐぅ……っ！　よりにもよってそれかよ！　でも仕方ない！

「ま、まあお前なら、こういう大人っぽい下着だってバッチリさ！」

　俺はヤケクソになりながらも、アピールのためにそう言い切った。

「そ、そうですか。やっぱりお兄ちゃんは変態です。で、でも、似合うなら……」

「そうとも！　確実に似合う！　俺が保証する！　中学生とかそういうのは全然問題じゃない！　だから、その、…………ああもう！　好きにしやがれ！」

　俺は声を張り上げて必死にアピールを続けながら、心の中で涙なみだを流す。

　くそ……っ！　たとえ変態鬼畜兄貴だって思われても、舞の疑念が払ふつしょくされればそれでいいんだよ！　めげるな俺！

　そんなことを考えながら後方の舞を盗ぬすみ見ると、うんうんと頷うなずきながらなにかメモっている姿が見えた。……こ、これはアピール成功か!?　よし、ここはダメ押しだ！

「俺も兄として、お前がそういうのをはいてるところを見てみた──」

「あ、あの、すいません。他のお客さまの迷めい惑わくになりますので、申し訳ありませんがお引き取りください」

　と、そこに店員さんがやって来て、俺だけ店の外へと追い出された。

　……冷静に考えてみると当然の処置だった。

　女性ものの下着屋で、大声を出しながらひたすらアレなことを口走り続ける男とか、あんなの完全に変質者だよ。俺だって見かけたら迷わず通報するレベルだよ……。

　俺が自己嫌けん悪おで沈しずんでいると、遅おくれて涼花も店から出てきた。

　が、真っ赤な顔のまま、無言で俺の前を通り過ぎようとする。

「あ、涼花……？」

「そこで待っていてください。……お、落ち着くためにお手洗いに行ってきます……」

　押し殺したような声でそれだけを告げ、行ってしまう涼花。

　……そ、そうか。そりゃお前の方が恥はずかしかったよな。当たり前か……。

　しばらく待っていると涼花は戻ってきたが、相変わらず赤い顔のまま俺の腕うでをつかむと、怒っているのか、なにも言わずに歩き出した。

　……結構がんばったつもりなんだけど、結局この場での作戦は成功したんだろうか？

　俺は背後からついてくる舞の気配を感じながら、盛せい大だいにため息を吐ついた。




「もちろん失敗です。あんな無理矢理なイチャイチャでは、氷室さんを納なつ得とくさせるなんて不可能でしょうから」

　ですよねー……。しばらくして口を開いた涼花の言葉に、俺はガクリと肩かたを落とす。

　下着屋を後にした俺達は、次のイベント場所へと向かっていた。

　涼花は再び俺の腕に抱だき付いて「次こそはしっかりしてください」と発はつ破ぱをかける。

「……まあ過ぎたことは仕方がないです。ここではさっきの分を取り返すくらいにイチャイチャして、氷室さんに見せつけてあげましょう」

「……そうだな。ここで挽ばん回かいしないと」

　涼花の言葉と同時に到とう着ちやくしたのは、フードコートだった。

　様々な飲食店が軒のきを連ねている一画で、中央部分は普通のフードコートよりもはるかに広いスペースがとられている。カップルも普通に利用していて、ここも俺達がイチャイチャしたところで変に目立つようなことはなさそうだった。

「で、フードコートに来たってことは、あれだよな？」

　俺は念のため、ここでのイベント内容を涼花に確認する。

「そうです。デートといえば一いつ緒しよにお食事は欠かせませんからね。ここでは私がずっとしてみたかった──違います！　て、定番のイチャイチャイベントである『食べさせっこ』を実行して、氷室さんにアピールするんです！」

　涼花の言葉通り、デートでカップル同士が互たがいの食べ物を食べさせ合うってのは、イチャイチャイベントとしては鉄板だった。

　一いち目もく瞭りよう然ぜんでわかりやすいし、アピールするにはもってこいだ。

　……それに、これならさっきみたいな失敗も起こらないだろうしな。

「ＯＫ、了りよう解かいした。じゃあ、何を食べるか……」

「そ、そうですね……。食べさせっこするわけですし、やっぱり『あーん』とか言ってみたいというのはありますね！　あ、あくまでアピールという観点で！」

「そうだな。でも初めてだし、できれば軽くて食べさせ合いやすいものがいいよな」

　軽くて食べさせ合いやすいもの……か。……ん？　あれは……。

「なあ涼花、あそこで売ってるソフトクリームなんかいいんじゃないか？」

「あ、そうですね。……お、お兄ちゃんとソフトクリーム……」

「じゃあ買ってくるわ。お前は何味がいい？」

「あ……、で、ではチョコレートで」

「ＯＫ。じゃあ俺は普ふ通つうのバニラにしとくかな」

　俺は二人分のソフトクリームを買って、涼花と一緒に広場のベンチに座った。

「さて、と……」

　準備は完かん了りよう。俺は自分のソフトクリームを眺めながら、これからすることを頭に思い浮うかべる。食べさせっこってことは、つまりはまあ、そういうことだ。

　さっき涼花も言ってたけど、アピールしないといけないんだから「あーん」って台詞せりふは必ひつ須すだろう。でも、そもそもどういうタイミングでその体勢に移行すればいいんだ？

「なぁ涼花？」

「ひゃ、ひゃうぃ!?」

　俺が声をかけると、涼花は変な声を出してビクッと震ふるえた。

「ど、どうした？」

「いいい、いえ、お兄ちゃんと食べさせっこすると思うと、き、緊きん張ちようして……っ」

「そ、そうか。辛つらいとは思うけど、ここが正念場だ。俺もがんばるから」

「そ、そうですね。……で、では、まずソフトクリームを食べます……っ」

　そう言って自分のソフトクリームを食べ始める涼花。

　……とりあえず俺も食うか。……うん、甘いな。美味うまい。

「じー…………」

　そんな俺達を観察してる舞の視線を確かに感じる。

　よし、今が頃ころ合あいだろう。俺は舞に聞こえるように少し声を張り上げる。

「なあ涼花？　そのチョコレート味、俺もちょっと食べていいか？」

「は、はい！　わ、わわわ私もお兄ちゃんの、いただいていいですかっ！」

「ああ、いいぞ。じゃあ、俺からもらうな？」

「そ、そそそそうですね……っ。で、では、あ、あーん……」

　がんばって例の台詞を言いながら、俺に自分のソフトクリームを突つき出す涼花。

　少しだけ崩くずれた形が、確かに涼花が口をつけたんだと俺に知らせる。

　……これって、いわゆる間接キ────って、その思考はヤバイ！　強制シャットダウンするんだ俺よ！　これは作戦だから！　アピールだから！

「あ、あーん……」

　俺も、涼花のソフトクリームを少しだけかじる。

　……うおおぉ……っ！　もうなんかあまりの恥ずかしさに味もなにもよくわからないけど、と、とりあえず今度はちゃんとできたぞ……っ！

「う、うん、美味いな。じゃあ次は涼花の番だ。はい、あーん」

　脱だつ力りよくしそうになるのを堪こらえながら、俺は涼花に自分のソフトクリームを向ける。

「はうううううぅぅ……っ！」

　しかし涼花はこれ以上ないってくらい顔を赤くして、今にも泣きだしそうだった。

「ど、どうした涼花？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「お、お兄ちゃんのソフトクリーム……！　お兄ちゃんのソフトクリーム……っ！」

　な、なんかハァハァ言ってるけど、本当に大丈夫なのか!?

　俺が心配していると、また舞が呟つぶやく声が聞こえた。

「……むう？　いい雰ふん囲い気きだったのに、涼花さんはしないのかしら？」

　それは涼花の耳にも届いたらしく、ビクッと身体からだを震わせると、

「や、やります……！　ここでやらないで、なんのために来たんですか……っ！　ああ、でも……、お兄ちゃんと間接キス……っ！　間接……っ！」

　小声でなにやら呟いている涼花。なぜか物もの凄すごく真しん剣けんな目だった。

「い、いきます……っ！　あ、あーん……っ！」

　やがて、覚かく悟ごを決めてソフトクリームに挑いどむ涼花だったが、なぜか口がほとんど開いていないし、そもそも食べるには距きよ離りが開いたままだった。

「き、緊張で……、身体が思い通りに動きません……っ」

「えっと……、俺の方が近づけようか……？」

「だ、大丈夫です……っ！　た、ただ、ちょっとだけ時間をください……。すいませんけど、これも預かってもらえますか……」

　そう言って自分のソフトクリームを俺に手て渡わたし、涼花は何度か深呼吸を繰くり返した。

「……が、がんばるんです私……。こんなチャンスはめったにないんです……っ。お、お兄ちゃんとデートで食べさせっこで間接キスで……っ！」
















「あの、早くしないとソフトクリームが……」

「わ、わかっています！　こ、今度こそ絶対に……っ」

　再度、俺のソフトクリームに挑ちよう戦せんする涼花。見てるこっちが緊張するほどの気き迫はくだったが、やっぱり何度やっても上手うまくいかない様子だった。

　最後の方なんて、なんとか一ひと舐なめするだけでもと思ったのか、真っ赤な顔で震えながら舌を突き出しており、こっちがなんだか背徳的な気分になってくる始末。

　そんなことをずっと続けていたため、当然の結果として──

　…………ベチャッ。

「あ……っ！　そ、そんな……!?」

　溶とけたソフトクリームが無残にも床ゆかに落下。

「お、お兄ちゃんの間接……っ！」

　しかも何を思ったか、涼花が落ちたソフトクリームに手を伸のばそうとしたので、俺は慌あわてて止める。

「な、なにしてんだお前！」

「と、止めないでください！　三秒ルールというのがあると聞きました！」

「それ違ちがうから！　さすがにこんなとこに落ちたら秒数関係ないから！」

　そんなことをしているうちに、涼花から預かったチョコレート味の方も、はずみで後を追ってしまった。ベチャ。

「あーあー……」

　俺は素す早ばやくポケットティッシュを取り出し床の汚よごれを拭ぬぐうと、虚むなしく残ったコーンと一緒にごみ箱へと捨てた。

「う、ううう……っ。どうして私はいつもいつも……、ここぞという時に……っ」

　ベンチに戻もどると、涼花が本気で落ち込んでいた。……なんかどんよりしたオーラが目に見えるくらい、涼花の周りの空気が沈み込んでる気がする……。

「あんまり落ち込むなって……。お前は十分がんばったよ……」

「いえ、自分の情けなさに嫌いや気けがさしてます……」

「いや、さっきは俺がやらかしたし、お互いさまだって。それに考えてみればさ、舞に見せつけるって意味では、俺がやるだけでいいんだから」

「い、いえ、お互いの力でイチャイチャしないと、真のデートとは言えません！」

　ほんと、お前は責任感の強いやつだよなぁ……。

「……それに、氷室さんにどういう印象を与あたえたかまだわかりませんし」

　俺は舞に気づかれないように振ふり返って見てみる。なにやら研究ノートにしきりに書き込んでいるようだが、納なつ得とくしたかどうかまではわからない。

　……ってか、これだけ苦労してんだから、いい加減俺が永遠野誓だって信じてくれてもよさそうなもんだ。じゃないと俺も涼花も報むくわれないぞ。

「だ、ダメです……。このままではいけません！」

　俺がそんなことを考えていると、いきなり涼花が立ち上がった。

「おわっ!?　ど、どうしたいきなり！」

「お兄ちゃん、次に行きましょう！　今日のデートはお兄ちゃんとイチャイチャするのが目的なのに、まだ一回もちゃんとイチャイチャできていません！　このままでは終われません！　なんとしてでもイチャイチャしないと……っ！」

「あ、あんまり無理するなよ？　さっきので舞も納得したかもしれないんだしさ」

「いえ、そんなことは問題ではありません！　お互い失敗したままなんですよ!?　二人で協力して、完かん璧ぺきにイチャイチャしてこそ、今日の作戦は完了なんです！」

　……そうだった。俺の妹は責任感が強いだけじゃなく完璧主義者だった。

　それに、このままじゃ終われないってのも正しい意見だ。まだ舞の疑念が晴れたかどうかわからないんだから、ここで妥だ協きようをしていいわけはなかった。

「……悪かった。俺が間違ってたよ。……よし、じゃあ次で完全に舞のやつを納得させられるようがんばろうぜ」

「それでこそお兄ちゃんです！　つ、次こそは完全にイチャイチャしましょう！」

　涼花は「そうと決まれば！」と俺の腕うでに抱だき付くと、そのままの勢いで歩き出す。

「お、おい涼花!?　どこに行くつもりなんだよ！」

　俺が訊たずねると、涼花は「決まってるじゃないですか！」と言って、続ける。

「お、お兄ちゃんと、思う存分イチャイチャできる場所です！」




　で、その結果やって来たのは、ショッピングモール内にあるゲームセンターだった。

「ゲーセンに来たってことは、遊びパートはここでやるってことか？」

　デートの構成要素として俺達が想定したのは、ショッピング・食事・遊びの三種類だったわけだが、涼花がゲーセンをチョイスするとは意外だった。

「そうです。ここでやってみたいことがあったんです」

　涼花がゲーム……？　と首を傾かしげていた俺だが、指さす方を見て納得した。

「ああ、プリクラか。なるほど」

「あ、あれはカップルが写真を撮とる機械だそうじゃないですか」

「写真っつーか、シールだな。まあ確かに、カップルが利用するもんではある」

「ふ、ふふふ……、あの存在を知った時から、ずっとお兄ちゃんと写真を撮りたいと思っていたんです……。こ、このチャンスを逃のがすわけにはいきません！」

　涼花が俺を引っ張ってズンズン進んでいく。

　な、なんか涼花の熱意がさらに高まってるような気がするんだが？

「えっと……、機械の前に立って、カーテンを閉めればいいんですね」

「ちょっと待てよ？　今ふと思ったんだが、カーテンを閉めたら舞にイチャイチャしてるところを見せられないんじゃ……？」

「か、カーテン越ごしでもわかるくらいイチャイチャオーラを出せばいいだけの話です！」

「ま、マジですか!?　確かにそういう雰囲気は外からでもわかるけどさ……」

「そんなことより、この機械はどうやって動かせばいいんですか？」

　ゲームにはまったく馴な染じみのない涼花が、筐きよう体たいを前に戸と惑まどっていた。

　俺もプリクラとか初体験だが、大体の操作くらいはわかる。

「ほら、ここに立って。そしたらそこの画面に出るだろ？　あとはポーズとかを決めてボタンを押せば撮さつ影えいされる。証明写真とかと同じだよ」

「……？　この周りにある模様はなんですか？」

「ん？　ああ、それはフレームだ。いろんな種類があって、好きなやつを選ぶんだよ」

　実際にいくつか見せてみる。シンプルな白枠わく。猫ねこや犬といった動物。星形。雪の結けつ晶しよう。ゲームキャラなどなど。……でもまあ、デートといったらこれしかないだろ。

「こ、このハート模様なんていいんじゃないか？　典型的なカップル用って感じで、今の状じよう況きようにはピッタリだと思うが」

「さ、さすがお兄ちゃんですね。よくわかってます。ぜひそれでお願いします」

　……ふ、俺だってこのイチャイチャ作戦には真剣に取り組んでるんだぜ？

「えへ、えへへ……、この写真を見せつけたら、氷室さんもきっと敗北を悟さとるに違いありませんね。えへへへ……」

「ああ、きっと俺が妹好きだって信じざるを得なく──……ん？　敗北？」

「い、いいから早く撮りましょう！」

「お、おう」

　涼花に急せかされて、俺は設定を完かん了りようさせる。……これでよし、と。

「じゃあ撮るぞ？」

「ま、待ってください」

　しかし涼花が、ボタンを押そうとしていた俺の手をつかんだ。

「お兄ちゃんはさっき、ポーズとかを決めてって言いましたよね？　や、やっぱりイチャイチャするならそれ相応のポーズをするべきだと思います」

　……な、なるほど、言われてみりゃその通りだ。

　ハート模様に囲まれながらただ並んで立ってるだけだと、シュールすぎるもんな。

「え、えーと。じゃあ、こういう場合は……」

　俺は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしながらも、涼花の肩かたをそっと抱いてみる。

「ぴゃぅっ!?」

「わ、悪い!?　でも、イチャイチャするとなるとこれくらいはだな！」

「す、すいません。違います。突とつ然ぜんで驚おどろいただけです。というか、イチャイチャするならこれくらいでは足りないと思います！」

「え？　足りないってのは？」

「か、肩だけじゃなくて、その、全身を……」

「全身って、そうなると抱きしめる体勢になるが……。ま、まさかそうしろと？」

「ちゃ、ちゃんとイチャイチャするなら、それくらいしないとダメです！」

　緊きん張ちようと恥はずかしさから顔は真っ赤になっているが、真しん剣けんな目で俺を見つめる涼花。

「わ、わかった。そうだよな。妹好きなら抱き合ってプリクラくらい当たり前だよな！」

「そ、そうです！　当たり前ですよ！」

　だよなーですよねーあははははは。

　ピタッ。

「じゃ、じゃあ、いくぞ……」

「お、おおおお願いします……っ」

　涼花の肩に手をかける。微かすかに震ふるえているのがわかる。ゆっくりと引き寄せる。小さな身体からだがすんなりと腕の中に収まる。いい匂におい。違う。柔やわらかい。あってるけど違う。混乱してきた。俺はなにやってるんだ？　妹を抱きしめてる。そっかー。

　………………うおおおおおおおおおおおおおぉ……っ!?

「だ、だだだ大だい丈じよう夫ぶか、涼花……っ！」

　ヤバイ。なんかわからないけど脳神経が焼き切れそうだ！

「……おにぃちゃん……。……おにぃひゃん……？　えへ、えへへへへへへへへ」

　す、涼花も壊こわれていらっしゃる……!?

　でもイチャイチャとしては最高の場面のはずだ！

　見てるか舞！　その目にしっかりと焼き付けて、俺は妹好きだって誤解しやがれ！

　…………いやいやいや！　カーテンで見えないんだって！　じゃあどうすれば!?

　そ、そうだプリクラだ！　証明写真！

　俺は撮影ボタンに手を伸のば──そうとしたのだが、

「えへ、えへへへへ……、えへ？」

　少し動いただけで、涼花がフラッと倒たおれそうになる。

　どうやら全身の力が抜ぬけているらしく、笑え顔がおのまま後ろに倒れ込む涼花。

「ちょ、危ない！　……って、うおわっ!?」

　涼花を支えようと前のめりになった瞬間、俺の方もバランスを崩くずしてしまった。

「きゃぅ!?」

　危ないっ！　涼花と地面の間になんとか腕を滑すべり込ませてギリギリガード！

　しかしその結果、気がついたら涼花を上から見下ろすような──つまり、押し倒すような姿勢になっていた。

「……へ？　お、おにぃ……ちゃん？　……え？　え!?」

　最初はバグったままだった涼花だが、間もなく状況を把は握あくしたらしい。

　俺を見上げながら、顔を真っ赤にして震える涼花。

　俺はすぐにでもどくべきだったのだが、ある一点に視線が釘くぎ付づけになっていて、なにも考えられない状態になっていた。それは──

「お、お兄ちゃん……？　なにを…………、きゃああぁっ!?」

　倒れた拍ひよう子しで涼花のスカートがめくれ上がって、パンツが丸見えになっていたのだ。

　……い、いや、別に涼花のパンツに見とれてたとかじゃないよ!?

　以前もパンチラの研究とかで涼花のパンツは見たことあるけど、だからってそういうアレなことは一いつ切さいないからな!?

　……でも、でもだ。今回ばかりは事情が違ちがう。

　お、お前、なんでそんな黒いレースのパンツなんてはいてんだ!?

　っていうか、それってさっき下着屋で俺が選んだやつじゃないのか!?

「いいいいいつまで見てるんですかお兄ちゃんのバカ！」

　慌あわててスカートを直しながら、涼花が叫さけぶ。俺は慌てて立ち上がりながらも、

「お、お前……、なんでそんなもんを……」

「し、しかも、平然とそんなことを訊きくなんて……っ！　お、お兄ちゃんは最低です！」

「い、いやそれは誤解だ！　違うんだって！　お、押し倒したのは事故で！　お前を助けようとしてだな！　それに別にパンツがどうとか、そんなこと興味があるってわけじゃないんだって！　でも、さすがにそれは……っ！」

　どう見たって、中学三年生の健全な女子が着用するようなものじゃないだろ！

「こ、これは違うんです！　お、お兄ちゃんがせっかく似合うって言ってくれたからじゃなくてですね！　これは……、そう！　さ、作戦のためです！」

「さ、作戦!?　なんでそれが!?」

「こ、このデートはイチャイチャするのが目的ですから。お兄ちゃんが選んでくれた下着を身に着けていれば、より作戦に真剣に臨のぞめるかと思いまして！　そ、それでさっきのお店で買って、お手洗いではきかえて」

　そういやさっきトイレに行ってたけど、そ、そのためだったのか……。

「あ、あくまでも心構えのためにですね。決して、万が一お兄ちゃんに見られた場合などを考えたとか、そういうわけではなく！」

　な、なるほど……。つまり、涼花なりに気を引き締しめるための行動ってわけか。

　なんでかわからないけど、ものすごくほっとした気分だぜ……。そうだよな、涼花が自前であんなパンツ持ってるわけないよな。あんな、妙みように、その、エロい……。

「……お兄ちゃん？　なにを考えてるんですか？」

　涼花の底冷えするような声に、俺はビクリとする。

「や、やっぱりお兄ちゃんは変態です……っ！」

「ち、違うぞ!?　お前の想像してるようなことは何一つないからな!?」

　俺は慌ててさっきの光景を記き憶おくから抹まつ消しようしようと努める。

　が、消そうとすればするほどなぜか脳に刻み込まれていくように、黒いレースが鮮せん明めいに思い浮うかんできて────って、これじゃマジで変態じゃねえか俺は！

「……あの」

「す、すまん涼花！　絶対に忘れるからどうか許してくれ！」

「そ、そうじゃなくてですね。……いえ、忘れてほしいのはその通りなんですけど」

　涼花は「すいませんでした」と頭を下げる。

「お、思い出しました。私がお兄ちゃんに抱だきしめられて幸せな──違います！　緊張して倒れたのを助けてくれたんですよね……？　それなのにバカなんて言って……」

「い、いや、パンツを見たのは俺が悪いし……。ってか、お互たがい忘れよう！」

　うんうんと赤い顔で頷うなずき合う俺達。……で、そういや俺達は何してたんだっけ？

「あ！　写真です！　写真はどうなったんですか!?」

　涼花の声で思い出す。俺が慌てて筐体を確かく認にんすると、

「あ……、なんかもう終わってる。知らないうちにボタン押してたみたいだ……」

　取り出し口を探さぐると、プリントアウトされたシールがあった。

　ハートフレームの内部には、案の定誰だれも写っていない。……心しん霊れい写真かよ。

「う、ウソです……っ！　お、お兄ちゃんと初めての写真が、こんな……っ！」

　それを見てワナワナと震える涼花。

「お、お兄ちゃん！　もう一回やりましょう！　今度こそちゃんと撮影を──」

　と、その時、カーテン越ごしに人の気配がしたかと思うと、舞の声が聞こえてきた。

「……なんか悲鳴が聞こえたけど、なにやってるのかしら……？　も、もしかして祐が涼花さんを襲おそって……？　じ、事案？　事案なの!?　つ、通報とかした方が……！」

　や、ヤバ……っ！　な、なんとか誤ご魔ま化かさないと！

「い、いやー、ラブラブなプリクラも撮とれたし、そろそろ行こうか涼花ー！」

　俺が大声で言うと、舞が「か、隠かくれないと！」と言って遠ざかっていく気配がした。

「今だ！　ほら、いくぞ涼花！」

「で、でもでも、お兄ちゃんとのデートの記念写真が……っ！」

「ここでの作戦継けい続ぞくはこれ以上無理だ！　ほら、急がないと！」

　俺は涼花の手をつかんでカーテンから出る。

「ううう……、どうしてこうなるんですか……っ！　お、お兄ちゃんといっぱいイチャイチャしないといけないのに……っ！」

「いや、さっきのでも十分がんばったと思うぞ……。舞にも伝わってたみたいだし」

　……伝わりすぎて危あやうく性犯罪者になりかけたしな。

「も、もう氷室さんのことなんていいんです！　せっかくの初デートなのに、まだ一度もちゃんとイチャイチャできてないんですよ!?　こ、こんなの……っ」

　涙なみだ目めでプルプルと身体を震わせる涼花。

「このままで終わるなんて嫌いやです！　お兄ちゃん！　次に行きましょう次に！」

「え？　つ、次って言ったって、作戦はここで終しゆう了りようのはずじゃ!?」

「い、イチャイチャが完かん遂すいされて、初めて作戦も終わりになるんです！」

　そう言って涼花はグイグイと俺の腕うでを引っ張る。

「お、落ち着け！　それに、行くったってどこに行くんだ!?」

「きゅ、究極のイチャイチャが体験できるところです！」

　なんの説明にもなってなかったが、俺は涼花の迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて、ただ黙だまってついて行くしかなかった。




「こ、これほどわかりやすいイチャイチャ道具は他ほかにありません」

　涼花は頰ほおを染めながらも、どこか吹ふっ切れた様子で目の前のそれを指さす。

　あの後俺は、涼花に連れられてショッピングモール内のとあるカフェに来ていた。

　そして、ちょうど先ほど注文した品が届き、現在テーブルの上に鎮ちん座ざしている。

　グラスが一つ。ストローが二つ。……そう、いわゆるカップル用ドリンクだ。

「た、確かにわかりやすい。ってか、あからさますぎるよな……」

　こんなものを一いつ緒しよに飲んでたら、それだけで自分達はイチャイチャしてますと周囲に公言しているようなもんだ。アピールという観点ではこれ以上ありがたいアイテムはないわけだが、これを実際に飲むことになるとはな……。しかも妹と……。

「にしても、お前よくこんなもん出す店とか知ってたな」

「こ、これもやってみたかったことですからね。事前調査に抜かりはありません」

「なるほど。これだけインパクトがあれば、舞にとってもトドメになるかもだ」

「そ、そうですね。今度こそ、ちゃんとイチャイチャしましょう」

　涼花は小声で「落ち着いてやれば大丈夫……っ」と繰くり返す。

「……じゃあ、早さつ速そくやるか」

「そ、そうですね。よ、よろしくお願いします」

　俺と涼花は同時にストローを咥くわえ、ドリンクを飲む。

　この形式を最初に考えたやつは頭がおかしいんじゃないか？　って思うくらい恥はずかしかったけど、開き直ってるのと感覚がマヒしてるので、なんとか耐たえられた。

　見ると、涼花も緊きん張ちようした面おも持もちながら、さっきまでと違って普ふ通つうにできている。

「……えへへ、やっと普通にイチャイチャできましたね……」

　そう言って笑う涼花が可愛かわいくて、俺は「お、おう」と応じるしかなかった。

　な、なんか変な気分だな……。食べさせっことか抱だき合ってる時とかよりも、今の方が胸がドキドキしてるような気がするぞ……？

　お、落ち着け俺。まだ作戦は続いているんだから、気を確かに持つんだ。

　……と、そうだ。舞のやつ、ちゃんと見てるだろうな？　こんなダメ押しまでしてるんだから、いい加減俺が永遠野誓だって思ってくれただろ？

　俺はそんなことを考えながら、舞の方を盗ぬすみ見る。さっき確認した時は、確かカフェの向かいのファストフード店からこっちを観察していたはずだ。

　しかし、その時目に入った光景に、俺は変な気分もなにも忘れてしまった。

「…………あれって……」

　いかにもチャラそうな二人組の男が、しきりに舞に話しかけている。

　舞は迷めい惑わくそうな顔で「どっか行って」というように手を振ふってるが、二人組は軽けい薄はくそうな笑みを浮かべて、さらに身を乗り出すばかり。

　それは、どこからどう見てもナンパだった。

　そして、そうとわかった瞬しゆん間かん、俺は涼花を残して立ち上がっていた。

「ここで待ってろ」

　それだけを言い残し、俺はカフェを出て舞の元へと走る。

「ねえねえ、いいじゃん。一人で暇ひまなんでしょ？」

「そーそー、俺達と遊ぼうよ。ぜってー楽しいって」

「だから、興味ないって……。どっか行ってよ……っ」

　舞は必死に断っているが、二人組はヘラヘラと笑っている。そして、そのうちの一人が舞の肩かたに手を伸のばそうとした瞬間、俺はその間に割り込んだ。

「悪い。待たせたな、舞」

「え？　ゆ、祐!?」

　驚おどろく舞には答えず、俺は二人組の方を向いて、

「悪いけど、こいつは俺の連れなんで」

　だからさっさと帰れという意味を込こめて、真まっ直すぐに見み据すえる。

　二人組は突とつ然ぜんの俺の出現に戸と惑まどっていたが、やがて「ちっ」とつまらなさそうに舌打ちすると、さっさと去って行った。……ふう、面めん倒どうなことにならないで助かった……。

「……な、なんであんたが」

　舞は驚きに目を見開いていた。ちょっと涙目なのは、怖こわかったんだろうか……？

「あのな……、お前はもうちょっと警けい戒かいしろよ。夏休みに入ってああいうやつらが増えることくらいわかるだろ？」

　俺がそう指し摘てきすると、なぜか舞は慌あわてた様子でリボンを外し、髪かみを下ろして、

「だ、誰かは知りませんが、助けてくれてありがとうございます！」

「……は？　お前、なに言って──」

「み、見ず知らずの女子を助けるとか、なかなかできることじゃないですよ。さすがは祐──じゃなくて、見知らぬ男子ですね！」

「全然意味わかんないんだけど!?」

　こ、こいつまさか、この状じよう況きようでもシラを切り通すつもりなのか!?

　ってか、髪形をちょっと変えただけで変装したとか言うんじゃねえだろうな!?

「で、では私は用事があるのでこれで！」

「あ、ちょっ！」

　と、舞は俺が止める間もなく逃にげるようにその場から去って行った。

　……本人としては、俺達に隠れて尾び行こうしてたつもりだからなんとか誤魔化したって感じなんだろうか？　だとしたら、ちょっと無理矢理すぎるだろ……。

「……これは、どういうことですか」

「涼花か？　なんで来たんだよ。待ってろって言ったろ」

　声に振り向くと、カフェで待ってるはずの涼花が立っていた。

「お兄ちゃんが氷室さんに話しかけているのが見えたので、そうもいきません。それにドリンクもほとんど残ってませんでしたしね……。それよりも」

　俺は涼花に事情を訊きかれ、舞がナンパに遭あっていたことを説明する。

「……なるほど。それは、立派なことをしたんですね」

「どうかしたのか？　なんか顔色が冴さえないけど……」

「いえ……。でも仕方がないこととはいえ、せっかくのデートの最中に氷室さんのところへ行くなんて……。やっぱり、お兄ちゃんは氷室さんのことが……？」

　小声なのでよく聞こえないが、涼花はなにやら不安そうな顔で考え込んでいる。

　……ま、まさか、尾行中の舞の前に姿を現したことを怒おこってるのか？

　でも、あの場面はさすがにああするしかないだろ？

「そ、それにしても、これからどうするかな？　舞もどっか行っちまったし」

　俺が話題を変えても、涼花は上の空で「そうですね……」と答えるだけ。

　本当にどうしたんだ……？　と俺が首を傾かしげていた時だった。

「あ、先生と妹さんじゃないデスか！　こんなところで会えるとは、感激デス！」

「へ？　だ、Ｗピース先生!?　な、なんでこんなとこに!?」

　いきなり見たことのある金きん髪ぱつ姿が視界に入ったかと思うと、猛もう烈れつな勢いで話しかけられた。言うまでもなく、我らがイラストレーターのアヘ顔Ｗピース先生だ。

「いやー、ちょうどこのショッピングモールに買い物に来てたんデスよ。そしたら偶ぐう然ぜん先生と出会えたというわけデシて。奇き遇ぐうデスね！」

　き、奇遇というか、この人はなんかいつも妙みようにタイミングがいいんだよな……。

「ところで先生と妹さんはどうしてここへ？　あ、もしかしてデートデスか!?」

「い、いえ！　違ちがいますよ!?」

　本当はデートだったが、その辺の事情はＷピース先生には関係ないうえに込み入った話なので、ここは否定しておく。

「そ、そうです。デートというものではなく、ただ一緒に買い物に来ていただけです」

　涼花も同じように考えたのか、俺に話を合わせた。

「なるほどデスね。じゃあせっかくだし、一緒に買い物に行きマセんか？」

「い、いや、それはちょっと……、事情がありまして……」

　さすがに作戦の途と中ちゆうだし、Ｗピース先生の前でイチャイチャするのもアレだし、そこはお断りしたい。……にしても、舞のやつはマジでどこに行ったんだ？

「えー？　行きマショうよ。舞もここに来てるみたいデスし、みんなで一緒に」

「え？　あ、あいつを見たんですか!?」

「はい。さっき向こうの階段のところで、泣きそうな顔でうずくまってマシたよ？　私、ちょっと連れてきマスね」

　そう言ってＷピース先生は笑え顔がおで駆かけ出したかと思うと、間もなくその言葉通り、舞を連れて戻もどってきた。

「ほら！　せっかくみんな揃そろったんデスし、レッツゴーデス！」

　Ｗピース先生は無む邪じや気きな笑みを浮うかべているが、俺達はものすごく気まずい雰ふん囲い気きだった。舞なんて、まだ髪を下ろしたままだし……。

　しかし、やがて舞はヤケクソになったのか、いきなりリボンをつけなおしていつも通り尊大にふんぞり返ると、

「こ、こんなところで会うなんて、大した偶然よね！」

　と、強引に押し通した。

　……うん、まあ……、こっちとしてもそれに乗るしかないんだけど、なんというか、お前は本当にヘッポコなやつだよな……。




　で、結局誰だれもさっきまでのデートのことには触ふれないまま、Ｗピース先生と一緒に買い物をすることになってしまった。涼花もこうなってはもう続行は無理と判断したのか、仕方ないといった表情で俺に目配せしてきたし、作戦は正式に終しゆう了りようとなった。

　……で、結局舞の疑念は払ふつしょくできたのか？

　涼花とＷピース先生が話をしている間、俺は舞に小声で話しかけてみた。

「……なあ舞？　お前まだ、俺が永遠野誓じゃないかもなんて疑ってるのか？」

「なによ、いきなり」

　舞はさっきのことを思い出しているのか、少し頰を染めばつが悪そうに続ける。

「まあ、あんたが病的な妹好きだってことは間違いないみたいね。……あ、たまたまそういう光景を見たってことで、別に尾行してたとかじゃなくて！」

「そいつはどーも……」

　本当なら「作戦通り！」といく場面だけど、なんかいろいろ素す直なおに喜べない……。

「……でも、やっぱりなんかしっくりこないのよ」

「なにがだ？」

「確かに妹好きっていうのは永遠野誓っぽいんだけど、やっぱり祐はなにか隠かくしてるような気がするのよね。……それがなんなのかわかんないけど、なにか違い和わ感かんがある……」

　……あ、あれだけやっても、まだ俺は永遠野誓だって認められないのか!?

「……そうだ！　もしかしてあんた、妹好きが高じて、涼花さんに無理矢理妹萌もえラノベを書かせてニヤニヤしてるなんてことしてないでしょうね？　……だ、だとしたら永遠野誓って実は涼花さん……？」

「な……っ!?　そ、そそそそんなことあるわけないだろ!?」

　俺は口では否定しつつも、舞の言った内容にぶっ倒たおれそうになっていた。

　こいつ、途中の推理は的外れなのに、なんで結論だけは毎回核かく心しんを突ついてくる!?

　舞も思いつきで言ったらしく、それ以上は特にその説にこだわらなかったが、相変わらず疑わしそうに俺を見ては「なんか隠してる」と追つい及きゆうの手を緩ゆるめない。

　その疑ぎ惑わくの目はデート以前と何も変わっていないわけだが、だとしたら今日の俺達の苦労は一体何だったんだ……っ!?

「お、お兄ちゃん？　氷室さんと何を話しているんですか？」

「ほほう、二人で内ない緒しよ話ばなしとは、怪あやしいデスね！」

　俺達がこそこそ話してることに気がついたのか、涼花が怒った顔で詰つめ寄よってくる。

　と、とりあえず、今はこの話をしない方がいい。

「い、いや、なんでもないぞ？　ところでＷピース先生、買い物って言ってましたけど、何を買いに行くんですか？」

「水着デス！　夏といえば水着イベントが定番デスからね！　参考資料用に買いに来たというわけデスよ！　これは先生の取材にも役に立つのではないデスか？」

　そこで涼花はクイクイと俺の服を引っ張る。

「ラノベでも水着イベントというのは定番なんですか……？」

「あ、ああ、まあそう言っていいかな。季節感も出るし、サービスシーンの一種でもあるから、あって損はないイベントだよ」

「その通りデス！　ここで先生と会えたのは運がいいデスね！　こうなったらぜひ先生に水着を選んでいただきたいデス！」

　と、Ｗピース先生がいきなりトンデモナイことを言い出した。

「え？　な、なんで俺が？」

「先生の作品にも水着シーンが出てくるデショうから、この機会にバッチリ取材してくだサイ！　それに、先生の水着の好みも知りたいデスし！」

　その一言に、横で歩いていた涼花と舞が、なぜかピクリと反応した。

「いや、俺は別にそんな取材は──」

「いえ、Ｗピースさんの言う通り、これはきっと必要な取材ですね。というわけでお兄ちゃん、私も協力します。妹の義務として」

「す、涼花!?」

　こいつがこういう言い方をするときは、自分が取材したいってことなんだが！

「祐の水着の好み!?　そんなの、一番のファンとして見過ごせるわけないわね！」

「いや、お前もなんでいきなりやる気になってんだ!?」

「ふっふっふ、いいデスね！　妹さんも舞も気合が入ってマス！　こうなったら、誰が一番先生の好みの姿になれるか、また勝負といきマショう！」

　オーッ！　と、俺の意向なんて完全に無視して盛り上がる女性陣じん。

　……なんかこの三人が集まると、毎回こんなことばっか起きてる気がする……。




　というわけで俺は今現在、水着売り場の試着室の前で待っていた。

　深く考えてもいろいろと無む駄だなので、もう無心で付き合うしかないと諦あきらめる。

　少なくとも、涼花にとってこれはラノベの取材になってるようなので、俺は代理人として協力する義務があるからな……。

「先生先生、ちゃんとそこにいマスか？」

　向かって右側の試着室から、カーテン越ごしにＷピース先生の声がした。

　俺の前には試着室が三つあって、左から舞、涼花、Ｗピース先生となっている。

「ふっふっふ、では一番手は私でイかせてもらいマス！」

　その言葉と同時にカーテンが開き、同時に俺は吹ふき出しかけた。

「な……っ、な……っ！」

「どうデスか先生？　先生はこういうのがお好きなのではないかと！」

　そう言いながら無邪気な笑顔でポーズをとるＷピース先生の格好は、なぜかスクール水着──いわゆるスク水だった

　しかも生き地じの色が一いつ般ぱん的な紺こん色いろではなくなぜか真っ白で、そのうえ胸むな元もとにはちゃんと『アヘ顔☆だぶるぴ～す』という名札まで付いている始末。

「な、なんなんですかその水着は！」

「いやー、やっぱり水着といったらスク水デスからね！」

「そういうことじゃなくてですね！　なんでそんなもんがこの場に!?」

「ふっふっふ、こういうこともあろうかと、念のため持ってきてたんデス！」

　いや、説明になってないから！　ってか、念のためにってなんですか！　なんで水着持参で水着売り場に来てるんですか！

「ふっふー、その様子だと、よろこんでもらえてるみたいデスね！」

　得意顔でふんぞりかえるＷピース先生。純白の水着が肌はだにぴったりとフィットしているからか、ボディラインがハッキリと浮き上がっていて、とても目のやり場に困る。

「いやー、先生のことデスから、こういうフェチ路線で攻せめて正解デシた！」

「俺のことだからってどういう意味!?」

　俺がしどろもどろになっていると、今度は舞の試着室から声がする。

「祐！　つ、次は私の番なんだからね！」

　そしてカーテンがサッと開かれ、現れた舞の姿に俺は「う……」と唸うなる。

「ふ、ふん！　どうよ！　まあ一番のファンの私が選んだんだから、祐にとっては一番好みのはずよね！」

　そう言っていつも通り、無駄に偉えらそうに胸を張る舞だったが、その格好でその姿勢はいろいろとヤバイんだって！

　舞の格好は言葉の上ではビキニだが、ただし布面積が異様に小さかった。

　胸なんて中央部をわずかに覆おおってるだけで、輪りん郭かくとかが普ふ通つうに見えてるじゃないか！

「お、おま……っ！　なんつー格好してんだよ……っ！」

「し、仕方ないでしょ、勝負なんだから！　それにこういう水着はラノベではほとんど鉄板みたいなものだし……、って！　あ、あんた、その格好はなんなのよ！」
















　舞がＷピース先生の姿を見て憤ふん慨がいする。

「な、なによそれ！　名札付きとか狙ねらい過ぎじゃない！　この場にある水着で勝負なんじゃなかったの!?　反則！　反則だわ！」

「いえいえ、そんなルールはないデスよ？　あくまでも純じゆん粋すいな水着勝負デス！　それにしても舞、その格好はさすがに痴ち女じよ過ぎやしマセんか？」

「あんたにだけは言われたくないわ！」

「いや、二人とも方向性はそう変わらないからな……」

　不毛な言い争いが展開される中、俺はボソリと呟つぶやく。

　……ああもう、水着勝負ってなった時点である程度予測はしてたけど、こいつらは普通にその上を軽く飛び越こえてくるから困る。

　残るは涼花だけど、お前はまさかこの二人みたいなことになってないよな……？

「……なんだか騒さわがしいですが、なにかあったんですか？」

　嫌いやな予感がしつつもしばらく待っていると、間もなく涼花が試着室から出てきた。

　その姿を見て、俺は思わず「え……」と声を漏もらす。

　涼花の水着もなぜかスク水だったからだ。ただし、Ｗピース先生とは違ちがって普通の紺色で名札もなかったが。

「な、なんでお前までそんな格好してんだ……？」

「こ、これは、お兄ちゃんならこういうのを喜ぶだろうからってＷピースさんに言われたので。あ、あくまでも勝負ですから、仕方なく」

「いや、別に俺はスク水フェチってわけじゃないんだけど!?」

　いや、もちろん嫌きらいじゃないけどさ。どっちかっていうと好きだけどさ！

　頰ほおを染めてモジモジしている涼花を見てると、なんだか変な気分になってきたので慌あわてて目を逸そらす俺。くぅ……っ、これがスク水の魔ま力りよくってやつなのか……!?

「で、全員出そろったわけだけど、誰が一番あんたの好みなわけ？」

　と、そこで舞が口を開く。

　……いや、誰がって言われてもな。

　冷静に考えてみると、まともな格好をしてるのが一人もいないという衝しよう撃げき的な事実。

　とはいえ、アピールと安あん全ぜん牌パイという観点から選せん択たく肢しは一つしかない。

「……この中じゃ涼花かな。……普通に可愛かわいいし」

「ええっ!?　また涼花さんの勝ちなの!?　判定基準の公開を求めるわ！」

「さすがに人前で着られないようなものを水着だなんて認められねえよ！」

「私のコスは人前でも問題ないデスよ？」

「Ｗピース先生はちょっと狙い過ぎです！　しかも自分でコスって言ってるし！」

　納なつ得とくいかない様子の舞。だからこそ勝利した時が大きいんデスと返すＷピース先生。

　一方で涼花はというと──

「えへへ……、えへへへへ…………」

　と、赤い顔でモジモジしながら自分の髪かみをいじっていた。




　とまあ、そんな感じで突とつ発ぱつ的に行われた水着勝負は無事に終わった。

　あの後、全員がそれぞれまともな水着を選んで、三人一いつ緒しよに購こう入にゆう。

　俺もついでに自分の水着を買ったが、考えてみれば使う機会がないんだよな……。

「うーん、参考資料用に水着を買いに来たんデスけど、せっかくみんなで新しいのを買ったんデスから、どこかに行きたいデスねー」

　Ｗピース先生も俺と似たようなことを考えていたらしい。

「そうですね。プールとかのイベントもラノベの取材になりますし」

「……取材になるのなら、ぜひ行かないといけませんね」

　涼花も取材という単語に反応して、俺の言葉に頷うなずく。

「うーん、プールもいいんデスけど。でもせっかく夏だし、ここはやっぱり海に行きたいところデスね！　絵的にも、そっちの方が断然いいデス！」

「まあ絵的な話をされても困るんですけど……」

　確かに海ってのは魅み力りよく的な提案だが、実際に行くとなるといろいろあるからな。

「…………」

　と、そこでさっきから舞が一言も口をきいていないことに気がつく。

　……ってか、なんか俺の方をじっと見てるんだけど、なんなんだ？

「……ねえ、それって要するに、みんなで水着で遊べるような場所ってことよね」

「あ、ああ、そうだけど……？」

　それは、どこか含ふくみのある言い方だった。

　舞はそう言った後、しばらくの間「一日中一緒なら……、もっと確実に秘密を……」なんて呟きながら考え込んでいた。

　本当はこの時点で気づいていなければいけなかったんだけど、それにしたって次に舞の口から出た言葉は、そんな警けい戒かいも吹き飛ばすくらいのインパクトがあったんだ。




「じゃあさ、うちの別べつ荘そうに来ない？」

















第三章　どこまでやれば、俺は永遠とわ野の誓ちかいになれるんだ









「こんな形で海に行けるなんて、舞まいには感謝デスね！」

「大勢で押し掛かけることになって、申し訳ないのですが」

「全然気にしなくていいわよ、涼すず花かさん。……それに、私にはこの旅行中に、祐ゆうの全すべてを暴あばくという崇すう高こうな使命があるんだから！」

「舞は相変わらず研究熱心デスねー」

　三人の会話を聞き流しながら、俺は車窓から流れる景色を眺ながめていた。

　現在俺は、舞の別荘とやらに向かう電車の中にいる。

　あのデート作戦の日から、わずか三日しか経たっていないという急な旅行だ。

　みんなどこか楽しげな雰ふん囲い気きだったが、一方で俺は複雑な気分だった。

　解決していない問題を二つも抱かかえているんだから、当然といえば当然だ。

　一つ目は、もちろん舞のことだ。

　結局、デートであれだけイチャついてるところを見せても、舞の疑念は晴れなかった。

　それどころか、推理は無茶苦茶なくせに涼花が永遠野誓では？　なんて結論に至るあたり、状じよう況きようはむしろ悪化している。

　そのことを涼花に報告したら「やっぱりお兄ちゃんは永遠野誓になりきれてません」と怒おこられた。そして、この旅行中にさらにイチャイチャしてるところを見せつけて、ぐうの音も出ないほどお兄ちゃんの妹好きをアピールするのだ、とも。

　そして二つ目は、俺の大賞応おう募ぼ用原げん稿こうのこと。

　舞の一件以来、そっちに労力を割さかれてロクに進んでいない。

　本当は旅行なんてしてる場合じゃないくらい締しめ切きりがヤバイのだが、舞のことを放ほうっておくわけにもいかないし、涼花も涼花で海のシーンの取材をしたいと強く主張したためこんなことになっていた。

　……まあ、旅行に行かずにずっとＰＣの前にかじりついていたところで、書けるようになるとは思えなかったというのもあるが。

「ん？　どうしたんデスか先生？　なんか元気がないデスね？」

「え？　あ、いや、ちょっと寝ね不ぶ足そく気味で眠ねむたかったというか……」

「せっかくの旅行なのになにをしてるんですか、お兄ちゃんは。コーヒーでも買ってきますのでシャンとしてください」

「あ、それなら私も行きマス」

　俺の誤ご魔ま化かしを真に受けて、涼花とＷダブルピース先生は席を立って行ってしまった。

　悪いことしたな……、と考えていたら、こちらを見つめる舞の視線に気がついた。

「な、なんだよ」

「ふっふーん、覚かく悟ごしておきなさいよね。旅行中は一日中あんたを観察して、絶対に隠かくし事を暴いてやるんだから！」

　本人を目の前にして堂々としすぎているこの宣言。

　これは今まで以上に涼花とのイチャイチャを見せつけて、俺が永遠野誓だってなんとか納得させないと、この先どんなヒドイことになるか想像もつかない。

　……しかしなぁ、あれだけやったら普通は納得するもんなんじゃないのか？

　俺は心の中にくすぶるそんな不満から、思わず舞にこう訊たずねた。

「……なあ、なんでお前、そんなにも俺を疑うんだ？」

「そんなの、あんたが隠し事をしてるからに決まってるでしょ」

「答えになってない……。なんでそう思うかって理由を訊きいてるんだって」

「私は永遠野誓の全てを知る必要があるんだから、当然じゃない」

　まあこいつは普ふ段だんから立派なストーカーなわけだが、今回はその執しつ拗ようさが今までの比じゃないからこんな厄やつ介かいなことになってるんだ。

　……と、そこまで考えて、俺はふと一つの疑問を抱いだいた。

　そうだ、なんで舞のやつ、今回だけこんなにも食い下がってくるんだ？

　確かに原稿を見られたってことはあるけど、それはあくまでもきっかけで、なにかもっと別の理由がこいつを突つき動かしてるようにも感じる。

　……そういえばあの日、原稿を見る前からどこか様子がおかしかったよな？

　考えてみれば、俺の鞄かばんを開けて中身を盗ぬすみ見るなんてことも、普段のこいつからしてみればかなり無茶な行動だ。さすがに今まではそこまでしてなかった。

「な、なによ、いきなりジッと見つめてきて……。観察するのはこっちなんだからね！」

　舞は顔を赤くして文句を言ってるが、俺はかまわず思考を続ける。

　……つまり、こいつがこんな風になる、なにか特別な出来事があったってことか？

　だとしたら、いつだ？　サイン会の時はいつも通りの舞だった気がするから、その後から休み明けまでの間に何かが……？

「なあ舞、そういやお前、あのサイン会の後に編集と打ち合わせしたんだったよな？　その時なにかあったのか？」

「……っ！　な、なによいきなり！　別に何もないわよ！」

　何気なく訊ねた俺だったが、舞はいきなり顔色を変え、目を逸らした。

　どこか過か剰じようにも見えるその反応。俺がさらに詳くわしく訊こうとした時、

「ただいま戻もどりました。どうぞ、ブラックコーヒーです」

　と、ちょうど涼花が俺の分の缶かんコーヒーを買って戻ってきた。

「な、なるほど、祐はブラック派なのね！　これは新しい情報だわ！」

「あ、いえ……、これは単なる眠ねむ気け覚ざましですが」

　どこか慌あわてた様子で研究ノートにメモる舞に、涼花は冷静にツッコんでいる。

　俺がタイミングを失して何も言えずにいると、涼花が缶コーヒーを手て渡わたしながら、

「……なにをボーッとしてるんですか。この旅行中にさらにイチャイチャしないといけないんですから、もっとしっかりしてください」

　と小声で注意してきたので、俺は「あ、ああ……」と頷くしかなかった。

　……確かに、舞にこれまで以上に妹とのイチャイチャを見せつけるって目的自体は変わっちゃいないわけだから、それを忘れるわけにはいかない。

　でも、さっき舞が見せたあの顔。……あれは、一体なんだったんだ？

「さて、では先生の目も覚めたところで、なにかゲームといきマショう！」

　と、そこでＷピース先生がいきなりそんなことを言いだした。

「ゲームって、どうしたんですいきなり？」

「こういう旅の電車内では、みんなで遊んで楽しむというルールがあるはずデス！」

「ルールというか……、まあ移動中にトランプやらで遊んだりはよくしますけど」

「そうなんですか？」

　涼花が首を傾かしげる。俺がある種のお約束だと説明すると、取材熱が高まったのか、俄が然ぜんやる気が出たようだ。……お嬢じようさま学校とかじゃ、そういうのないのかな？

「ふっふっふ、こういうこともあろうかと、いろいろと用意してきたんデスよ！」

　Ｗピース先生が自分のバッグをポンポンと叩たたく。……相変わらず準備が無む駄だに良い。

「へぇ、いいじゃないの。どんなのがあるのよ」

「一通りのカードゲームやボードゲーム、それにポータブルのゲーム機も人数分用意してありマス。なにがいいデスか？」

「ゲーム機まであるんですか？　じゃあ、それでなにか協力型のゲームとかあれば」

「あ、そういうソフトは持ってないデスね。代わりに、うちのエロゲの移植版をできるようにしてマスから、それで」

「や、やっぱりゲームは中止で！　普ふ通つうにトランプとかやりましょう！」

「え、そうデスか？　じゃあ罰ばつゲームで、負けた人は一枚ずつ服を脱ぬいでいくというルールでトランプを」

「いや、罰ゲームとかそういうのはいらないですから！」

「えー、でも普通にやるだけじゃつまらないわよ」

「デスね。じゃあ先生が負けたら、先生の恥はずかしい過去を一つ晒さらすというルールで」

「なんで俺だけそんなリスキーな……」

「……それは、いいですね」

「涼花!?　だからなんでお前まで同調してんだよ！」

　俺はなんとか抵てい抗こうし、不平等な罰ゲームは取り下げさせた。

　とはいえ、目的地に着くまでの間、トランプ大会は行われることになる。

　Ｗピース先生は終始笑え顔がおで、舞はすぐにムキになり、涼花もどこか楽しそう。

　俺もゲームに集中しようとしたのだが、頭の片かた隅すみにはあの舞の辛つらそうな表情がずっと残ったままだった。




　目的の駅で降りると、ホームの時点で海の匂においがかすかに漂ただよってきた。

　駅を出てバスに乗り、十数分揺ゆられた先のバス停で下車する。

　林の中の道をしばらく歩くと、やがて視界が開け、眼下に白い砂すな浜はまと青い海が現れた。

「……おお、海だ」

　普段見る機会がないからか、自然とそんな言葉が口から出る。

　見ると、涼花やＷピース先生も目を細め、吹ふき上げてくる潮風を感じていた。

「こっちよ」

　舞がそう言って、道の先にあった階段を下りていく。しっかりと舗ほ装そうされていて、手て摺すりまで付いていた。一段下りるごとに砂浜が広くなっていき、海の匂いも強くなってくる。それと同時に、手前側から建物の屋根が見えてきた。

「あれがうちの別べつ荘そう」

　舞が指さす。思った以上にデカくて立派な建物だった。

　ロッジ風っていうんだろうか？　趣しゆ味みのいい木製の外観が、高級感を漂わせている。

「……ってか、すごい場所にあるな。あの位置だと、まるでこの海岸の主あるじみたいだ」

「みたい、じゃなくて、その通りよ。このビーチもうちのだから」

　……は？　今なんて言った、こいつ？　うちのビーチ……？

　俺が絶句していると、舞がこともなげに「プライベートビーチってやつよ。知ってるでしょ？」なんて言ってきて、俺は驚きよう愕がくする。

「ぷ、プライベートビーチ!?　つまり、この海岸はお前のものだと……っ!?」

「私のじゃなくて、私の家の、よ。……なんでそんなに驚おどろいてんの？」

「いや、驚くだろ！　プライベートビーチなんてものがマジであったとは……」

　だが、待て？　そう言えば舞が住んでるのは高級マンションだったよな？

　しかも別荘にプライベートビーチって、こいつ、お金持ちのお嬢じよう様さまだったのか……。

「別に大したことないでしょ？　この辺りには結構あるわよ」

「……そういう問題じゃなくないか？」

「うーん、プライベートビーチとは素す晴ばらしいデスねー。これは舞に感謝デス！」

「うちのクラスにもプライベートビーチを持っているという子がいますけど、こういうものだったんですね。初めて見ました」

　……なんか、二人とも反応が薄うすくないですか……？

「どうでもいいわよ。そんなことより、さっさと水着に着き替がえて海に行くわよ！」

　舞はそう言いながら、ビシッと海の方向を指さす。

　……そ、そうだな。せっかく海に来たんだし、細かいことは置いておこう。

「待ってくだサイ！」

　しかし、そこでＷピース先生が珍めずらしく真しん剣けんな顔で呼び止める。

「みなさん、これはあくまでも合宿デスよ。そのことを忘れてはいけマセん」

　……と、そうだった。今回の旅行は名目上は『合宿』ということになっている。

　ラノベ作家とイラストレーターが集まり、さらに高いクオリティの作品を追求するための合宿。その中でも特に、永遠野誓の作品をさらに面おも白しろいものにするための取材合宿というのが、今回の旅行の趣しゆ旨しなのだ。……表向きはな。

「そんなの当たり前じゃない。これからビーチで祐が海イベントの取材をするんだから、それを観察するのが私の使命よ！」

「さすが舞、気合が入ってマスね！　……では、それを踏ふまえたうえで目いっぱい海を楽しむとしマショう！」

「え？　あ、ちょっと……っ！」

　そう言ってＷピース先生は舞の腕うでをつかむと、そのままビーチへと駆かけ下りていく。

　さっきまでは合宿だと真ま面じ目めな雰ふん囲い気きで言ってたのに、一いつ瞬しゆんでバカンスモードに移行したのはいいんだろうか……。

「お兄ちゃん、私たちも行きましょう」

「……そうだな」

　残された俺達も後に続く。その途と中ちゆう涼花が、

「念のために確かく認にんしておきますが、この旅行の趣旨は氷ひ室むろさんにさらにイチャイチャを見せつけて、疑念を払はらうことです」

「わかってるよ。今度こそ決めないとな」

「結構です。それと、もう一つの目的の方も忘れないでくださいよ」

「海のシーンの取材だろ？　それもわかってる。予定通りにするさ」

「そ、それならいいんですが……。それにしても、お兄ちゃんと海……」

　そう言いながら涼花は、麦むぎわら帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって遠い水平線を見つめた。

　俺も同じように空と海の境目に目を向ける。

　舞の疑念を払って、涼花の取材を済ませて、そして俺は自分の作品に取り掛かかる。

　この合宿で、そういう構図まで平へい穏おん無事にたどりつけりゃいいんだが……。

「おーい！　何してんのよ！　早く下りてくる！」

「先生！　やっぱり海はいいデスよ！　この解放感！　エロイベントに最適デス！」

　……まあ、あの二人がいる限り平穏無事なんてことはあり得ないんだろうけどな。




　　　　▼




「で、先生は海でどんな取材をするつもりなんデスか！」

　ブルーのビキニに身を包んだＷピース先生が、前まえ屈かがみになって訊たずねる。その姿勢だとよけいに胸の谷間が強調されるため、俺は慌てて目を逸そらした。

　あの後水着に着替えた俺達は早さつ速そくビーチに出てきて『合宿』を始めたわけだが、もちろん普通に遊ぶわけではなく、取材をすることになる。

　ラノベでもギャルゲでも、海イベントと言えばテンプレがいろいろあると思うが、オタク業界に疎うとい涼花はそんなことを全然知らない。そこで、実際にやってみることで作品に反映させるというのが、永遠野誓の取材活動ってわけだ。

　それに加えて今回は舞にイチャイチャを見せつけるという目的もあるので、取材と作戦は同時進行で行うと事前に計画を立てていた。

「さあ、永遠野誓の取材活動をしっかり研究させてもらうわよ！」

　赤い競泳用のような水着を着た舞もそう言って、いつもの研究ノートを構える。

「ああ、じゃあ早速始めるとするか」

　そう言いながら俺は、花はな柄がらのセパレート水着姿の涼花をチラリと見た。

　すると、俺の意を察したようにコクリと頷うなずき返す。作戦開始の合図だった。

「こほん……。次巻で海のシーンが出てくるんですけど、普通に遊ぶわけじゃなくてちょっと特とく殊しゆなイベントを書こうと思って、今日はその取材をするつもりです」

「「特殊なイベント？」」

　いまいち意味がわからないといった顔の二人に、俺は説明する。

「ネタバレになりますけど、次の巻では兄妹きようだいが海で漂ひよう流りゆうするシーンを書こうと思ってるんですよ。別にシリアスな展開じゃなく、二人でしばらくの間海を漂うといった感じで」

「はー、漂流デスかー」

「な、なにそれ!?　……くっ、意表を突つかれたわ！」

　まあラノベの海イベントでは普通ないよな……。

　とはいえ、これは涼花が取材と舞対策を兼かねて考えたと言っていた。

　そういうアイデアがパッと出てくるあたりは、さすがに永遠野誓（本物）だ。

「なので、今から俺達でそのシーンがどんなもんか体験しようと思ってます」

「あ、だからそれを用意してるんデスね」

　そう言ってＷピース先生が、俺の背後を指さす。

　そこでは持参したゴムボートが、空気入れとつながって膨ふくらんでいる最中だった。

「ん？　それに乗るのって、祐と涼花さんってこと？」

「も、もちろんだ。俺は涼花と一いつ緒しよにいたいからな」

　胸を張って答える俺。開き直るのももう慣れたぜ……。

「そ、そうですね。お兄ちゃんのラノベは妹がヒロインですからね。そ、それに私もお兄ちゃんと一緒がいいですし……」

　涼花も俺に合わせる。頰ほおを染めてモジモジしながらってのが雰囲気出てる。

「むぅ……。シーンの取材なら別に相手が涼花さんじゃなくてもいいんじゃないの？　それこそ私が乗ったって雰囲気はわかるじゃない」

「そ、そうはいきません！　妹であることが重要なんです！　……と、お兄ちゃんが言ってました！　そうですよね、お兄ちゃん！」

「そ、そうだな！　うん、妹じゃないとダメだ！」

　イチャイチャを見せつけるって意味はもちろん、取材でもあるので真の作者である涼花が体験しないことにはどうしようもないからな。

　舞は不ふ機き嫌げんそうにこっちを睨にらんでくるし、Ｗピース先生は「やっぱり二人は仲良し兄妹デスねー」と笑ってるし、とにかくさっさと取材に移ろう。

　ゴムボートを海に浮うかべ、涼花に手を貸してやり、続いて自分も乗り込む。

　もともとそんなに大きくもないので、二人も乗るとそれだけでいっぱいいっぱいだ。

「……っと、思ってたよりも狭せまいけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「こ、この方が密着できるからいいと思います！　はい！」

「そ、そうだな！　お前と密着できるもんな！」

　要所要所でアピールを忘れない俺達。

「おお！　これはいいデスね！　狭いゴムボートに一組の男女……！　海の中とか岩場とかは定番デスけど、そういうのもあったんデスか！」

「Ｗピース先生は一体なんの話をしてるんです!?」

「先生、もうちょっとこう、涼花さんと絡からみつくような体勢になってもらえないデス？」

「そして変な要求をサラッと出さないでください！」

　Ｗピース先生が何を考えているかは大体予想できるけど、ここはスルーだ！

「……じゃあ、今からちょっと海に出てみますんで」

「待ちなさいよ！　それって、私達にここで待ってろってこと!?」

「すいません氷室さん、このボートは二人用なので……」

「……どっちかって言うと、一人用に無理矢理二人で乗ってる気がするんだけど」

「と、とにかく私達で限界なので、申し訳ありません」

　涼花に言われたからか、それ以上強く出られない様子の舞。

　とはいえ、あからさまに不満そうにプクーッと頰を膨らませている。……子供か！

「と、とりあえず行ってきます」

「行ってらっしゃいデス！」

　Ｗピース先生に見送られながら、俺は備え付けの小型オールを使って進み始めた。

　波も穏おだやかだったためか、ボートは思ったよりも簡単に進んでいき、不機嫌そうに俺を睨み続けていた舞の顔もすぐに小さくなってしまった。

「ふう……」

　そこで俺は一息つく。なんだかんだで作戦中は緊きん張ちようするからな。

「……ここまでの流れは作戦通りでしたね。けど、お兄ちゃんにはもうちょっと妹好きをアピールして欲しかったところですが」

「いや、俺としては相当わかりやすくアピールしたつもりだぞ？」

「旅行中で解放的な雰囲気ですから、もうちょっと大だい胆たんに攻せめてみてもいいと思います。た、たとえば『海の上で妹と全すべてをさらけ出したいからだ！』とか……っ！」

「ま、待て！　さすがにそれは発想の方向性がＷピース先生と同じだ！」

「はっ!?　……そ、そうですね！　今のは聞かなかったことにしてください！」

　涼花は真っ赤な顔で俯うつむいて「……だ、大胆過ぎました」とか「……ま、まだ早いですよね」とか謎なぞの言葉を呟つぶやいている。

　なんだかんだで、涼花も海に来て多少解放的になっているのかもしれない。

「そ、それはさて置きです。無事にこうやって二人きりで海に出たんですから、ここからはお兄ちゃんの役目ですよ」

　涼花にそう言われて、俺は「わかってる」と頷く。前回のデート作戦と同じで、リアリティを出すためにアドリブの余地を残しているのだ。取材シーンにかこつけて二人きりになるまでは涼花の案で、この状じよう況きようでさらにイチャイチャするのが俺の役目だった。

「今私達は、氷室さんから直接干かん渉しようされずそれでいて見える範はん囲いにいます。イチャイチャを見せつけるには絶好のポジションです」

　それもわかってる。……けど、重大な問題が一つ。

「……ここからどうやってイチャつけばいいんだ？」

「な……っ!?　ちゃんと考えておいてくださいと言っておいたじゃないですか！」

「いや、それはそうなんだけどさ！　でも、ゴムボートの上で二人きりになってするイチャイチャとか、なにも思いつかなかったんだよ！」

　俺だって、事前に海でのイチャイチャイベントはいろいろと考えたんだ！

　しかし、夏という季節を代表する海イベントだが、実はやれることはそう多くないということにすぐ気がついた。大体ラノベでもギャルゲでも、こういうシーンは水着姿を披ひ露ろうするのが第一目的で、その他でやることは意外と少ない。

　確かに海水浴、砂遊び、スイカ割り、ビーチバレー、花火などなど、それなりにイベントはあるのだが、イチャイチャを見せつけるって目的には合がつ致ちしないものばかり。

　まして、この状況でできるイチャイチャとか……。

「かといって、このままただ漂ただよってるだけなんてもったいないことは……っ」

「わ、わかってる！　何とかするから、とりあえずこっちを向いてくれるか！」

「は、はい！」

　涼花と正面から向き合う。緊張しているのか、涼花は真っ赤な顔で俺を見ている。

　……う、勢いでこの体勢になったが、こっからどうすりゃいいんだろう。

「え、えっと……。そ、その水着可愛かわいいよな。似合ってるよ……」

「え？　あ、あの……。ありがとうございます……」

　とりあえず水着を褒ほめてはみたが、これだけじゃもちろん不十分だ。

　俺は頭の中で「イチャイチャ……イチャイチャ……」と繰くり返しながら、とりあえず涼花の頭に手を置いて、軽く撫なでてみる。

「ひゃぁうっ!?　い、いきなりなにをするんですか！」

「い、いや、頭を撫でるってのもわりと定番なイチャイチャかなって思って……」

　まあ海でゴムボートに乗りながらすることではないけども。

「て、定番……？　そうなんですか……？」

「まあフィクションの世界での話だから、やっぱリアルだとおかしいかも──」

「そ、そんなことはないんじゃないですか？　い、一応見せつけられるものではありますし、そんなに悪い気分じゃないですし！」

　そう言って、ぎゅっと手を握にぎりしめたままわずかに俯く涼花。

　俺が再び撫で始めると「はうううぅ……」と耳まで真っ赤にして、恥はずかしそうに身を縮ませる。……な、なんか、作戦だからとはいえものすごく背徳的な気分だな。

　俺はそうしながらも、もっと他ほかにこの状況に合ったイチャイチャはないかと考える。

　が、涼花がトロンとした目で俺を見上げていて、ドキリと心臓が跳はねた。

　まるで「この次はどういうイチャイチャをするんですか」と俺を促うながしているような──って、それはそうなんだろうけど！　なんか変なこと考えてないか俺!?

「……お、お兄ちゃん？　これで終わりですか……？」

「ぶふぅっ!?　な、ななな何言ってんだお前!?」

「……え？　な、なにを勘かん違ちがいしてるんですかお兄ちゃんは！　わ、私はただ、この程度のイチャイチャでは氷室さんを納なつ得とくさせられないだろうという意味でですね！　ま、まるで私が何かを期待しているような反応をしないでください！」

「そ、そうだよな！　悪い！」

　……あ、危ない！　一いつ瞬しゆんでもなんつーことを考えてんだ俺は！

　と、とにかくこのままじゃいけない。さすがに海のど真ん中で頭を撫でてるだけってのはシュール過ぎる。もっと他に一目でこれとわかるイチャイチャが必要だ……！

　俺はそんなことを考えながら、とりあえず涼花の肩かたに手をかけてみる。

「ひゃ……っ？　お、お兄ちゃん……？」

　い、勢いでそれっぽい体勢にはなったが、この後どうすりゃいいんだ……？

　普ふ通つうならこのままき、キスって感じなんだろうけど……、もちろん作戦とはいえそんなことをするなんてのはさすがにあり得ない。

　……いや、じゃあ作戦じゃなかったらするって意味じゃないぞ!?

　な、なんにせよ涼花とキスなんてことは絶対にダメなので、この思考は中止！

　えーと……、後この体勢からできるイチャイチャと言えば、押し倒──却きやつ下か！

「うう……」

　ヤバイ。こっから先、どうしていいかまるでわからない。

「…………」

　涼花は茹ゆだったような顔でポケ～っと俺を見てるし、というかなんか目をつぶり始めたし、この流れでそういうことをしないでもらえますかね!?

　ああもう！　イチャイチャイベントなんてラノベでいくらでも読んだことあるのに、実際にするとなるとなんでこんなに難しいんだよ！

「もう、じれったいデスね！　そこは一気にガバッと押し倒たおすところデスよ！」

　しかも混乱してるのか、どこからともなくＷピース先生の幻げん聴ちようが聞こえてきた。

「ああ、素す晴ばらしいデス！　これだけでも合宿に来た甲か斐いがありマシた！　やっぱり先生はリアル妹をも毒どく牙がにかける素晴らしい鬼き畜ちく人間だったんデスね！」

「俺の脳内でまでエロ発言を連発しないでもらえますかね!?」

「ん？　脳内ってなんのことデス？」

　くそ、なんてこった……っ！　幻聴と会話してるとか、俺もいよいよ末期か！

「……お、お兄ちゃん、この声は……」

「い、いや、これは別に俺の秘められた願望とかではなくて！　あくまでも俺の中のＷピース先生像が勝手な発言を──……って、なんでお前まで俺の幻聴が聞こえて……？」

「い、いえ、これは幻聴ではなくて……」

　涼花が顔を横に向ける。俺も同じ方向を見た。そこには──

「あ、私のことはお気にナサらず、どうぞ続きを！」

　と、Ｗピース先生が無む邪じや気きな笑えみを浮かべながら海に浮かんでいた。

「うわああああああああああああああああああああぁっ!?」

　反射的に涼花から離はなれる俺。危あやうくバランスを崩くずして海に落ちそうになる。

「あ、どうしたんデス？　早く先生の欲よく望ぼうの赴おもむくままに、純じゆん粋すいな妹さんを見事にメス堕おちさせる場面を見せてくだサイ！」

「な、なんでＷピース先生がここにいるんですか!?」

「それはもちろん、先生達の様子を見るために泳いできたからデスよ！」

「び、ビーチで待っててくださいって言ったじゃないですか！」

「ふっふっふ、それはできない相談デスね……。イラストレーターとして、先生の取材シーンはバッチリ目に焼き付けておかないとデスから！」

「……って、Ｗピース先生がここにいるってことは……」

「あ、もちろん舞も来てマスよ」

　そこに、とＷピース先生が指差す先には、真っ赤な顔で俺を睨にらみ付けている舞が浮うき輪わにつかまりながら浮うかんでいた。

「ゆ、祐、あんたねぇ……っ！　鬼畜だ鬼畜だとは思ってたけど、ここまでの外げ道どうだとは思ってなかったわ！　まさか本当に涼花さんを毒牙に……っ！」

「ち、違ちが──うってわけでもなくて！　お、俺が妹好きなのはそうなんだけど、だからって毒牙にかけるとかそういう事実はだな……っ！」

「お、お兄ちゃん……っ！　ここで否定しては……っ！」

　いや、でも、俺はともかくとして、涼花が兄の毒牙にかかってるなんてことを事実として認めるわけにゃいかないだろうよ！

「で、でも仕方がないわ……。それが永遠野誓の秘密だって言うなら、私は立ち止まるわけにはいかないのよ！」

　舞はそう言って足をバタつかせて手を伸のばす。……が、全然前に進む気配がない。

「……お前、なにしてんだ？」

「み、見ればわかるでしょ！　ボートに近づこうとしてるんだから、手を貸してよ！」

「もしかして、泳げなかったりするのか……？」

「な!?　そ、そんなんじゃないわよ！　ただちょっと泳ぎが不自由なだけで！」

　それを泳げないと言うのでは……？　俺が手を伸ばすと、舞は両手でガシリとつかむ。

　同時に、どこからかシュー……という音が聞こえたような気がした。

「なんだ……？」

「？　なにしてんのよ祐。ボートに乗せてよ」

　舞がわけがわからないことを要求してくる。

「い、いきなりなんだよ」

「私も永遠野誓の取材法を体験してみたいのよ！　だから乗せてってば」

「だ、ダメです。これは私とお兄ちゃん専用で──」

　珍めずらしく慌あわてた様子の涼花。その時、またあのシュー……という音が耳に届き、俺は思わずその出所を探す。すると──

「お、おい！　お前その浮輪、栓せんが開いてるじゃねえか！」

「え？　なにが……、って、きゃあ！」

　よく見ると、浮輪はほとんどしぼみかけていた。

　おそらく舞が空気を入れた後に閉め忘れたのだろうが、……なんで気づかない！

「う、うそ！　ちょ、た、助けて祐！」

「お、落ち着け！　とりあえずボートに手を──」

　と、舞がゴムボートのふちに手を掛かけた瞬しゆん間かん、パンッと何かが破は裂れつする音が響ひびく。

「……え？　な、なに？　なんなの今の音！」

「うわっ!?　ぼ、ボートが沈しずんでる!?　ってことはまさか……っ」

　や、やっぱり！　ゴムボートの表面が裂さけ空気が抜ぬけていってる！

「ええ!?　ど、どうすればいいの!?　わ、私泳げないよ！」

「だから、落ち着けって！　こういう時は冷静に……っ」

「古いものでしたから、材質が劣れつ化かしていたんですね」

「って、涼花!?　お前はちょっと冷静過ぎるんじゃないか!?」

　そんなことをしている間に、浮輪とゴムボートは完全に浮ふ力りよくを失ってしまった。

「わ、わ！　お、溺おぼれる！」

「舞！」

　俺は舞の腕うでをつかんで、引き寄せる。

　舞は必死にしがみついて、正面から俺に抱だき付く形になった。

「ど、どどどうしよう祐！　こ、怖こわいよ！」

「いいから暴れるな！　なんとかこのまま浜はままで……っ！」

　一人を抱かかえてたどり着けるかどうかわからないけど、やるしかねえ！

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?　なにをやってるんですか！」

「言ってる場合か！　それよりも涼花、お前は大だい丈じよう夫ぶか!?」

　こいつはスポーツ万能で水泳もできるから心配ないだろうが、今は緊きん急きゆう事態だ！

「俺は舞を浜まで連れて行くから、お前は先に戻もどって助けを呼べ！」

「はい……？　ちょっと、お兄ちゃん？　何を言ってるんです？」

「お前こそ何言ってんだよ！　落ち着けとは言ったけどもっと緊張感を──あれ？」

　と、そこでようやく気がつく。

　涼花は呆あきれた顔で、Ｗピース先生は相変わらずの笑顔のまま、こちらを見ている。

　……え？　な、なんで君達は、そんな余よ裕ゆうの顔をしているんでしょうか……？

「……お兄ちゃん。まずお兄ちゃんが落ち着いてください」

「デスねー。まずは落ち着いて、その場で立ってみた方がいいデスねー」

「へ？　た、立つって……」

　足を伸ばしてみる。砂の感かん触しよく。……………………マジで？

「この海岸は、どうやら遠浅になっているようです」

　涼花の言葉通り、二本の足でその場に立った俺は、水面が自分の腹の辺りまでしか来ていないことに気がつく。………………コメントのしようがない。

「はー、やっぱり先生は男の子なんデスね！　すごくかっこよかったデスよ！」

「それは当然ですが、いつまでそうやってるんですか？　お兄ちゃん……？」

　言われて思い出した。今の俺の状じよう況きようを。

「祐……っ！　祐……っ！」

　舞は、俺にひしっと抱き付きながら、目を閉じて俺の名前繰くり返し呼んでいた。そこでようやく、俺は自分の胸に二つの柔やわらかい感触が押し付けられていることに気がつく。

「……舞。とりあえず、歩いて帰るか……」

　俺は舞をゆっくり引き剝はがしながら、盛せい大だいにため息を吐つくしかなかった。




「まったく、なんでこんなことになるんですか……。せっかくの二人きりの時間が……」

　涼花が横でさっきからなにか呟つぶやいているが、俺は聞いちゃいなかった。

　あの後ビーチに戻った俺は謎なぞの脱だつ力りよく感に襲おそわれて、今はこうしてシートの上に寝ね転ころがっている。舞はといえば、すみっこの方で体育座りをしながら自分の醜しゆう態たいを思い出し、真っ赤になって涙なみだ目めで「う～……」と唸うなっている。

　……大体、プライベートビーチなのに、なんで遠浅だって知らなかったんだ……。

　そう訊たずねたら「い、今まで泳いだことなかったんだもん！」という答えが返ってきて、もう返す言葉がなかった。……とりあえず、今は何もしたくない。

「氷室さんを助けに行ったのは確かにかっこよかったです……。でも、あんなに真しん剣けんな様子で……。やっぱりお兄ちゃんは、氷室さんのことが好きなんですか……？」

「……ん？　何か言ったか、涼花？」

「聞こえてないなら、いいです」

　……いや、聞こえるように言ってくれよ。

　涼花は涼花でこんな調子だし、これからどうすりゃいいんだと途と方ほうに暮れる。

　なんかあんなことがあったせいで、作戦の成否とかも全部吹ふっ飛んじまったし……。

「先生！」

　とその時、Ｗピース先生が変わらない笑顔で話しかけてきた。

　この人はいつもテンションが変わらないけど、今はなんだかその明るさが眩まぶしい。

「せっかく海に来たんデスよ？　そんなダラダラしてたらもったいないデス！　というわけで、合宿らしく取材の続きをしマショう！」

「いや、急に取材って言われても何を？」

「さっきのボートのシーンは素晴らしかったデス。今までにないエロスを感じさせてくれマシた！　でも、やっぱり基本の定番イベントも取材すべきと思うのデスよ！」

　基本の定番イベント？

　俺が首を傾かしげていると、Ｗピース先生は「これデス！」と一つの瓶びんを取り出した。

「なんですか、それ？　サン……オイル？」

「そうデス！　海といえばやっぱりサンオイルイベントしかないデショう！」

「まあ確かにサービスシーンの定番といえば定番ですね。……でも、サンオイルって海に入った後に塗ぬるもんでしたっけ……？」

「そんなことはどうでもいいことデスよ。重要なのは、オイルを塗るという行こう為いそのものにあるんデス！　というわけで、先生、よろしくお願いしマス」

　そう言ってＷピース先生は、瓶を俺に手て渡わたした。

「へ？　よろしくって？」

「そんなの決まってるじゃないデスか！　先生にサンオイルを塗ってもらうんデス！」

　Ｗピース先生がそう発言した瞬間、ピシリと空気が固まった気がした。

「ちょ……っ。お、俺が塗るって、どういうことですか！」

「こういうイベントは、男子が女子にサンオイルを塗ってキャッキャウフフするのがテンプレじゃないデスか！」

「い、いやまあ、それはそうなんですけど!?」

「それに、私は今まで男子にサンオイルを塗ってもらったことないデスし、ぜひこの機会に取材しておきたいと思いマシて！　先生は経験あるんデス？」

「……あるんですか、お兄ちゃん？」

「うおっ!?　す、涼花!?　いきなり話しかけないでくれ！　驚おどろくだろ！」

「そんなことはどうでもいいんです。……あるんですか、ないんですか」

「なんか怖いんですけど!?　……も、もちろん、あるわけないだろ」

「そうですか。そうですよね。じゃあ、取材しないとダメですよね」

「はぁ!?」

「も、もちろん取材活動ですから、仕方ありませんが私も手伝います」

　こ、この言い回しは、自分が取材したいから協力しろという意味合い！

「祐にサンオイルを!?　そ、そんなの私だって経験ないんだからね！」

　と、半ば予想はしていたが、舞も当然のように首を突つっ込んできた。

「……復活早いな、お前」

「な、なによ！　あれくらいのことでいつまでも落ち込んでなんていられないわ！　祐の取材活動なら、絶対に見み逃のがすわけにはいかないしね！」

「いいデスね！　これで全会一いつ致ちで決定デス！」

「俺の意思は!?」

　言うだけ無む駄だな意見を言ってみるが、やっぱり無駄だった……。

「では、先生にサンオイルを塗ってもらうイベントを始めマショう！」

　オ───ッ!!

　君達、こういう時だけ息がピッタリっすね……。

　──で。

「ふっふっふ、一番手は私デスよ！」

　俺がサンオイルの瓶片手に間ま抜ぬけに立ち尽つくしている間、女性陣じんはジャンケンで熾し烈れつな順番争いをしていたわけだが、どうやらＷピース先生が勝利したらしい。

「……えーと、俺はどうすれば？」

「ちょっと待っててくだサイね」

　そう言ってＷピース先生は、シートの上にうつぶせで寝転がる。

　そしてビキニのトップの紐ひもを緩ゆるめると、背中を露あらわに──

「って、ななななにやってんですか!?」

「こういう時はこうするのが当たり前じゃないデスか」

「そ、それはそうかもしれませんけど！」

　むにゅっと押しつぶされた豊満すぎる膨ふくらみがヤバすぎるって！

「お、お兄ちゃん……！　な、なんて破は廉れん恥ちな！」

「だからなんで俺が怒おこられるんだよ！　……そ、それよりＷピース先生、水着を外すのはちょっとやりすぎでは……っ」

「そんなことないデスよ。サンオイルイベントはこうやって背中を塗ってもらうことが重要なんデスから、そこは外せマセん！」

　早く塗ってくだサイ！　と促うながされ、俺は仕方なくＷピース先生の傍そばに膝ひざをつく。

「いやー、こんな格好は初めてしマシたが、なかなか刺し激げき的デスね。今度こういったシーンを描えがく時には、大いに参考になりそうデスよ」

「そ、それはよかったですね……。ところで、やっぱり俺の手で直接塗るんですか」

　もちろんデス。そうですか。そうデスとも。そうですよね。

　……ああくそ！　めちゃくちゃドキドキするぞこれ！　でも取材だ！　仕方ない！

　俺はオイルを手のひらに垂らして、恐おそる恐るＷピース先生の背中に触ふれてみる。

「ああん」

「変な声出さないでもらえますか!?」

　こっちはただでさえ余裕がないってのに！

　ってか、Ｗピース先生の背中がスベスベすぎるよ！　なんなんだよもう！

「こういう時は、やっぱり喘あえぎ声が礼れい儀ぎだと思いマシて」

「そんな礼儀ありません！」

「でも、先生が上手で自然と声が出てしまうんデスよ。……ん、あっ、あんっ」

　ウソだ！　絶対わざとだ！　俺はＷピース先生の色っぽい声も、ものすごい形相で睨にらんでる涼花と舞も一いつ切さい無視して手を動かし続ける。

　ああくそ……っ、女の人の身体からだをこんな丁てい寧ねいに触さわったことなんて一度も──って、だから考えるな俺よ！　無心！　無心だって！

「……ふう、堪たん能のうしマシた。さすが先生の手デスね。素す晴ばらしい体験デシたよ！」

「……そ、そうですか」

　なんとか塗り終えた時、俺はもう身も心も燃え尽きかけていた。

「じゃ、じゃあ次は私ね！」

　と、立ち上がったＷピース先生と入れ替かわって、舞が俺の前に来る。

　……もう勘かん弁べん……してくれないよな……。どう考えても……。

「え？　……あ、ど、どうしよう!?」

「どうかしたのか？」

「わ、私の水着、ビキニじゃないんだけどどうすればいいの？」

「いやまあ、そのまま横になって、肌はだの出てるところだけ塗ればいいんじゃないか？」

　そうしてくれれば、塗る面積も少なくてすむし。

「だ、ダメよ！　それじゃあ本当にサンオイルイベントを体験したことにならないじゃないのよ！　……あ、そうだ！」

　すると舞はなにか思いついたような顔で俺に背中を向けると、いきなり水着の肩かた紐ひもをずらして脱ぬぎ始めた。

「な、なななななななにやってんだ!!」

「こ、こっち見んな！　こうしないと背中全体に塗れないから仕方ないでしょ！」

　だ、だからってその格好！　胸を腕うでで隠かくしてるだけで、上半身が裸はだかじゃねえか!!

「よ、よし、これなら……」

　舞はその場に座って俺に背中を向けると、肩かた越ごしに振ふり向いて真っ赤な顔で俺を見る。

　いわゆる見返り美人な体勢だが、なんかもういろいろとすごすぎた。腕で押さえつけた胸がはみ出しているのが後ろからでも見えるし、腰こしまでずり落ちた水着も生々しすぎる。正直さっきのＷピース先生の時よりもはるかにエロくて、とても直視できない。

「お、おまえ本気か……っ！」

「な、なによ！　恥はずかしいんだから早くしなさいよね！　取材なんでしょ！」

　ぐ……っ。くそっ、取材という名目でやってる以上、やるしかない……！

「ひゃうん!?」

　俺が背中に触れると、舞は甲かん高だかい声を出して身体をびくりと震ふるわせる。

「く、くすぐったい……っ！　あ、あんたわざとやってんじゃ……、きゃうん！」

「ふ、普ふ通つうにやってるだけだ！　って、あんまり暴れると塗りにくいだろ！」

「そ、そんなこと言われても……、あぅん！　ひゃんっ！」

　俺が少し手を動かすだけでも、ビクッビクッと跳はねる舞。

　なんか肌もほんのり赤くなってきてるし、息も荒あらくなってきてるんですけど！

「いやー、さすが先生。テクニシャンデスね！」

「お、お兄ちゃん……、どこまで変態なんですか……っ！」

「ち、違ちがう！　こいつがくすぐったがりなだけなんだって！」

　でも、今回ばかりは俺が悪いことしてるように感じるのはなぜだ！

「……はぁ……はぁ……」

　一通り塗り終えると、舞は荒い息を吐はきながらグッタリとしてしまった。

　疲つかれ切ったのか目からは光が消え、ほんのりと目め尻じりに涙なみだまで浮うかんでいる。

　……いや、これってなんというか、その……。

「事後……デスね」

「やめて！　考えないようにしてたのに言葉にしないで！」

「……？　事後ってなんですか？」

「事後というのはデスね、妹さん。男の欲よく望ぼうをその身体の奥底までに刻み込まれた女の、絶望と快楽の入り混じった余よ韻いんと言うか──」

「だあああああああぁっ！　だから涼花にそういう単語を教えないでください！」

　あいつにはまだ早い！　ってか説明も必要以上に生々しい！

「……な、なかなかだったわね……。こ、この経験はきっと作品に生きるわ……」

　涼花とＷピース先生に手伝ってもらってなんとか立ち上がった舞は、そのまま真っ赤な顔でフラフラしながらへたり込んだ。

　……と、とりあえずそっとしておこう。それよりも──

「……やっぱりお前もやるのか、涼花……」

「あ、当たり前です。妹の義務として、取材活動には協力しないと」

　そう言ってシートの上に座り込む涼花。そりゃ実際はお前の取材なんだからお前が体験しないといけないのはわかるが、正直俺はもうヘトヘトだよ……。

「って、だから上は脱がなくてもいいって！」

「お、お二人がやったんだから私もやります。これが定番なんでしょう？」

　うう……、涼花が間違った知識に汚お染せんされてる……。ってか、お前の水着は肩の部分があるセパレート型なんだから、同じようにしようと思ったら完全に脱がないと──

「み、見ないでください！」

「わわわ悪い！」

　俺は慌あわてて後ろを向く。……な、なにやってんだ俺は！

「……も、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　その声に振り向くと、涼花が一糸まとわぬ背中を晒さらしながらうつぶせになっていた。

　……とりあえず、さっさと終わらせてしまおう。本当なら絶好のイチャイチャアピールポイントのはずなんだが、今は見せつけるべき相手がへばってるからな……。

「じゃ、じゃあいくぞ」

　俺は涼花の「は、はい」という返事を待ってから、オイルをつけた手を伸のばした。

「……んっ。……くっ」

　俺の手が動くたび、涼花は押し殺した声を漏もらす。

　……な、なんか、普通に声を出されるよりもドキドキする……。

　なんというか、ものすごくイケナイことをしているような感じが──って、ダメだ！

　こんなことを考えてちゃいけない！　もっと別の何か……っ。

　えっと……、そういやこいつの肌って、本当にきめ細かいよな──って、この思考もダメだって！　ああもう、なにやってんだ俺は！

「……その手はまるで妹の幼い性を開花させるように、時に優やさしく、時に焦じらしながら、確実に快楽の線をなぞっていく……。やがて妹は、その手の動きに悦よろこんでいる自分に気がつき、無意識の内に自分の性のつぼみを花開かせて──」

「って、なに怪あやしいナレーションを入れてるんですか!?」

「あ、すいマセん。拙つたない表現しかできマセんで」

「そういうことじゃないです！　ってかその口調の時のＷピース先生は日本人以上に日本語ネイティブですから！」

　Ｗピース先生の変なナレーションを聞いてしまったためか、俺はさらに混乱していく。

　さっきからずっと涼花の「……んん……っ。……は……あっ」って感じの声も聞こえ続けていて、俺はもう少しでも早く終わらせようと、サンオイルの瓶びんを勢いよく傾かたむけた。

「きゃうっ!?　な、なんですか!?」

「あああ！　ご、ごめん！」

　が、手が滑すべって瓶の中身を涼花の身体にぶちまけてしまった。

　あっという間にオイルまみれになる涼花。ああ……、髪かみにまで……。

「おお！　先生の欲望にまみれた液体で涼花さんがヌルヌルデス！」

「サンオイルですから！　悪意のある表現をしないでください！」

　って、んなこと言ってる場合じゃない！
















「……す、涼花？　大丈夫か？」

「お、お兄ちゃんは何をしてるんですか……っ！」

　水着を身に着けながら、背中越ごしに非難する涼花。

　その声は、怒ってるというより呆あきれているといった感じだった。

「本当にごめん……。手が滑っちまって……」

「……はぁ。これは、洗わないと落ちそうにありません」

　見ると、頭にもオイルがかかっている。かなり広こう範はん囲いに飛び散ってしまったらしい。

「海を汚よごすわけにはいきませんから、シャワーをお借りできればいいんですが」

「そ、そうだな……。舞、悪いけど別べつ荘そうのシャワーを貸してもらっていいか？」

「ふぇ……？」

　しかし舞はまだ余韻が抜ぬけきっていないのか、ぽけ～っとした顔で振り向く。

「……へ？　……あ！　しゃ、シャワーね！　だったら一階の廊ろう下かの突つき当たりのドアがそうだから、好きに使ってもらっていいわよ！」

「すいません。では使わせていただきます」

　涼花はそう言って、小走りに別荘の方に走って行ってしまう。

「……あー……、なにやってんだ俺は……」

　それを見送りながら、ガクッと肩を落とす俺。いろんな意味で自己嫌けん悪おだった。

「しかし、さすが先生デスね！　全年ねん齢れい版で女の子のヌルヌルシーンを演出するには、まさにベストの方法だと思いマス！」

「……Ｗピース先生って、実は暗に俺を非難してるんじゃないですかね……」

「エロゲだったら女の子を白はく濁だくまみれにするのは簡単なんデスけどねー」

「相変わらず話を聞いてないっすね！」

　俺ははぁー……とため息を吐く。

　その時ふと、シートの横に涼花の鞄かばんが置いてあるのを見つけた。

　ビーチで利用するため、Ｔシャツやタオルなんかを入れて持ってきた小型のやつだ。

「涼花のやつ、忘れてったのか。……すいません、ちょっと俺も行ってきます」

「え!?　妹さんと二人でシャワーイベントデスか!?」

「そんなこと一言も言ってませんよね!?　忘れ物を届けに行くだけです！」

「なんだ、残念デス。……ところで先生？　別荘に戻もどるなら先生もシャワーを浴びてきた方がいいんじゃないデスか？　先生にもオイルがかかってマスよ」

　言われて頭を触さわってみると、確かに後頭部にヌルっとした感かん触しよく。

「こんなとこまで……。そうですね、じゃあ涼花の後に俺も使わせてもらって──」

「シャワーなら二階の同じ場所にもあるわよ？　祐はそっち使えば？」

　あ、そうなのか？　じゃあ、そうさせてもらうか。

　俺は舞に礼を言って鞄をつかむと、別荘へと向かった。

　俺達の荷物が置きっぱなしになっているリビングを通り抜け、廊下へ出る。

　突き当たりのドアは……と、あれだな。

「おーい涼花？　お前タオル忘れてったろ？」

　ノックしながら呼びかける。が、返事がない。水音で聞こえてないのかな？

　ふと思ったけど、こういう場面ってラノベとかギャルゲとかだと「いないのか？」とか言ってドアを開けて「キャーッ！」ってなるような状じよう況きようだよな。

　……へ、もちろん俺はそんなことしないぜ？　中にいるってわかってんのに、そんな迂う闊かつな真似するわけがない。しかも相手はリアル妹だ。ないない。

「とりあえず、鞄ここに置いとくからな！」

　俺は再度ノックしながらそう言って、ドアの横にあった台の上に鞄を置く。

　万が一聞こえてなくても、ドアを開けりゃすぐに気がつくだろ。これでよし。

「……じゃ、俺もシャワーしてくるか」

　鞄から自分のタオルを引っ張り出して、俺は二階へと向かった。

　同じ場所……ってことは、廊下の突き当たりか。あそこらしいな。

　当たり前のことだけど、俺はなんの警けい戒かいもせずにドアを開けた。

　しかし次の瞬しゆん間かん、目の前の光景にピシリと身体からだが固まる。

「え？」

「……え？　……お、お兄ちゃん……？」

　誰だれか、いる。……いや、誰かって、それはもちろん涼花なわけなんだけど。

　裸はだか、だった。一糸まとわぬ姿ってやつだった。

　抜けるように白い肌はだに、長く濡ぬれた髪。

　普ふ段だんとはまるで違う涼花の姿に、俺は思考がフリーズして何も考えられない。

「……なっ！　なんでお兄ちゃんが……っ!?」

　しかし、その声ですぐに我に返る。

「い、いや！　違うんだこれは！　わわわわざととかじゃなくて……っ！　ってか、お前は一階でシャワーしてるはずじゃ……っ！」

「い、一階は壊こわれてるのか水が出なかったからこっちへ来たんです……っ！　そ、そんなことよりも、いつまで見てるんですか！」

　そう言って、腕うでで身体を隠かくしながらその場にへたり込む涼花。

　真っ赤な顔と涙目でこちらを見上げながら睨にらむさまを見て、俺は慌てて後ろを向く。

「ご、ごめん！　ち、違うんだよ！　俺もシャワーを使おうと思って！　一階はお前が使ってるから二階へ……っ！」

「い、一階に私がいないなんて、すぐに気がつくはずじゃないですか……っ！」

　涼花の声が震ふるえている。きっと身体もワナワナと震えているに違いない。

　そして涼花は続けて「ううう……」となんともいえないうめき声を上げると、

「……お、お兄ちゃんは、最っ低です……っ！」

　と、渾こん身しんの力を込こめて言い切った。

「ご、ごめんなさいいいいいいいいいいいいいいいいぃっ!!」

　俺は謝りながらその場から駆かけ出す。

　……な、なにやってんだよ俺は！　い、いくら事故とはいえ、妹のシャワーを覗のぞくとかマジで最低過ぎるだろ!?　くっそおおおおおおおおおおおおおおぉっ!!

　そして、俺はがむしゃらに走りながら、階段を下りようとして足を踏ふみ外はずす。

　突とつ然ぜんの浮ふ遊ゆう感かんと、目の前に広がる豪ごう華かな天てん井じようを見上げながら、俺は思った。

　……「いないのか？」って言って返事のないドアを開けるのは、実は大正解の選せん択たく肢しだったんだなぁ……、と。
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「……はぁ。なんか前もこんなことがあった気がするな……」

　俺はズキズキと痛む後頭部をさすりながら、力なく呟つぶやく。

　あの後、シャワーから出てきた涼花は爆ばく発はつしそうなほど赤い顔で俺を睨むばかりで、いくら謝っても口をきいてくれなかった。

　舞とＷピース先生も別荘に戻ってきて、もう夕方だしということでビーチでの取材活動はなし崩くずし的に終しゆう了りようしてしまう。

　そうして女性陣じんが身だしなみを整えている中、俺はこうやって手持ち無ぶ沙さ汰たに海を眺ながめてるってわけだ。……ああ、夕焼けに染まった海はきれいだなぁ……。

「おやおや先生？　元気がないみたいデスけどどうしマシた？」

「Ｗピース先生？　意外と早かった……ですね？」

　その声に振ふり向いた俺は、途と中ちゆうで言葉が詰つまりかけた。

　というのも、Ｗピース先生がなぜか浴衣ゆかた姿で立っていて、驚おどろいたからだ。

「な、なんなんです？　その格好？」

「浴衣デス！　帯を解くだけで簡単にエロイベントができる素す晴ばらしい衣い装しようデス！」

「……もういちいちツッコまないですけど、なんで浴衣なんて？」

「夏祭りに行くためよ」

　その声に振り向くと、これまた浴衣姿の舞がリビングに入ってくるところだった。

「この近くの町で、ちょうど今やってるのよね」

「デスデス！　舞にその話を聞きマシて、そんな定番イベントは是ぜ非ひ取材しないといけないということで女子全員一いつ致ちしたわけデス！」

「相変わらず俺の意見は聞いちゃもらえないんですね！　別にいいですけど！」

　……って、待てよ？　女子全員ってことは……。

「お待たせしました」

　その時、涼花もまた浴衣姿でリビングに現れた。一瞬ドキリとしたのはその格好に見とれてしまったからではなく、まだ怒おこってるんだろうかと気が気じゃなかったからだ。

「……なにジロジロ見てるんですか、お兄ちゃん」

　うん、まだ怒っていらっしゃる……。思いっきり睨んでるもんな。

　でも、一応口をきいてくれる状態にはなったので、それは素直にうれしかった。

「……ん？　どうかしたの、二人とも」

「い、いや！　なんでもない！」

　舞が訝いぶかしそうに俺達を見るが、さっきの出来事はとてもじゃないが言えない。

　イチャイチャアピールするにしても、さすがに今はタイミングが悪かった。

「むー……、やっぱ祐は何か隠してる！　こうなったら……」

　舞がまた変なことを考えているらしく、俺の方を見ながらなんかブツブツ呟いてる。

「ところでお兄ちゃん、お祭りに行くというのも夏の定番イベントと聞きました。だとしたら、取材に行かないといけないんじゃないですか」

　こういう言い方は、つまり自分が取材に行きたいという意味なので、俺は代理人としてその通りに行動しないといけない。

「そ、そうだな。じゃあ行くか、夏祭り」

「決まりデスね！　では早さつ速そく今から行くとしマショう！」

「え？　今からですか？」

「あんまり遅おそくなるのもあれデスし、今から行って夕食代わりに屋台で買い食いというのもいいものだと思いマス！」

　なるほど、確かにＷピース先生の言う通りだった。

　夏祭りに行くと決めた俺達は早々に別荘を出て、舞の案内でバス停へと向かう。

　太陽はもうほとんど沈しずみかけていて、ひぐらしの声がそこかしこから聞こえてきた。

「……お兄ちゃん」

　バス停への道中、涼花が俺だけに聞こえるような小声で話しかけてきた。

　さっきのこともあるので、ビクッと身体を震わせる俺。

「な、なんだ？」

「……べ、別にこれという用事はないのですが、その……、言うべきことがあるんじゃないのかと思いまして」

　……それってやっぱり、さっきのシャワーの一件……だよな？

「あー……、その、さっきは本当にごめん……」

「ち、違ちがいます。そのことは忘れてください。わ、私も忘れますから」

　忘れろって言われても、あんなショッキングな光景……。

　なんつーか、スラッとして真っ白で、胸はないけどめちゃくちゃ綺き麗れいな──

「……何を考えているんですか、お兄ちゃん……？」

「はっ!?」

　地の底から響ひびくような涼花の声で俺は我に返る。……マジでなに考えてんだ俺は！

「……まったく、お兄ちゃんはどこまでもお兄ちゃんですね……」

「な、なんかよくわからないけど、ごめん！　絶対忘れる！　約束する！」

　呆あきれたような顔の涼花に、俺は何度も頭を下げる。

「そうしてください。……それで、どうですか？」

「ど、どうって？　あのことじゃないなら、言うべきことってなんなんだ？」

「そ、それは……、わ、私の……」

「……私の？」

　真っ赤な顔で俯うつむく涼花だが、それでも絞しぼり出すような声で続ける。

「……わ、私の浴衣姿は、どうかなって……」

「え……？」

　そりゃ、すごく似合ってる。こいつはどんな格好でも可愛かわいいけど、こうやって淡あわい色の浴衣に身を包んでると、なんつーか涼花らしい可愛さってのがすごく出てる。

　近くには舞もいることだし、ここは素直にその感想を口にしよう。

「う、うん……、似合ってると思うぞ？」

　しかし、なぜか少しぎこちない感じになってしまった。

「……そ、そうですか。……あ、ありがとうございます……」

　涼花もまた、俺から目線を外して俯いて答える。

「おやおや？　お二人で何のお話デスか？」

「うわっ!?　だ、Ｗピース先生、驚かさないでくださいよ！」

「ん？　驚くようなことを話してたんデスか？　浴衣がどうとか……」

「え？　あ、いや、あの……」

　なんとなく気き恥はずかしくなって、俺は話題をそらす。

「そ、そうですよ。この浴衣、Ｗピース先生が用意したものらしいじゃないですか。なんでこんなものを持ってきてたんです？」

「ああ、そのことデスか。こういうこともあろうかと思いマシて、いろいろとコスは用意して来たんデス！」

「こういうこともあろうかって……」

「他ほかにも、ああいうことがあろうかとメイド服も持ってきてマスし、そういうことがあろうかとチャイナドレスも準備してきマシたし」

「想定の幅はばが広すぎるうえに、方向性が明らかに間違ってますよね!?」

　俺はツッコみつつも、話題が無事それたことに安あん堵どする。

「……似合ってるって……、お兄ちゃんが……私の……、えへへ……」

　そんなこんなで俺達はバス停からバスに乗って夏祭り会場へと向かったわけだが、その間、舞は一言もしゃべらずに、ただ俺をじっと見ていただけだった。




「おおー、結構規模が大きいデスねー」

　バスに揺ゆられること十分弱で、俺達は祭り会場へ到とう着ちやくした。

　神社を中心にして、その周りの道路にたくさんの屋台が軒のきを連ねている。

　人もかなり多く来ており、想像よりもはるかに混雑していた。

「花火大会も同時に行われるそうですね。掲けい示じ板ばんに貼はってありました」

「あー、だからこんなに人がいるのか」

「ところで、夏祭りのシーンの取材って、具体的に何をするんですか？」

　涼花が言いたいのはおそらく、ラノベにおける夏祭りの定番イベントとは何かってところだろうが……、ぶっちゃけこれと決まったものはないんだよな。

「こういった祭りイベントの場合、来て楽しむこと自体が目的かな？　誰だれかと屋台を回ったりするだけでも、十分非日常イベントになるから」

「なるほど……。確かにこの雰ふん囲い気きは普ふ段だんと違ったものですね。こういう場所でお兄ちゃんと……。では、早速行くとしましょう」

　涼花はそう言いながら俺のシャツをつかむと「は、はぐれてはいけませんから」と、照れた様子で視線を外した。確かにこの人ごみだ。はぐれる心配はある。だったら──

「お、お兄ちゃん？」

「はぐれちゃいけないから、こうした方がいいだろ」

　俺はアピールも兼かねて涼花の手を握にぎると、そのまま歩き出す。

「やっぱり仲良し兄妹きようだいデスね！　では、お祭りを楽しみマショう！」

　Ｗピース先生も俺に続く。涼花は恥はずかしいのか、俺の横で俯いたまま黙だまっている。

　舞もまた俺に並んで歩いているが、やっぱり一言も発しなかった。

　その後、俺達は小一時間ほど祭りを見て回ったのだが、もちろんこのメンバーで平へい穏おんにすむわけもなく、

「先生先生、このチョコバナナ、とっても美味おいしいデスよ！　……んん、はむ……、ちゅぷ……、れろれろ……」

「ちょ!?　なんつー食べ方してんですか！」

「どうしたんですかお兄ちゃん、そんなに慌あわてて」

「ふっふっふ、妹さん、これは先生が喜ぶ食べ方なのデス！」

「ええ!?　ぜ、ぜひ教えてください！　も、もちろんお兄ちゃんを喜ばせたいからとかではなく、妹のたしなみとして！」

「ＯＫデス！　では妹さんは、このリンゴ飴あめでどうぞ。……もっと、そう、舌を突つき出してデスね、口全体で可愛がってあげるみたいに優やさしく──」

「俺の妹に変なことを教えないでください!!」

　Ｗピース先生がエロい食べ方をして困らせてきたり……。

「お兄ちゃん、こんな薄うすい紙でどうやって金魚をすくうんですか？」

「あれ？　お前、金魚すくいってやったことなかったっけ？」

「も、もちろん知識としては知っていますよ。でも、実際には……」

「そっか……。普ふ通つうに水につけてすくい上げるだけなんだけどな」

「え？　でも……、あ、ほらやっぱり破れました。こんなのできるわけないです」

「コツがいるんだよ。……ほら、こうやって……」

「あ……、す、すごいです！　さすがお兄ちゃんです！」

　完かん璧ぺき超ちよう人じんな涼花の意外に不器用な一面を見つつ、兄の威い厳げんを少し発揮できたり……。

「むうぅ！　インチキよ！　この射的はインチキに決まってるわ！」

「こ、こら、大声で滅めつ多たなことを言ってんじゃない！」

「だ、だってさっきから全然倒たおれないのよ!?」

「いや、そりゃお前……」

「ううう……、もう一回！　もう一回やるわ！　今度こそ狙ねらいをつけて……っ！」
















　──ポンポンポンポンポンッ。

「ほ、ほら！　やっぱり倒れない！」

「全部外れてんだから当然だ！　ってか、何十発も撃うって一発も当たらないとか！」

　いつも通りの舞のヘッポコぶりに頭を抱かかえたり……。

　そんな騒さわがしい時間が続き、俺はすっかりヘトヘトになった。

　そんなんでちゃんと取材になってるのか？　という疑問も当然あると思う。でも、涼花にとっては、こうやって実際に楽しむだけでも十分取材になるだろう。

「ふふ……、お兄ちゃんとお祭り……」

　上じよう機き嫌げんでわたあめを食べている涼花は、ちゃんと祭りを堪たん能のうしているようだ。

　で、一通り見て回った後、花火大会を見ていこうということになった。

　女性陣じんは一度身だしなみを整えるということで三人でどこかに行ってしまい、俺は待ち合わせ場所である境けい内だいの狛こま犬いぬ前に立っていた。

「あ、祐。こっち来て」

　すると、なぜか舞だけがやって来て、いきなり俺の腕うでをつかんで歩き始める。

「どこに行くんだ？　あとの二人は？」

「先に花火会場の場所取りに行ってるわ。案内してあげるから、ついてきなさい」

　舞の言葉に、俺は「そうなのか」と思ってついて行く。が、すぐに疑念を抱いだいた。

　というのも、舞が人ひと気けのない林の中へ向かって進み始めたからだ。

「な、なあ、こんなところから本当に花火が見え──」

　るのか？　と続けようとした瞬しゆん間かん、舞はクルリと振ふり返り、俺はギクリとした。

　その目は怪あやしい光を発していて、俺は思わず後ずさる。

　が、すぐに木にぶつかってしまい、追い詰つめられた。

　ハメられた──その時になってようやく俺は察することになる。

「ふふふ……、待っていたわよ、この時を」

　舞は両手を伸のばして俺を逃のがさないように固める。いわゆる壁かべドンの姿勢。

　……いや、この場合は木ドン……？　って、んなことはどうでもいいんだ！

「ど、どういうつもりだ!?　まさかここで俺を亡なき者に……」

「そ、そんなわけないでしょ！　あんたの隠かくしてる秘密を、今こそ暴あばいてやるの！」

　半ば予想していた答えが返ってきたが、その目は真しん剣けんそのものだった。

「だから何度も言ってるけど、俺はなにも隠してなんかいないって！」

「ウソね」

「う、ウソじゃない！　大体お前が言う秘密ってなんだよ！　俺が妹好きラノベ作家の永遠野誓だって、お前も今まで散々見てきただろ!?」

「確かにそれはそうだけど、でもやっぱり違い和わ感かんがあるのよ。……そういえばさっき、涼花さんとギクシャクしてたみたいだったけど？」

「あれは涼花がシャワーしてるところを見ちまったってだけで、単なる事故だ！」

　って、俺はなにを口走ってるんだ!?　焦あせってつい言わなくてもいいことを……っ！

「な……っ!?　あ、あんたねぇ！　そういうシーンはラノベでは確かによくあるけど、現実でもやるとかどれだけ分別がないのよ！」

　こいつに正論で怒おこられるとか、なんかすげー凹へこむな……。

「……ったくもう！　だから様子がおかしかったのね。あんた達みたいな仲のいい兄妹でも、そういうケンカはするんだ」

「う……、別にそういうわけでは……。す、涼花のやつもまんざらじゃなかったし」

　俺はフォローしようとして、なんかおかしな方向に行ってしまった。

　舞はそれを聞くと俺をキッと睨にらみつけて、

「……やっぱり祐はなにか隠してるわね。……それはきっととても大事なことで、おそらくは永遠野誓の秘密に違ちがいない」

　だから暴く。っていうか、吐はけ。

　シンプルすぎる要求だったが、それだけに力強い。とはいえ──

「俺には秘密なんてないぞ！」

「ふん、まあすんなり聞き出せるだなんて私も思ってないわ」

　そう言って、舞はいきなり俺の身体からだに自分の胸を押し付けた。

　むにゅうという柔やわらかな感かん触しよくに、全身に電気が走ったみたいになる。

「な、ななななにやってんだお前!?」

「き、決まってるでしょ！　色いろ仕じ掛かけよ！」

「そうかもしれんが、やってる本人が明言していいのか!?」

「う、うっさいわね！　こっちだって恥ずかしいんだから、さっさと隠してることを洗いざらい吐きなさいよ！」

　むにゅむにゅと、さらに胸を押し付けてくる舞。

　その豊満な誘ゆう惑わくに、思わず飛びそうになる意識をなんとかつなぎとめる。

「ま、まだ抵てい抗こうするわけ？　こ、こうなったらもう直接……っ！」

　舞は俺の手首をつかむと、自分の胸むな元もとに持っていこうとする。

「や、やめろ！」

　意図を悟さとった俺は慌てて振りほどくと、舞の肩かたをつかんでグイッと押し戻もどした。

「どういうつもりだ!?　なんで、ここまでするんだよ！」

「わ、私はなにがなんでもあんたの秘密を知らないといけないの！　そうじゃないと、私はこれから……っ」

　グッとこぶしを握り締しめ、ワナワナと身体を震ふるわせる舞。

　わずかに俯うつむくその顔には、電車内で見せたあの辛つらそうな表情と同じものが浮うかぶ。

　しかし、すぐにキッと顔を上げると、

「と、とにかく！　胸でもなんでも触さわっていいから、あんたの秘密を教えなさい！」

「無茶言うな！　やっぱお前おかしいぞ！」

「むう、どこまでガードが堅かたいのよあんたは……っ！　あ、そうだ！」

　突とつ然ぜん、ふっふっふと怪しい笑えみを浮かべる舞。

「いいアイデアが浮かんだわ。祐、あんた私の前で原げん稿こうを書いてみせてよ」

「げ、原稿……？」

「そ、原稿。そういえば私、まだあんたが原稿書いてるところを見たことないのよね。本物の永遠野誓なら、もちろん書けるはずでしょ？」

　舞は「どうだ！」と言わんばかりの得意顔を浮かべる。

　それは確かに、こいつにしては珍めずらしく鋭するどい指し摘てきだった。

「…………」

　俺は押し黙る。しかし、別にどうしようかと焦ってるからじゃない。

　それどころか、ようやくその時が来たか……と、内心で考えていたのだ。

「あ、あんなところにいマシたよ。おーい先生、舞！」

　と、その時呼び声が聞こえてきたので、俺達はその方向に振り向いた。

　見ると、Ｗピース先生が手を振りながら近づいてくる。後ろには涼花の姿も。

「……わかった。ただしここじゃ無理だから、別べつ荘そうに戻ったらな」

「いいわ。その言葉、忘れないからね！」

　舞はニッと笑うと、ようやく俺の傍そばを離はなれて、Ｗピース先生の方へと向かった。

「なにがあったんですか？」

　入れ替かわりに涼花が俺のところへやって来て、そう訊たずねた。

「まあ、いろいろとな……。おいおい話すよ」

「……氷室さんと二人きりで、なにかやましいことでもしてたんじゃないでしょうね」

「なんでそうなる！　……じゃなくて、チャンスが来たんだよ！」

　チャンス……？　とまだ疑わしそうな目で見てくる涼花に、俺は頷うなずく。

「祐！　花火なんてもうどうでもいいから！　グズグズしてないで早く帰るわよ！」

「わかってる！　そう急せかすなって！」

　早くも別荘に戻ろうと歩き始めていた舞が、大声で俺を呼ぶ。

　大体、花火大会を見ていこうって言ったのはお前じゃねえか……と愚ぐ痴ちの一つも言いたくなるが、ここは我が慢まんだ。

「行こう。帰ったら説明するから」

「……ま、まさか二人で暗がりで……？　そ、そんなことがあるはず……っ」

　謎なぞの独り言を呟つぶやいている涼花の背を押して、俺達も舞に続く。

　勝負は別荘に帰ってから……。俺がグッとこぶしを握にぎり締めると、ちょうどその瞬間に背後から花火がさく裂れつした音が聞こえた。




　　　　▼




「さて、では合宿の夜らしく、これから各自のお仕事デスね！」

　Ｗピース先生はそう言って、オーッという感じで腕を突つき上げた。

　あの後、祭りから引き揚あげた俺達は、別荘のリビングに全員で集まって一いつ緒しよに仕事をすることになった。

　合宿なんだから、クリエイター同士がお互たがい刺し激げきし合って作品のクオリティを高めるというのが表向きのお題目。だが実際は、メーカーから急に仕事の電話がかかってきたＷピース先生の都合と、舞のさっきの要求が根本にある。

「ふふふ……。じゃあ約束通り、永遠野誓の生なま執しつ筆ぴつをバッチリ見せてもらうからね！」

「わ、わかってるって。……でもお前も自分の原稿を書けよ……」

　舞の様子が怖こわい。主に目が怖い。なんか血走ってる。

　自分の仕事そっちのけで研究ノートをかまえる舞にツッコみつつ、俺はチラリと涼花の方を横目で見た。コクリと一つ、頷きが返ってくる。

　舞に騙だまされて連れていかれ、脅きよう迫はくされたことについてはちゃんと説明して納なつ得とくしてもらった。（色仕掛けの件はさすがに伏ふせたが）

　事情を理解した涼花はホッとした様子だったが「やっぱりお兄ちゃんは迂う闊かつすぎます！　もう少ししっかりしてください！」と怒られた。とはいえ、俺がチャンスだと言ったことについてはちゃんと理解して、今はこうやって俺を見守ってくれている。

「さ、さてと、じゃあ俺も原稿に取り掛かかるかな」

　持参したノートＰＣに向かい、文書作成ソフトを立ち上げると、早さつ速そくキーボードを叩たたき始める。もちろん書くのは永遠野誓作〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉だ。

　指の動きに淀よどみはない。

　というのも、俺はこの展開は想定して、前もって練習をしてきていたからだ。

　俺が本物の永遠野誓かどうかを調べるには、実際に原稿を書かせてみるのが一番手っ取り早いってのは、考えてみれば当たり前の話。

　舞もいずれそのことに気づいて、自分の目の前で原稿を書かせようとするに違いない。

　そこで、俺が見事に永遠野誓作品を書きあげてみせれば、それ以上疑われる余地もなくなるってわけだ。まさに完かん璧ぺきな作戦！

　……舞がついさっき思いついたって感じなのが少々引っかかるが、まあいい。

　ちなみに、この目の前で執筆してる姿を見せるって作戦の発案者は俺。

　涼花は内容を聞いた時、珍しく「お兄ちゃんにしては素す晴ばらしい案だと思います」と言ってたが、ふっふっふ、俺だってたまにはやるんだぜ？

　とはいえ、その後に実際涼花の原稿を丸暗記する作業は結構大変だったがな。

　涼花からは「もっと妹愛に溢あふれるように！」とか指導が細かく入ったし……。

「じー……」

　舞が監かん視しする中、俺は涼花の原稿を一言一句思い出しながら再現していく。

　書くべきは、兄妹きようだいが同じベッドで寝ねるシーン。もうお前ら付き合っちゃえよ、と思うようなラブラブな会話が繰くり広げられるのを、俺はがんばって文章にしていく。

　……これは試験みたいなものだ。丸暗記してきたものをそのまま出すんだ……っ。

　心の中で何度も言い聞かせながら、俺はついに原稿を完成させた。

「ま、まあとりあえずこんなもんかな？」

　そして、もの欲しそうにしてる舞に「見るか？」とノートＰＣを向ける。

「え？　い、いいの!?」

　俺が頷くと、舞は食い入るように画面を眺ながめ始める。

「…………さすがだわ」

　やがて、舞は原稿を読み終わったのか、ポツリとそんなことを呟いた。

　俺は思わず涼花の方を見て、グッとこぶしを握り締める。

「ど、どうだ？　俺の原稿の感想は」

「やっぱり、永遠野誓の作品はすごい……。作者の欲よつ求きゆう丸出しのくせにキャラが生き生きしていて、こんなシーンの抜ばつ粋すいだけでも面おも白しろい……」

　それは俺も同意見だった。たとえそれが魔まがさして出来上がった作品だとしても、やっぱり俺の妹はすごい。……と、今はそんなことよりも、

「これで、お前の疑念も晴れただろ？　この通り、俺は正しよう真しん正しよう銘めい永遠野誓で──」

「でもやっぱり、まだ違い和わ感かんがあるわ」

　しかし、舞は言葉を遮さえぎって、真まっ直すぐに俺を見み据すえる。

「私は原稿を書いてる時の祐をずっと見てた。原稿の内容は完璧だったけど、書いてる時の祐の印象と合わないのよ。なんというか、テンションが違うというか……」

　う、うそだろ……!?　……こいつ、どこまで勘かんが鋭いんだよ！

「……お兄ちゃんが原稿を書いてる時は、いつもこんな風ですが」

　涼花もフォローを入れるが、それでも舞は納得しない様子。

「……ううん、やっぱりまだ祐はなんか隠かくしてる。原稿は完璧なのに、どうして祐には同じ気配がないの？　ねえ、なんでよ」

「氷室さん、落ち着いてください」

　舞がじりっと俺に迫せまる中、涼花が間に割って入る。

　正体不明の緊きん張ちよう感かんが辺りを包み、舞の視線がさらに疑わしくなった時だった。

「ん？　みなさんどうしたんデス？」

　まったく場の空気を読まない感じで、Ｗピース先生が首を突っ込んできた。

　そして、なにも言わない俺達を不思議そうな顔で見回していたかと思うと、

「んー？　……よし、今日はもう寝マショう！」

　と、突然わけのわからないことを言いだした。

「ど、どういうことですか？　まだ十時を回ったくらいですけど」

「いや、長ちよう距きよ離り移動して海で遊んで、しかもお祭りにも行ってしまいマシたから、ちょっと疲つかれてしまいマシて。みんなも疲れてるみたいデスし」

　デスよね舞？　とＷピース先生が続けると、舞は「むう……」と唸うなってから、

「……そうね。ちょっと早いけど、今日はもう寝ましょうか」

　と言って身を退ひいた。……な、なんか知らないけど、助かった……のか？

「……Ｗピースさんに助けられてしまいましたね」

　涼花は独り言のようにそう呟く。どこか不満そうな声こわ色いろだった。

「さあさあ、そうと決まれば早速寝しん室しつに──って、そう言えば寝る部屋にはまだ案内してもらってなかったデスね？」

「寝室なら二階にあるわ。三つあって、ベッドも各部屋に一つずつ──」

　舞はそう言いかけて「あっ」と焦あせった様子になる。

「……ど、どうしよう。ベッド一つ足りない……かも」

「おい待て。かも、じゃなくて確実に足りてないだろそれは」

「う、うっさいわね！　今思い出したんだから仕方ないでしょ！」

　舞はしばらく考え込んでいたが、すぐに「どうしよう？」と涙なみだ目めで全員を見回した。

「まあ足りないものは仕方ないデスね。となると、誰だれかと誰かが一緒のベッドで寝るということになるわけデスか？」

「そ、そうね。でもその点は大だい丈じよう夫ぶよ。うちのベッド、大きいから」

「なるほど。では、誰が先生と一緒に寝るかデスが──」

「ちょっ!?　ど、どういうことですか！」

「え？　どうしマシた先生？」

「どうしたじゃないですよ！　なんで俺が誰かと一緒に寝るって前提になってるんですか！　こういう時は普ふ通つう女子同士でしょ!?」

「わかってマセんね先生は。こういうイベントは男女ペアじゃないとデスよ！」

　い、意味がわからん！　でも、なんで涼花も舞も異議を唱えない!?

「で、どうしマショうか？　私は全然ＯＫなのデスが」

「……私がお兄ちゃんと一緒に寝ます」

「す、涼花!?」

「さすがに男女一緒というのはマズイと思いますので。そ、それに私はお兄ちゃんとなら全然嫌いやじゃありませんから。お兄ちゃんもそれでいいですよね？」

　いいわけないだろ!?　と、口に出しそうになったが、涼花の強い視線に気づく。

　そ、そうだ。アピール的にもここはそれ以外ないんだったな……。

「あ、ああ、俺も涼花とならかまわない」

「んー、じゃあそうしマスかね。舞もそれでＯＫデス？」

「そ、そうね。まあそれが順当じゃない？」

　俺の焦りをよそに、あっという間にベッドの割り振ふりが決まってしまっていた。

　その時、なぜか涼花がほっと息を吐はいて胸をなで下ろす姿が見えた。




「こういう展開になるとは予想外でしたが、最悪の事態が回かい避ひされてよかったです。でもお兄ちゃん、ああいう場合はお兄ちゃんから言い出してくれないと困ります」

　寝室に入った後、涼花は顔を赤くして不ふ機き嫌げんそうに言った。

　確かに、ああいう想定外の事態に合わせられなかったのは俺が悪い。

「でもなんで、女子同士でっていう当然の提案は却きやつ下かされたんだろうな……」

「Ｗピースさんの言うことですから、まともに相手にしたって仕方がありません」

　それよりも、と涼花はベッドにポフッと腰こし掛かけ、

「きょ、今日はいろいろあって疲れてしまいました。もう寝るとしましょう」

　プイッとそっぽを向き、俺と目を合わせないようにそう言った。

「……そうだな。確かに疲れたよ。じゃあ俺はソファで寝るから、お前はベッド使え」

　押入れから毛布を取り出し、俺は備え付けのソファに向かう。

「ま、待ってください!?　どういうことですか！」

「いや、さすがに同じベッドはマズイだろ？　だから俺はソファで」

「だ、ダメです。せっかくのチャンス──ではなく！　そんなところで寝ては疲れが取れません！　明日以降の活動にも支障をきたします！」

　赤い顔で、なぜか慌あわてた様子の涼花はさらに続けて、

「そ、それにお兄ちゃんにはベッドで寝てもらわないと困ります！　そ、そうじゃないと取材ができないじゃないですか！」

「へ？　取材って……？」

「そ、そうです、取材です。さっきお兄ちゃんが書いたのは兄妹が一いつ緒しよに寝るシーンでしたよね？　あの場面が上手うまく書けないので、ちょうど取材がしたいと思ってたんです」

「いや、でも、あのシーンは普通に上手く書けてたと思うけど……」

「そ、そんなことはありません。今のままじゃ全然ダメです」

　涼花はダメダメと首を振るが、さすがに俺は躊ちゆう躇ちよする。

　取材なら協力しないといけないのだが、やっぱり兄妹とはいえもう子供同士じゃないんだから、一緒のベッドで寝るってのはマズイだろ……。

「な、なにをためらっているんですか。これは保険という意味もあるんですよ」

「保険？　なんの？」

「も、もしかしたら明日の朝、氷室さんが急に起こしに来たりするかもしれません。その時に一緒に寝てなかったら、妹好きとしておかしいということになるじゃないですか」

「確かにそれは……あるかも」

「そうです。十分あり得ます。ということで、お、お兄ちゃんは私と一緒に寝ないといけないんです！　も、もちろん取材と保険のために！」

　涼花は真っ赤な顔でそう言いながら、ポンポンとベッドを叩たたく。

「お前はそこまで考えてたのか……」

「そ、そうです。お兄ちゃんと一緒に寝る──ところを取材する！　機会なんて！　そうそうありませんし！　安全面も考こう慮りよした一石二鳥の考えといいますか！」

　これから寝るっていうのに無む駄だに気合の入ってる涼花。

　……なんか引っかかるが、でもそこまで考えてのことなら反対しきれない。

「わ、わかった……。じゃあ、いいんだな？」

「は、はい！　お、お手て柔やわらかにお願いします！」

　俺はベッドの右半分に寝ね転ころがると、涼花が緊きん張ちようした様子でもう半分に横たわった。

　枕まくら元もとにあった電灯のスイッチを押し、部屋を暗くする。

「……じゃ、じゃあおやすみ、涼花」

「おおおおやすみなさいお兄ちゃん！」

　な、なんかテンション高いが、ちゃんと寝られるのかお前……？

　いやまあ、そういう俺も緊張して落ち着かない気分なわけなんだけど。

　俺は涼花に背を向けるように横向きになる。

　……それにしても、涼花と一緒に寝るなんて、いつ以来だろうか……？

「……お兄ちゃん、寝てしまいましたか？」

「いや、まだベッドに入ってから一分ほどしか経たってないぞ……」

「そ、そうですよね」

　どうやら涼花も緊張しているらしい。するなって方が無理な話だ。

「……今日は、お疲れ様でした」

「……ああ。お前の方こそ疲れたろ？」

「そうですね。お兄ちゃんと旅行に来て、お兄ちゃんと海でボートに乗って、お兄ちゃんとお祭りを回って……、そして、お、お兄ちゃんにシャワーを……っ」

「そのことは悪かったってば！」

「と、とにかくいろいろあって、私も疲れました。でも、明日からはもっとがんばらないといけません」

「舞のことか……？」

　俺の問いかけに、涼花は「はい」と返した。

「明日からってのは、今までと同じように俺が妹好きだってアピールして、永遠野誓だって信じ込ませることだよな？」

「そうです。……なにか不満ですか？」

「いや、今日一日やって、しかもあいつの目の前で作品まで書き上げたってのに、結果はあの通りだっただろ？　デートでも散々アピールしてダメだったし、このままで本当にいいのかなって思って」

「この方法以外ありませんよ」

　涼花はハッキリと言った。

「氷室さんも言ってました。内容とお兄ちゃんの印象が合わないって。それはつまり、お兄ちゃんがまだ永遠野誓になりきっていない証しよう拠こではないですか」

「確かにそんなこと言ってたけど……」

「方向性は間ま違ちがっていないんです。お兄ちゃんが心から妹好きだって氷室さんにわからせれば、疑念は自然と晴れるんです」

　だから──と涼花は続ける。

「お兄ちゃんは永遠野誓というキャラと同化するくらいにならないとダメです。妹が好きで好きでたまらないと、お兄ちゃん自身が心から思わないと」

　理り屈くつはわかるし、俺もそうしないといけないって思う。でもな、やっぱりリアルにお前っていう妹がいるのに、心の底から本気でそんな風になれってのは……難しい。

「なにを悩なやんでるんです？　今回は演技なんですよ？　それでもダメなんですか？」

「そこはやっぱり、限度ってもんがあるだろ……」

　最悪、俺自身がリアル妹に手を出す鬼き畜ちく兄貴と思われるのは仕方がないとしても、涼花までもがそれの被ひ害がい者しやのように見られるのは我が慢まんできない。

　リアルで妹好きの兄というのは、そんだけ業ごうの深い存在なんだ。

「……どうしてですか。単なる演技でも無理なんですか……？　や、やっぱりお兄ちゃんは氷室さんのことが好きだから、躊躇しているんですか……？」

「……は？」

　急に話がぶっ飛んだ方向に行ったので、俺は呆あつ気けにとられる。

「なんでいきなりそんな話になるんだよ……。そんなことあるはずないだろ？」

　確かにあいつは超ちよう絶ぜつ美少女だけど、中身は単なるストーカーだ。恋れん愛あいに発展する余地がどこにある。……まったく、変なこと考えてるな。こいつらしくもない。

「でも、じゃあどうして妹を好きになってくれないんですか……？　もしかして、妹じゃダメなんですか……？」

　違うよ。妹だからダメなんだ。大切な妹だから、そんな目で見ちゃいけないんだ。

「うう……、やっぱりお兄ちゃんは、氷室さんのことが…………。はぁ……」

　涼花のため息が闇やみの中で揺ゆれた。

「このままだと、氷室さんはずっとあの調子なんですよ？　どうするんですか？」

　……確かに、それはその通りだと思う。俺のせいでこんなことになって、解決策も他ほかにはない。それでも──と、躊躇する資格さえないってことはわかってはいるんだ。

「もういいです。私は寝ます。おやすみなさい、お兄ちゃん……」

　涼花は、話はここまでという風にそう言って、最後に一言付け加える。

「…………お兄ちゃんのバカ」

　その言葉通り、俺は正しよう真しん正しよう銘めいバカ兄貴なのかもしれなかった。

















第四章　今なら言える。俺は妹が大好きだ！









「眠ねむれねえ……」

　俺は月明かりに薄うすく照らされた天てん井じようを見上げながら、そう呟つぶやいた。

　妹と同じベッドに寝転がって、かれこれ一時間近く経つ。もちろんこんな状じよう況きようで眠れるわけもなく、俺は涼すず花かを意識しないよう、居い心地ごこちの悪い時間を過ごしていた。

「すぅ……、すぅ……」

　そんな俺とは裏腹に、涼花はあれからすぐに寝ね息いきを立て始めた。

　……隣となりに俺がいるってのに、よくもまあ眠れるもんだと感心する。

　それだけ昼間の疲つかれがあったってことかもしれない。それは俺も同じことなのだが。

「はぁ……」

　仕方ない。無理に眠ろうと思っても、余計に目が冴さえるだけだ。

　こういう時にできることといったら、とりとめのない思考に身を任せるくらい。

「……にしても、心から妹好きに……か」

　昼間の作戦、舞まいの反応、そして涼花の言葉を思い出しながら、俺は口に出してみる。

　…………うん、ないな。何度考えたってそれはない。

　そりゃこんな緊きん急きゆう事態だから、イチャイチャ演技くらいならいくらでもするさ。

　でも、だからって俺自身が心からそんなことを思うなんてのは、あり得ない。

　ラノベやエロゲじゃないんだから、妹を相手にそんなアレなことなんて──

「んん……、おにぃちゃん……」

「うぉ……っ!?」

　と、いきなりそんな声が聞こえてきて、俺はビクッと身体からだを震ふるわせる。

　見ると、涼花が気持ちよさそうに眠りながら、むにゃむにゃと口元を動かしていた。

　……ね、寝言か。一いつ瞬しゆん起こしたのかと思ってビビったぞ……。

　にしても、さっきまで俺に背を向けていたはずなのに、いつの間にかこっち側を向いている。寝返りでも打ったんだろうが、なんかますます緊張してきた。

「い、いかん……。心を平静に……」

　俺は再び目をつぶり、思考へと戻もどる。えーと、……そうだ、問題は舞なんだ。

　あいつさえ、俺が永遠とわ野の誓ちかいだって信じてくれれば、全すべてが丸く収まるってのに。

　だが現実は逆。舞の疑念は晴れるどころか、一層（理り不ふ尽じんな推理で）強まるばかり。

　色いろ仕じ掛かけなんてことまでして、どうしてあそこまで必死なんだ……？

　やっぱり、どう考えたって今の舞はおかしい。その根本的なところを見直さないと、このまま妹モノを書くラノベ作家は──……長い。イチャイチャ作戦を続けていても埒らちが明かないんじゃないか？

「えへえへ……。ダメですよぅ……、おにぃちゃん……」

「……っ!?」

　また涼花の寝言。今度はちょうど合いの手になるような形で、さらに焦あせる。

　にしても、なんかほんのりうれしそうに笑ってるし、どんな夢見てんだ？

　内容から察するに、夢の中でも俺は怒おこられてるんだろうか……。

　……いやいや、涼花のことはなるべく考えないようにしないと、いつまでたっても眠れないじゃないか。自分の思考に集中、集中だ……。

　で、なに考えてたっけ？　忘れた。まあいい、なんか適当に思いつくことを……。

　……そうだよ。ラノベ大賞だよ。応おう募ぼ用原げん稿こう、どうすりゃいいんだ？

　舞のこととか、涼花の取材のこととかに追われて、結局全然進んでない。

　とはいえ、本当の原因は俺が書けないからってこと以外ないんだってわかってる。

　主人公に魂たましいが入ってない──評価シートも舞も、同じようなことを言ってたっけ。

　……ってことは、おそらくその指し摘てきは当たってるんだろうさ。

　でもな、当たってるんだろうが、じゃあどうすりゃいいんだって話なんだよ。

　何度自分に問いかけたって、答えなんて返ってくるはずもない。

　……ほんと、どうしようか。このままだと、初めて大賞応募を棄き権けんなんてことも──

「んん……、おにぃ……ちゃん……」

「またか……って、うわ……っ!?」

　もういい加減慣れてきた涼花の寝言を聞き流そうとした俺だったが、できなかった。

「な……っ!?　な……っ！」

　というのも、涼花が寝言と同時に俺に抱だき付いてきたのだ。

　しかも抱き付く部分は腕うでじゃなく、俺の首を抱かかえ込んで身体ごと密着させるような体勢だったため、俺は焦った。マジで焦った。

「お、おま……っ！　涼花……っ!?」

「えへ、えへへ……。おにぃちゃん……、えへへへへ」

　一方で涼花は、相変わらず夢の世界で楽し気に過ごしているご様子。

　……こ、こいつ、普ふ段だんからこんな寝ね相ぞうなのか!?　抱き枕まくらとか使ってたっけ!?

　い、いや、俺が涼花の睡すい眠みん事情とか知ってるわけないだろ！

　ってか、この状況で悠ゆう長ちようにそんなこと考えてる場合じゃねえ！

「あ、あのー……、涼花さん？　申し訳ありませんが、起きていただくことは……」

「んー……、おにぃちゃん……、えへへ……」

　……くそ、気持ちよさそうに眠ってるから本気で起こしにかかれない！

　だけど、そんな躊ちゆう躇ちよをしている間にも、事態はどんどんと悪化していく。

「あ、ちょ……っ！」

　涼花はグイグイと抱き付く力を強め、ますます摺すり寄ってくる。

　既すでに俺の腕を乗り越こえ、互たがいの身体と身体が密着状態だ。

　涼花の頭が俺の頭と肩かたの中間くらいにすぽっと収まり、そこからなんともいえない甘い香かおりが漂ただよってきて、頭がクラクラする。

　……いやいやいや！　なに考えてんだ俺は!?　妹の匂においを嗅かいでるってだけでも十分アウトなのに、なに変態的なことを考えてんの!?

　と、ととととにかくだ！　この状況はマズイ！　ヤバイ！　ダメだ！　一刻も早く脱だつ出しゆつしないと、いろいろと大事なものを失ってしまいそうな気がする！

「す、涼花……っ！　いい加減起きろ……っ！」

　俺は呼びかけながら、涼花の肩をつかんで軽く揺さぶってみる。

　本当は問答無用でひっぺがすのが上策だってのはわかっちゃいるが、妹相手に乱暴なことはできないのでとりあえずこうするしかない。

「んにゃ……、おにぃちゃん……、激しすぎますよぅ……。えへへへ……」

「なに言ってんだ！　それは悪夢だ！　正気に戻れ！」

　が、どうやら逆効果だったらしく、涼花は抱き付く力をさらに強める。

「はぁぅっ!?」

　しかもそれだけじゃなく、俺の身体にスリスリと頭を擦こすりつけてきたじゃないか！

　俺は思わず変な悲鳴を上げるが、願わくばその声で目が覚めて欲しかった。

「おにぃちゃん……、そんなことしちゃメッですよ……？」

「お前がメッだよ！　ってかどんな夢見てんだ！　いい加減起きてくださいよ！」

　……と、いや待てよ？　も、もし涼花が目を覚まして現状を把は握あくしたらどう思う？

　寝ぼけていたとはいえ、俺に抱き付いて頰ほおずりまでしてたなんて知ったら、涼花のことだから相当ショックを受けるんじゃないか？

　今は緊急事態だからイチャイチャ演技とかしてるけど、普段のこいつは基本的に俺のことを良く思ってないからな……。もしかしたら『恥はずかしくてもう生きていけません！　舌を嚙かんで死にます！』なんてことも……。

　……いやいや！　さすがにそれはない……とは言い切れねえええぇっ！

　こ、こいつは根がクソ真ま面じ目めで妙みように潔けつ癖ぺきなところもあるし、相手は他ほかでもない俺だ！

「や、ヤバイな……。やっぱ起こすのはなしで、なんとか別の──ひぅっ!?」

　と言いかけて、また悲鳴を上げる俺。

「……すんすん……、えへへへ……、おにぃちゃん、いいにおい……、えへ」

　というのも、涼花が俺の首元に顔を近づけ、すんすんと鼻を鳴らし始めたのだ。

　涼花の息いき遣づかいがダイレクトに伝わってきて、俺は思わず身をよじる。

　だが、それもガッシリと抱き付く涼花によって阻はばまれ、どうすることもできない。

　……ああああダメだ！　これはダメだ！　もうダメだ！　これ以上はダメだ！　もちろん今までもダメだったけど、さすがに限界を超こえている！

　脱出。その単語が頭に浮うかぶ。もうそれしかない。

「おにぃちゃん……、んん……」

　幸せそうな笑えみを浮かべながら、夢の世界に遊ぶ涼花。この笑顔を壊こわすことなく逃にげるという困難なミッションに、俺は急きょ着手せざるを得なくなってしまったのだった。




「……や、やっと抜ぬけ出せた」

　で、それからおよそ三十分後。

　俺は後ろ手でそっとドアを閉めると、ガクッと廊ろう下かの床ゆかに膝ひざをついた。

　……つ、疲れた。涼花を起こさないように細心の注意を払はらいながらの脱出劇に、俺はもう疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態だった。

　最初、少しずつ涼花の腕をどけようと思ったが、その作戦はすぐに失敗に終わった。

　その後ふとしたきっかけで、涼花の頭を撫なでると少しだけ抱き付く力が弱まるのを発見した俺は、それを利用して徐じよ々じよに縛いましめを解いていくことに成功。

　途と中ちゆうで、優やさしく声をかけるとさらに力が抜けていくことに気づき「す、涼花はいい子だな」とか「さ、最高の妹だ」なんて囁ささやきながら延々とナデナデし続けて、ようやくベッドから離はなれられた。

　念のため、俺の代わりに枕を身代わりに差し出しておいたから、涼花の安あん眠みんが阻そ害がいされるようなことはないだろう。ふう、ようやく一息つけた気分だ……。

「にしても、あいつってあんな抱き癖ぐせとかあったんだなぁ……」

　涼花の新たな一面を垣かい間ま見みたことはさて置き、これからどうしようか。

「……とりあえずトイレ」

　用を足し、顔を洗って気分を変える。

　どうしようかって考えたけど、ここは勝手も知らない舞の別べつ荘そうだ。

　部屋に戻って大人しく寝るくらいしか選せん択たく肢しはないんだよな……。

　仕方がない。ベッドで涼花と一いつ緒しよにってのはもう絶対無理なので、やっぱり備え付けのソファで寝よう──俺がそう結論を下して部屋に戻ろうとした時だった。

「──っ！」

　思わず息を吞のんで、足を止めた。部屋の前に人ひと影かげ。誰だれかがいる。

　気配を殺すようにその場にかがみこんで、ドアの向こう側の様子を探さぐっているらしい。

　……ど、泥どろ棒ぼうか？　だとしたら、あの中には今涼花が一人で……っ！

「この野や郎ろう！　なにしてやがる！」

　気がついたら俺は走り出し、その怪あやしい人影に飛びかかっていた。

「きゃっ!?」

　両りよう腕うでを摑つかんでその場に押し倒たおす。が、すぐに異変に気がついた。

　……なんか妙に華きや奢しやだし、振ふりほどこうって力も弱い。

　それに今「きゃっ!?」とか言わなかったか……？

　嫌いやな予感がしていると、こいつが持参したと思おぼしき懐かい中ちゆう電灯が近くに転がっているのが見えたので、俺はそれを手に取って人影に向ける。

「ちょ……っ！　ま、まぶしい！」

　すると、そこには見知った舞の顔が、涙なみだ目めで現れた。

「お、お前……、なにやってんだこんなとこで……」

「え？　そ、それは…………、ちょっとした散歩よ！」

　説得力ゼロ。いやマイナスの領域だな、これは……。

「……俺の部屋になんか用事でもあったのか？」

「な、なんのこと!?　わ、私は別にあんたの寝込みを襲おそって隠かくしてることを暴あばこうとなんてしてないんだからね!?」

「そんなこと考えてたのかよ!?」

　自分からベラベラとしゃべる舞のヘッポコさを気にする暇ひまもなく、その驚きよう愕がくの動機に思わずツッコまずにはいられない。

「そ、それでもダメなら悩のう殺さつしようと、ちょっとエッチな下着とか身に着けてきたりしてないんだから！」

「わかった……、わかったからもうしゃべるな……」

　俺はなんだか泣きたくなってきた。訊きいてもいないのに全部暴ばく露ろする舞と、こんなのに追われて苦労している自分が無む性しように悲しくなってきたのだ。

「……とりあえず、今部屋の中では涼花が寝てるんだから、夜や襲しゆうは勘かん弁べんしてくれ」

「わ、私の目当てはあんたなんだから、そうとわかってればこんなことしてないわよ」

　それも堂々と言うような台詞せりふじゃないぞ……と俺がため息を吐ついていると、

「……で、いつまでこうやってるわけ」

「こうって……」

　そこでようやく、俺が舞を押し倒しているという現状を思い出す。

「わ、悪い！」

「……ゆ、祐ゆうなら別にいいけど。でも、これでちょっとは悩殺されたりした？」

「あんまり図太すぎる神経もどうかと思うぞ……」

　な、なによ！　と顔を赤らめる舞だが、俺は謝って損した気分だった。

　そしてお互いが口を閉じると、しばらく沈ちん黙もくが辺りを包む。

「……ね、ねえ、祐はこれからどうするの？」

「そりゃ、部屋に戻もどって寝るつもりだったけど……」

「あ、じゃあ私も一緒に」

「いや、ついて来るなよ!?」

「い、いいじゃないのよ！　もともとはそういうつもりだったんだし！」

　もはや自分が夜襲を仕し掛かけに来たことさえ忘れてるんじゃないかって舞に、俺は何かを言い返す気力もなかった。

「……はぁ、なんにせよこれじゃ、おちおち寝てられる状じよう況きようじゃないな」

「あ、じゃあさ、ちょっとリビングにでも行かない？」

「リビング？」

「そ。なんか喉のども渇かわいたし、ちょっと休きゆう憩けいって感じで」

　舞の提案に、俺は「そうだな……」と頷うなずいていた。わずかに残ってた眠ねむ気けも完全に吹ふっ飛んでしまったし、舞と一緒とはいえ気分を変えた方がいいような気がしたからだ。

　俺達はリビングに向かうと、涼花が作り置きしていた麦茶をコップに注いで、どちらともなくガラス戸を開けて縁えん側がわに座った。

　青い月明かりが思った以上に眩まぶしくて、電灯をつける必要もない夜だった。

　冷えた麦茶を喉に流し込みながら、俺は「これからどうしよう……」と考える。

　もちろん、目下の問題はやっぱり隣となりにいる舞のことだ。

　流れで二人きりになってしまったが、どうせこいつのことだからまた永遠野誓の秘密とやらを教えろと迫せまってくるだろう。そいつをかわしつつ部屋に戻り、涼花を避さけつつ眠りにつくというミッションがこれから待ってるかと思うと……。

「…………」

　しかし、意外なことに舞はなにも言ってこない。

　ただ黙だまったまま、夜空に浮かぶ青白い月を見上げているだけだ。

　月明かりに照らされたその横顔は、元が超ちよう絶ぜつ美少女だってことも相まって、なんだかとても神秘的だった。じっと見ていると、どこか胸の鼓こ動どうが速くなってくるような。

　……って、なに考えてんだ俺は。さっき涼花が妙なことを言ったからか、変に意識しちまいそうになる。いかんいかん……。

「ねえ祐、いい加減あんたの隠してることを教えなさいよ」

　俺が自分の考えを振り払っていると、舞がポツリとそう言った。

　その台詞がいつも通りのものだったので、俺はなんだかホッとしてしまう。

　いや、安心してる場合じゃないってわかってるんだけど。

「だから何度も言ってるように、俺には隠してることなんてないよ」

「ウソ」

　やっぱり信じてもらえない。けれど、今回はなぜかそれだけ言って黙ってしまう。

　……なんだか調子が狂くるうな。

「なあ、なんでそんなに疑うんだよ」

「そんなの、私があんたの大大大ファンだからに決まってるでしょ」

「いつもならそれで納なつ得とくもできるんだろうけどな。……でも今のお前は、それだけで動いてるようには思えないんだよ」

　あんな無茶な色いろ仕じ掛かけとか、夜襲とかな。

「……べ、別にそんなことないわよ」

「大体さ、俺が永遠野誓だってことは、妹好きの度合いを見てりゃわかるだろ？」

「そりゃ、あんたが実際に涼花さんにまで手を出してる変態鬼き畜ちく外げ道どうクソ野郎だってことはよく知ってるわ」

「そいつはどーもありがとう！」

　血の涙が流れそうになったが、ここは耐たえる……っ！

「でも、やっぱりまだ何か隠してるような気がするのよね……」

「……それだ。その違い和わ感かんってのはどっから来てるんだよ。大体何か隠してるっていうならさ、俺じゃなくお前の方じゃないのか？」

「な、なによそれ」

　俺は勢いでそう言ったが、舞はあからさまに狼ろう狽ばいした様子だった。

　一いつ瞬しゆん迷ったが、俺は続ける。ずっと舞に対して抱いだいていた違和感。

　どうしてそこまで執しつ拗ように、ともすれば必死に、俺の秘密とやらにこだわるのか。

　それを改めて問いただす、またとない機会だと思ったから。

「……なあ、編集との打ち合わせでなんかあったのか？」

「っ!?」

　俺の問いに、舞はビクッと身体からだを震ふるわせる。

　それは、俺としては何気ない一言だったのだが……、まさか本当に……？

　サイン会が終わって週明けの学校が始まるまでの間に舞が変わってしまった理由があるのだとしたら、思いつくのはそれくらいしかないという程度の軽い質問だった。

　だが舞には効果があったらしく、その表情が苦しげに曇くもる。

「…………」

　舞は体育座りの体勢で両りよう膝ひざを抱かかえ、その間に顎あごをのせて、ジッと前方を見み据すえる。

　そうしてしばらくの間黙っていたかと思うと、やがてポツリと、

「……私はなにがなんでも、あんたの作品の秘密を知りたいの」

　まるで独り言のように、そう呟つぶやいた。

「だから、その理由を俺は──」

「うちってさ、結構お金持ちで、いわゆるハイソな家いえ柄がらってやつなのよね」

「……はぁ？　お前いきなりなにを」

　急に話が飛んだことに戸と惑まどっていると、舞はそんな俺にかまわず語り続ける。

「名門とか名家とかいうの？　私は興味ないからどうでもいいんだけど、まあそんな感じの家なの。だから私の両親も厳しくってさ。悪い人達ではないけど、伝統とか格式とかそういうのを何より大事にしてて、私とはタイプの違ちがう人達」

　その表情がどこまでも真しん剣けんで、俺はただ黙って話を聞くしかなかった。

「でもやっぱり家族だし、面めん倒どうくさい習い事とかさせられたりもしたけど、まあ一応折り合い付けながらやってたのよ。でもラノベのことだけはどうしても無理でね」

　舞はそこで、軽く笑った。どこか寂さびしそうな笑え顔がおだった。

「そんな低てい俗ぞくなものを読むなって、何度言われたかわからないわ。まあ私は心からラノベを愛してたから、一歩も引かなかったけどね。両親も勝手にラノベを捨てたりとかはしなかったし、時々叱しかる材料になってたくらい」

　でも、状況は変わったの──と舞は続ける。

「私がラノベ大賞を取って、作家としてデビューするってなった時にはさすがに猛もう反はん対たいされた。氷ひ室むろの娘むすめがそんな下らないことをってね。そこで徹てつ底てい抗こう戦せんよ。私は夢を諦あきらめるつもりなんてなかったから、頼たのみ込んだり説得したり開き直ったり……」

　懐なつかしそうに、少しだけ目を細める。

「で、とうとう両親も音を上げてね。好きにしろって。で、私はめでたくラノベ作家としてデビューできたわけ。あの時は、人生で最高に幸せな瞬間だったわ。これからラノベ界の頂点を目指してやる！　なんて意気込んでね」

　でも──すぐに最低の瞬間が訪おとずれた。

「デビュー作の『氷の魔ま女じよは笑わない』は、全然売れなかった。あえなく打ち切りになって、レビューサイトでもボロクソに書かれて、あの時は本当に悔くやしくて人生で一番泣いたかもしれない。……まあ私の中のラノべ熱はそんなことで消えたりしなかったけど」

「ご両親は……」

「もちろん、ラノベなんて下らないことにかまけるなって、ここぞとばかりに言ってきたわよ。そこでまた一ひと悶もん着ちやくね。ま、いろいろあって両親が折れて、私はラノベ作家を続けることになったわ。……しこりは残ったけどね」

　俺はふと、舞が高級マンションで一人暮らしをしていることを思い出した。

「なんとか続けさせてもらったけど、次はないって言われたわ。そんな状況だったし、ラノベが下らなくなんてないってことを証明して見返してもやりたかったから、私は必死で次回作に取り掛かかったの。それで出来上がったのが」

　──スカイ・マジック・ガーディアン。

　炎えん竜りゆう焰ほむらの出世作であり、十万部以上を売り上げた大人気ラノベだ。

「そいつは……、うれしかっただろうな」

「うん、うれしかったわ。……最初の内は、ね。でも、すぐに私は不安でいっぱいになった。冷静に見返してみると、ヒットはしたけど一作目の問題点を何一つ克こく服ふくできてないって気づいてしまったから」

「問題点？」

「一作目のレビューとか、当時の担当編集とかに指し摘てきされたのよ。主人公が弱いって。単に物語を進めるための操あやつり人形になってるってね」

　え？　待てよ？　それって、俺が今まさに抱えている問題点と同じじゃないか？

　ってか、お前が俺の原げん稿こうを見て指摘したのとも……っ!?

「私もそれは自覚してたの。二作目で乗り越こえようと思ってたんだけど結局ダメだった。でも、そんな作品が大ヒットでアニメ化なんてとこまで行ったんだから、皮肉よね」

　舞は自じ嘲ちよう的に笑う。普ふ段だんなら、自分の作品をこれでもかって自じ慢まんする場面なのに。

「私はなんとか問題点を克服しようと思ったけど、上手うまくいかなかった。それでも作品は売れるし、みんな面おも白しろいって言ってくれる。だから私もだんだん、このままでいいかなーなんて思い始めてたの。……でもそんな時、私は出会ってしまったのよ」

　そこで舞が視線を俺に向けた。

　……言わなくてもわかる。お前は出会っちまったんだよな。あいつの作品に。

「今までの自分が粉々になっちゃうくらい衝しよう撃げき的だった。これこそ私が求めてた理想のラノベだってすぐに確信できたわ。それくらいすごかったのよ、あんたの作品は」

「…………」

「好き勝手書いてるって一瞬でわかるのに、めちゃくちゃ面白い。キャラクターも立っていて、みんな生き生きしてる。……私の作品とは正反対に」

「……俺はお前の作品が好きだぞ」

「お、お世辞なんていらないわよ。……私もあんたみたいな作品を書いてみたいの。だから、私はあんたの全すべてを知りたい。ううん、知らないといけないのよ」

　……なるほど。こいつが熱ねつ烈れつなストーカーになった理由はわかった。

　でも、まだ足りていない。

「それだけじゃ、ないんだよな？」

「……最近、担当編集が替かわったのよ」

　舞の顔色が再び曇る。

「新しい担当は結構ズバズバ言ってくる人でね。まあ私の作品に愛着があるからこそ真剣なんだけど、結構危機感も持ってて」

「危機感？」

「今のシリーズさ、もうすぐアニメ化もされるのに、最近人気が落ちてきてるの」

　……え？　そ、それは初耳だぞ？　相変わらずの人気だって思ってたのに。

「で、緊きん急きゆうの打ち合わせをやったんだけど、そこで言われちゃったのよ。『炎竜先生の作品はキャラクター、特に主人公が弱いです』って、ハッキリとね」

「そんなことがあったのか……」

「なあなあで見て見ぬふりしてた問題が、一番苦しい時になって返ってきたってやつなのかもね。その問題点を克服しない限り、このままシリーズが尻しりすぼみで終わるかもしれないとも言われてさ。笑えない話よ」

　今、俺の中にあった疑問がようやく一つにつながったような気がする。

「……また打ち切りになんてなったら、今度こそ両親は容よう赦しやしない。絶対にラノベ作家を辞やめさせられる。……でも、そんなのは絶対イヤ！　だから、私はなんとしてでもこの壁かべを乗り越えないといけないのよ……っ！」

　でも、ずっと考えて考えて、考え続けても答えがわからなかった問題。

　それが、ここにきてすぐに解決するなんて奇き跡せきは起こらない。

　……そうか、だから舞はこう考えたわけだ。

「そのためには、理想のラノベ作家である永遠野誓の秘密を暴あばくしかないの！」

　わかった。ようやく理解できた。どうして舞があんなにも必死だったのか。

　自分が愛してやまない『ラノベ』を守るためだったんだ。

　……くそ、わかる。同じくラノベを心底愛する者として、痛いほどわかっちまう……。

「だから祐、お願いだからあんたが隠かくしてることを教えなさい！　それがきっと、私が求めてる答えに違いないんだから！」

　舞がグイッと近づいて、俺の胸むなぐらをつかむ。

　涙なみだ目めで、力が入っていない。それどころか、小刻みに身体が震えている。

「そ、それは──」

　一方で、俺はなにも答えられない。

　……当たり前だ。俺は本当の作者じゃないなんて口が裂さけても言えないし、かといってこいつを満足させられるような答えも持ち合わせちゃいないんだから。

　自分が代理人に過ぎないって事実が、これほど辛つらかったことは今までなかった。

「な、なんで何も言ってくれないのよ！　そりゃ自分でもむしのいいこと言ってるってわかってるけど！　でも、お願い！　私のこと、祐の好きにしていいから！」

「バ……っ！　お、女の子が軽々しくそんなこと言うんじゃねえ！」

「か、軽々しくじゃないもん！　私は本気だもん！　それに、祐にだったら……っ！」

「お、落ち着け！　目が血走ってるし、なんかハァハァ言ってるぞお前！」

「それくらいの覚かく悟ごだってことなの！　だからお願い！」

「ああもう！　無理！　無理なんだよ！　勘かん弁べんしてくれ！」

「な、なんでよ！　あんたは永遠野誓なんでしょ!?　それとも──本当に祐は永遠野誓じゃないっていうの!?」

「────っ!!」

　違う──と、そう即そく答とうするべきだった。でも、その時の俺にはできなかった。

　こいつの陥おちいっている苦境が大変なものだからってのもある。

　でもそれ以上に、舞の抱えている根本的な悩なやみ──主人公に魂たましいが入っていない──が、俺の今ぶつかっている壁と全く同じだってことが大きかった。

　それが、俺を一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよさせた。本当に誤ご魔ま化かしていいのだろうか、と。

　だが、その一瞬から生まれたわずかな沈ちん黙もくは、致ち命めい的てきだった。

「……え、祐？　な、なんでなにも言い返さないの？　ま、まさか本当に……？」
















　舞の目が大きく開かれ、胸ぐらをつかんでいた力がふっと弱まる。

「……そ、そんなことないよね？　祐は永遠野誓だよね？　さっき私の作品が好きだって言ってくれたのは、ウソじゃないよね……？」

「そ、それは──」

　……だから、なんで「そうだ」の一言が言えないんだ俺は……！

　舞はどこかすがるような目で俺を見つめていた。しかし俺が黙だまったままだとわかると、悔しそうに俯うつむいてワナワナと身体からだを震ふるわせる。

　そして涙目でキッと俺を睨にらみつけると、

「もういい！　……バカぁっ!!」

　それだけを言い残して、逃にげるようにリビングから出て行ってしまった。

　舞が去った後、俺はしばらくの間無言のままで身動き一つできなかった。

　しかし、やがて「はぁ～……」と盛せい大だいなため息を吐ついて頭を抱かかえる。

「やっちまった……」

　舞の疑念を、自分の手で決定的なものにしてしまった。

　いやそれよりも、舞を泣かせてしまったことの方が遥はるかに罪悪感が大きい。

　……くそ、あいつがあんな悲しそうな顔するなんて……っ！

　本当なら今すぐ追いかけて謝りたかった。でも、今の俺はあいつにかけるべき言葉を何一つ持ち合わせちゃいないんだ。

「……これからどうすりゃいいんだ……」

　どうするもなにも、やるべきことはなにも変わっちゃいない。

　俺が永遠野誓だってことを、なんとしても舞に信じてもらう。それだけだ。

　……とはいえ、もう今まで通りのやり方はできそうになかった。

　舞の疑念がほぼ確信に変わっちまっただろうってことはもちろんあるが、それ以上に、俺自身がそんなことはしたくないと思ってしまってることが大きい。

　別に永遠野誓の正体がバレてもいいなんて思ってない。

　そんな涼花を裏切るようなことは毛ほども考えちゃいないさ。

　……ただ、な。俺は舞の悩みを聞いちまったんだ。

　どうしてあそこまで必死になっているのか、その理由を知ってしまったからには、今までみたいに無理矢理に信じ込ませるような作戦は、俺にはもうできない。

　舞の悩みを無視するってことは、俺自身の悩みを無視するのと同じことだからだ。

　……そんなこと、できるわけねえじゃねえかよ……っ！

「……焦あせるな、焦るな俺……。こういう時こそ落ち着くんだ……」

　逆に考えてみれば、舞の疑念の根本的な理由はわかったんだ。

　それを解決しさえすれば全てが丸く収まるはず。……そうだ、それしかない。

　舞のため……、いや俺自身のためにも、そうしないといけないと、強く感じる。

　でも、どうすればいい？　方法なんて何も思いつかない。

　涼花に相談──はできないな。そうすると、あいつに俺自身の悩みも打ち明けることになる。……それはダメだ。評価シートの一件は、俺自身の力で乗り越えないといけない問題だ。いつか涼花に追い付くためにも、それだけは譲ゆずれない。

「でも、じゃあどうすれば……」

　口から出る言葉も頭の中も、堂どう々どう巡めぐりのグチャグチャだった。

　……ああくそっ、ダメだ……。少し頭を冷やそう……。

　俺は縁えん側がわから外に出て、置いてあったビーチサンダルを履はいて海岸へと向かう。

　潮風と月光にあたりながら、俺はすぅー……と大きく深呼吸をする。

　夜に冷やされた風と、涼すずしげな月の光が心地ここちいい。

「…………舞の悩み、か……」

　俺は夜空を見上げながら呟つぶやく。舞の悩み。主人公が弱い。俺と全く同じ悩み。

　その悩みは、俺がずっと直面し続けている越えられない壁でもある。

　このところずっと考え続けては答えが出ず、次回の応おう募ぼ作を絶望的な状じよう況きように叩たたき込こんだ全ての元げん凶きよう。それがここに来て、新たな方面から牙きばをむいてきた形だ。

　まるで双そう頭とうの蛇へびだ。根っこは同じなくせに、全く違ちがう方面から別々に俺を攻せめてきている。とはいえ、胴どう体たいは一つ。それを片付けることさえできれば全てが解決するのに。

「…………」

　でも、その方法が見つからない。結局はそこで詰つまる。

「強い主人公って、どうやればいいんだろうな……」

　虚こ空くうに向かって呟くと、頭の中で涼花の声が響ひびいた。「そんなの知りません！　私の作品は魔まがさして書いたものなんですから！」と。

　……いいよなお前は。それであれだけ上手うまく書けてるんだからさ。

　あいつの作品の登場人物はみんな生き生きしてるし、主人公も普ふ通つうにキャラが強い。

　舞があれだけ躍やつ起きになって秘密を探さぐろうとするのも納なつ得とくのいく話で──

「……って、待てよ？」

　冷静に考えてみれば、俺にはすぐ身近に見本になる主人公がいるじゃないか。

　涼花の作品の主人公がどうやって書かれているのか、それを探ればあるいは……？

「……いやいや、涼花にはそういった技法とかはないんだ。あいつはただ魔がさして、それに従って書いてるだけだって言ってたし」

　それであれだけのクオリティが出せているのもすさまじいが、とにかく意識的にしてないなら訊きいても無む駄だだ。それに、迂う闊かつにそんなことを訊たずねたら俺の悩みまで見み透すかされてしまう可能性がある。……あいつは本当に鋭するどいからな。

　だが──俺は自分で口にした言葉に引っかかっていた。

「魔がさして……って、どういうことなんだ……？」

　今まで深く考えてこなかったが、魔がさすって状態はつまり、いつもの自分じゃなくなってしまうってことだよな？

　うん、そりゃそうだ。いつもの涼花なら、あんな「お兄ちゃん好き好き！」ってなラノベを書けるはずがない。……つまり、執しつ筆ぴつ中は自分ではない何かになっている……？

　そういや涼花のやつ、何かに取り憑つかれたみたいなものだとも言ってたな。

　もちろんオカルト的な意味じゃなくて、それって要するに書いてる間はキャラクターになりきってるってことなのでは……？

「キャラクターに……、なりきる……」

　俺は半ば呆ぼう然ぜんと呟く。それは別に目新しい言葉じゃなかった。キャラになりきって書くなんて、ほとんど当たり前みたいなことだ。

　だが……、待てよ？　よく考えてみろ。




　俺は今まで一度でも、心からキャラクターになりきったことがあったか？

　それこそキャラが自分に憑依するくらいのレベルで？




「…………いや」

　……ないな。そこまで真しん剣けんに考えたことなんて一度もない。

　思えばキャラになりきったつもりでも、どこかストーリーに合うような言動をさせていた気がする。それこそ、まるで駒こまのように。

「あ……」

　心臓がドキドキしているのがわかる。いつの間にか呼吸が荒あらくなっている。

　……お、落ち着け。落ち着くんだ俺。キャラになりきるだなんてのは、それこそ小学生にだって言えるようなレベルのアドバイスじゃないか。真に受けるなよ？

　なんとか落ち着こうと、俺はわざとそんな茶化すような言葉を思い浮うかべた。

　しかしそんな軽い考えはあっという間に流されて、厳然とした事実だけが残る。

「俺や舞に足りなかったのって……」

　そうだと、なぜか確信してしまった。根こん拠きよも理由もなく、ごく自然に。

　キャラクターになりきる。たったそれだけの、単純明快なやり方。

　……だが、だが待て！　まだそれだけじゃ足りない！　問題なのは──

「俺に、そんなことができるのか……？」

　自分を消して、完全にキャラクターになりきる。

　言葉の上ではただそれだけの簡単なものだが、実際にやろうとしてできるものなのか？

　考えてみても不安しかない。なりきってるつもりでも、ただ空回るだけなのでは。

「い、いやいやいや……！」

　俺は慌あわてて首を振ふる。挑ちよう戦せんもせずに泣き言を言ってる場合じゃない。

　今自分が置かれてる状況には、もう躊ちゆう躇ちよしている余地なんてないんだ。




　悩みを抱えて苦しんでいる舞のためにも、俺のミスから出た作戦にがんばって付き合ってくれている涼花のためにも、そしてなにより俺自身のためにも、やるべきことがあるならやらないでどうするんだよ！




「…………はぁ」

　俺は大きく息を吐はき、覚悟を決める。

　キャラになりきる。心からなりきってみせる。……だが、どのキャラに？

　普通なら、今俺が書いてる作品の主人公ってところだろうが──なぜか頭に思い浮かんだのは涼花の作品の主人公である涼りようだった。

　妹である祐ゆう花かの兄。あからさまにお兄ちゃんラブな妹を目の前にしても、その異性としての好意に気づかないラブコメ主人公の鑑かがみである鈍どん感かん野や郎ろう。しかし常に妹のことを一番に考えて、心の底から大事にしている理想の『お兄ちゃん』。

　涼花の作品は何度も読み返した俺なので、自分の作品の主人公よりもはるかに愛着があった。しかもそのキャラクター性は隅すみから隅まで完かん璧ぺきに理解している。なりきるとしたらこれ以上のキャラはいない。

「…………」

　俺は目をつぶり、頭の中で涼花の作品を思い浮かべ、涼の全すべてをトレースしていく。

　平へい凡ぼんな高校一年生。だが、誰だれよりも妹のことを大事に想おもっている兄。妹の言動に翻ほん弄ろうされながらも、その好意に気づかないまま天然ジゴロぶりを発揮するシスコンの代表。

　普ふ段だんの俺とは正反対の性格。……だが、今はそんなことは関係ない。

　……ふと、世界から音が消えた。さっきまで聞こえていた潮しお騒さいがまるで聞こえてこなくなった。青白い月明かりも、どこか現実感がなくなって見える。

　俺は今、妹と海に旅行に来ている。だがその妹は、今部屋で一人ふて寝ねをしている。

　原因は俺だ。俺のせいで不ふ機き嫌げんになった妹を放置してしまっているわけだ。

　こういう時、涼ならどんな行動を取る？

「……そんなこと、考えるまでもないだろ」

　俺は駆かけ足で別べつ荘そうへと戻もどると、ビーチサンダルを脱ぬぎ捨てて階段を上るのだった。




　　　　★




「……ふぇ？　おにぃちゃん……？」

　ふと目を覚ますと、私は枕まくらに抱だき付きながら一人でベッドに寝ていました。

　部屋の中はシーンと静まり返っていて、私の他ほかには誰もいません。

　……お兄ちゃんがいない？　そのことに気づいた瞬しゆん間かん、私の意識は急速に覚かく醒せいします。

「お、お兄ちゃん……、どこに……!?」

　起き上がって時計を確かく認にんします。ベッドに入ってから二時間弱経たっていました。

　……お手洗いにでも行ったんでしょうか？　……いえ、違いますね。ベッドにお兄ちゃんのぬくもりが残っていません。少なくとも、いなくなってから三十分以上は経過しているはずです。

「ま、まさか……」

　そこで私はある恐おそろしい可能性に思い至りました。

　……もしかして、氷室さんのところに行っているのでは……？

　あ、逢あい引びき!?　逢引きですか!?　隣となりで私が寝ているのに手も出さずに!?

「や、やっぱりお兄ちゃんは氷室さんのことが……っ！」

　ゆ、許せません！　私はお兄ちゃんを探しに部屋から出ようと──した時でした。

「涼花！」

　バァンッと勢いよくドアを開けて、お兄ちゃんが戻ってきました。

「起きてたのか。ちょうどよかった」

「お、お兄ちゃん？　どこに行ってたんですか！」

　私はその勢いに少し驚おどろきながらも詰きつ問もんします。するとお兄ちゃんは「いや、ちょっと眠ねむれなくて……」と言葉を濁にごしました。……怪あやしいです！

「それより涼花、まだ怒おこってるのか？」

　……怒ってるというのは、寝る前にお兄ちゃんが煮にえ切らない態度だったことについてでしょうか？　もちろんそのことについても怒ってますが、今はそれ以上に、お兄ちゃんの怪しい行動が腹立たしいです！

「……ええ、怒ってます。私が寝ている間に、内ない緒しよで氷室さんと会っていたことも」

「あれ？　どうして知ってるんだ？」

　や、やっぱり逢引きしていたんですね！　まさかと思ってたのに！

　……ううう、ショックです。もちろんこんなことで私のお兄ちゃんへの想いは一いつ切さい揺ゆるぎませんが、お兄ちゃんはやっぱり氷室さんのことが……っ。

　私はショックのあまりベッドに戻り、その上で体育座りをしながら壁かべの方を向きます。毛布を頭からかぶって拒きよ絶ぜつのポーズもとります。

「……拗すねてるのか？」

「お、怒ってるんです！　私が子供みたいな表現をしないでください！」

　本当は拗ねています。お兄ちゃんに少しでもかまってほしくてやっています。

　自分でもズルイとわかっています……。でも、今はショックでこうすることしかできません。氷室さんに負けないよう、お兄ちゃんに振り向いてもらう努力をしないといけないってわかっているのに、私はなんて弱いんですか……。

「…………え？」

　そんなことを考えていると、なぜかお兄ちゃんが私の隣に腰こし掛かけました。

　そのお兄ちゃんらしからぬ行動に、私は戸惑います。

「な、なんですか。ちょっと距きよ離りが近いと思うんですけど」

「涼花、ごめん、俺が悪かった」

　な、なぜかお兄ちゃんがいきなり謝ってきましたよ？

　まさか、謝らないといけないほどやましいことがあったということですか!?

　……そ、そんな。せっかく代理人になってもらって、これから少しずつ妹を好きになってもらおうと思ってた矢先に……。

「お、お兄ちゃんは私の代理人を放ほうり出して、氷室さんを選ぶというんですか！　やっぱりお兄ちゃんは氷室さんのことが好きなんですか……っ！」

「なに言ってるんだ？　まだそんな勘かん違ちがいをしてるのか？　俺は別に舞が好きとかそういうことはないし、それにお前の代理人を放り出すつもりもないよ」

　私はチラッとお兄ちゃんを盗ぬすみ見ます。しかし、すぐに視線を逸そらして、

「う、ウソですね。そんなことを言っておきながら、内心では氷室さんのことばかり考えているに違いないです」

「もちろん舞の心配はしてるよ。でも、俺はそれ以上にお前の心配をしてるんだ」

「ふぇっ!?　い、いきなり何を言ってるんですか」

「大切な妹を不安にさせたことを後こう悔かいしてるんだよ」

「ふぇあぅっ!?」

　私はその言葉を聞いて、弾はじかれたようにお兄ちゃんの方に振り向きます。

　……な、ななな……？　お、お兄ちゃんは今なんて言いましたか……？

「た、たたた大切な妹……!?」

「当たり前だろ？　なに驚いてるんだ？」

「お、驚くに決まってるじゃないですか！　あ、あのお兄ちゃんがそんなことを……！　これは夢か何かですか!?」

「いや、夢じゃなく現実だけど」

「はっ!?　わ、わかりました！　そんなうれしいことを言って、氷室さんが好きだってことを誤ご魔ま化かすつもりですね!?　わわわ私は騙だまされませんよ!?」

「だから、そんなことはないんだって。俺はいつだってお前のことが最優先だよ」

　わ、私が最優先!?　お、お兄ちゃんが……、私を……？

　それって、それって……、私のことが一番……。えへ、えへへへへへ……。

「……はっ!?　い、いえ、そんな幸せなことがあるはずないです！　わ、私を油断させようという魂こん胆たんですね!?」

　あ、危ないところでした……。こ、こんなことで誤魔化されたりなんてしません！

「……困ったな。どうやったら信じて……、というか、許してもらえるんだ？」

「ふ、ふん！　口でならなんとでも言えるんです！　もし本当だと言うのなら、行動として見せることができるはずです！」

「行動？」

「そ、そうです。本当に氷室さんのことをなんとも思ってなくて、妹のことが大切だっていうなら、もっと妹好きとしてイチャイチャできるはずです」

　私はハッキリとそう言い切ります。これまでのお兄ちゃんの様子を見ると、そんなことは不可能だってわかってますからね。

「なるほど……。わかった。なにをすればいい？」

「ほら、やっぱり無理なんじゃ──……え？」

　い、今お兄ちゃんはなんて言いました……？

「いや、だからどういう風にイチャイチャすれば許してくれるんだ？」

「え？　え？　ほ、本当に、ですか？」

「当たり前だろ？　それで涼花が納なつ得とくするなら、俺はなんでもやるぞ」

　だ、だから、なんでもとかそういうことを軽々しく言わないでください！

　いろんな妄もう想そうが浮うかんでドキドキしてしまうじゃないですか！

「きゅ、急にどうしたっていうんですかお兄ちゃんは……。でも、じゃあ、そうですね。あ、頭をナデナデとか……？」

「なんだ、そんなことなら」

　お兄ちゃんは私の頭に手を置くと、優やさしく丁てい寧ねいに撫なでてきました。

「ふ、ふああああああああぁ!?　ど、どどどどういうことですか!?　ふ、普段ならもっとこう、ぎこちないはずなのに……!?」

　な、なんですかこの淀よどみのない動きは!?　ボートの時とは全然違います！　あの時も気持ちよかったですが、今はそれ以上に……、はううぅ……っ！

「妹の頭を撫でるくらい普ふ通つうだろ？　これくらいならいつでもするさ。ほらナデナデ」

「ふあっ!?　にゃうっ!?」

「どうだ？　これで許してくれたか？」

　お兄ちゃんは優しい笑えみを浮かべながらそんなことを訊たずねてきますが、私はあまりの幸福感でそれどころではありません。

　は、はにゃ……、ふにゃ……。お兄ちゃんが変です……。こんなのって、まるで私がいつもお兄ちゃんノートに書いてるようなシチュエーションじゃないですか……。

「なんだ、まだダメなのか？　他に何をすればいい？　涼花に許してもらうためなら、なんだってやるからさ」

　私がぼんやりしていると、お兄ちゃんはさらに畳たたみかけてきます。

　こ、こんなのおかしいです……。もちろん最高に幸せで、ずっとこんなお兄ちゃんでいてほしいですけど！　で、でもやっぱり変ですよ……！

　こ、これはあれですか？　私を籠ろう絡らくして誤魔化すためのこざかしい作戦ですか!?

　い、いえ、きっとそうですね！　じゃないとお兄ちゃんがこんな…、えへへ……。

　と、ダメです！　気をしっかり持つんです私……！

「……そ、そうですね。じゃあ次は、私をだ、抱だっこしながら頭を撫でてください。さ、さすがにこんな無茶苦茶なことをお兄ちゃんができるとは思えませんが……」

「ＯＫ、わかった」

「え？」

　これは無理でしょうと思っていた要求が受け入れられ、私は呆ぼう然ぜんとします。

　そうしている間に、お兄ちゃんは私の背中にそっと腕うでを回すと、まるで小さな子をあやすようにポンポンと優しくたたきながら、もう片方の手で頭を撫でて、

「これでいいか？　まったく涼花は甘あまえん坊ぼうだなぁ」

「にゃあああああああああああああああああああああああああああああああぁ!?」

　私は思わず絶ぜつ叫きようしてしまいます。

「にゃ!?　にゃんで!?　こんな!?　お兄ちゃんが!?　あう!?」

　私の混乱をよそに、お兄ちゃんは黙だまって手を動かし続けます。

「どうしたんだよ、そんなに慌あわてて」

「いえ、あの、だって!?　こ、こんな幸せな妄想みたいなことが現実に!?　ど、どうしてこんな!?　はうううううぅ……！」

　顔がかあっと熱くなって、身体が勝手に縮まってしまいます。しかし、そんなガチガチに緊きん張ちようした私を解きほぐすように、お兄ちゃんは優しく撫で続けます。

「涼花がこうしてくれって言ったんじゃないか」

「そ、そそそそれはそうですけど!?」

「妹の頼たのみを兄が断れるはずないだろ？　もちろん限度はあるけど、でもこれくらいなら普通だよ。なにせ涼花は甘えん坊だからな」

「はぅ……」

　身体中に甘い感覚が走ります。胸がきゅうっと切なくなります。

　私は恐おそる恐るといった感じでお兄ちゃんを見上げると、
















「……ほ、本当、なんですか？」

「え？」

「わ、私が最優先だって……、妹が一番だって……、氷室さんよりも……」

「まだ信じられない？」

「い、いえ……。じゃあ、あの、最後にもう一つだけお願いを聞いてくれたら、私も信じられる……かもって、その、思うんですけど……」

　実はもう、幸せ過ぎていろいろとどうでもよくなってるんですけど！

　で、でも、せっかくの機会だからと、私は自分の願望を言ってみます。

「あ、ああああの、その、お、おでこに……」

「ん？　おでこに？」

「おおおおでこに、あのその、ちゅーをしてくれれば……」

「え……？」

　お兄ちゃんがキョトンとした顔をしています。……あうあう、わ、私は一体何を！

「あうう！　や、やっぱり聞かなかったことにしてください！　忘れてください！」

「……いや、いいよ。わかった」

「ええ!?　いや、あの、だから！」

「兄妹きようだいだから、さすがに本当のキスはダメだけど、おでこくらいならかまわないと思う」

「ほ、ほほほ本気ですか!?」

「ああ、おまじないみたいなものだよ。それに」

「……そ、それに？」

「大切な妹のお願いを断るわけにはいかないだろ？」

　そのお兄ちゃんの笑顔を見た瞬しゆん間かん、私の全身からカクッと力が抜ぬけました。

　……も、もう何も考えられません。お兄ちゃん、私を好きにして……。

　おでこにかかる前まえ髪がみを、お兄ちゃんの右手が優しく押しのけます。

　そしてお兄ちゃんの顔が近づいてきたかと思うと、触ふれるか触れないかくらいの微かすかな強さを伴ともなって、甘い感かん触しよくがおでこに走ります。

「……えっと、これでいいかな？」

　照れ笑いを浮かべるお兄ちゃんをしばらく無言で見つめた後、




「────────────────────────────っっっっっ!?!?」




　声にならない絶叫が口から飛び出して、私は壊こわれてしまったのでした。




　　　　★




「えへ、えへへへへへへへ、えへへ、お兄ちゃんが……、えへへへへへ……」

「…………」

　俺はベッドに涼花と並んで座りながら、さっきまでの自分を思い返していた。

　なにをしていたか、ハッキリと覚えている。忘れられるわけもない。

　俺は涼花の作品の主人公である涼になりきっていた。

　妹からの異性としての好意にはまるで気づかないくせに、妹を心底大事に思っていて結局はリアクションが全部イチャイチャになってしまうというキャラクターだ。

　俺のさっきまでの行動はまさにその通りで、思い返すと恥はずかしさで死にたくなる。

　あ、頭ナデナデはともかく、妹と抱っことかでこちゅーとか……ねーよ！

　……い、いやまあ落ち着け。とりあえずそのことは置いておこう。

　重要なのは、俺はキャラになりきれていたということだ。

　あの時の感覚、考えていたこと、取った行動。

　そういったものを文章にすれば、おそらくそのままで作品になるだろう。

　主人公として物語の世界に入り込めば、リアリティが出るのは当たり前。とはいえ、それが実際にできたというのは衝しよう撃げき的な体験だった。

　俺自身が主人公になれば、駒こまに成り下がるなんてそもそもできるはずもない。

　その確信を持つことができて、俺は興奮に打ち震ふるえていた。

　ずっと目の前に立ちはだかっていた壁かべを突とつ破ぱしたような感覚。

　俺は自分の成長を実感するかのように、グッと手のひらを握にぎりしめた。

　……とはいえ、だ。

「えへ、えへへへ……」

　俺は相変わらず壊れたままの涼花に目を向ける。

　事前に何の説明もなしにあんなことに付き合わせてしまった罪悪感がすごい。

　そりゃこうなるのも無理ないよな……。涼花は別にお兄ちゃんが好き好きって作中の妹キャラじゃないんだ。作戦でもないのにあんなイチャイチャに付き合わせちまって、トラウマとかになってなきゃいいんだけど……。

「あの、涼花……？」

　とりあえず、俺は涼花に謝ろうと思って声をかける。

「えへへ……、にゃんですか？」

　……な、なんかまだふにゃふにゃしてるけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか……。

「あー、その……、さっきのことは本当にごめん。でも、言い訳にしか聞こえないかもしれないけど、俺なりの事情があったんだ。だから、説明させてくれ」

「えへへ、そうにゃんですか」

「……強い主人公ってなんだろうってずっと考えてて、それでやっとさっき、答えらしきものを思いついたんだ。そのキャラになりきることなんじゃないかって」

「えへへ、そうにゃんですか」

「それで、実際にキャラになりきってみようって考えたんだ。思いついたのがなぜかお前の作品の主人公でさ。俺は涼のつもりになって、妹のお前を怒おこらせたままだってことに気がついたら身体が勝手に動いたんだ」

「えへへ、そうにゃんですか」

「だからさっきまでのは、あくまでも涼だったらこうするって行動で、俺が本当に妹が好きだからとかそういうのじゃないから、そこは安心してくれ。……でも、キャラになりきるって考え方は、強い主人公を書くために必要なことだって確信は持てたんだ」

「えへへ、そうにゃんですか」

「あとは舞にもそのことを教えてやれば、あいつの疑念も晴れると思う。……けど、正直今迷ってるんだ。舞はなんだかんだでプロの作家だ。そんな相手に、俺なんかが思いついたことで軽々しくアドバイスしていいんだろうかって」

「えへへ、そうにゃんですか」

「…………なあ、さっきから思ってたけど、俺の話聞いてるか？」

「えへへ、はい、聞いてますにょ？」

　緩ゆるみきった笑え顔がおで答える涼花に、俺はものすごく不安な気分になる。

　……どう考えても聞いてないと思うんですが……。ってか、にょってなんだよ……。

「私はお兄ちゃんがにゃにをためらっているかわからにゃいです」

「にゃに……、じゃなくて何をって……。だから、俺なんかのアドバイスを──」

「お兄ちゃんは『なんか』じゃにゃいです」

　涼花は相変わらずふにゃふにゃしたままだったが、その声はハッキリと響ひびいた。

「お兄ちゃんは私のお兄ちゃんです。そしてにゃにより、お兄ちゃんは永遠野誓です。にゃん度も言ってるじゃにゃいですか？」

「で、でもだな……」

「でもじゃにゃいです。自信を持ってください。お兄ちゃんが妹好きだってことはたっぷり伝わってきましたけど、まだ永遠野誓になりきれてにゃいです」

　永遠野誓になりきる──その言葉に、俺はハッと息を吞のんだ。

　……そうか。作中の主人公になりきるのも、リアルで作家になりきるのも、キャラを演じるって意味じゃ同じじゃねえか……っ！

　そう気づいてみれば、俺は確かに永遠野誓になりきれていなかった。

　今までの演技を思い返してみると、我ながらボロボロ過ぎて話にならないと思える。

　自分は妹好きなんかじゃないからって言い訳が常に心の奥底にあって、だから言動がぎこちなくなる。あれじゃあ舞が納なつ得とくしないのも当然だ。

「そうか……、そうだったんだ……。お前はそのことに気づいたうえで、永遠野誓を演じ切るしかないって言ってたのか……」

「えへえへ……、え？　にゃんですか？」

「わかったよ涼花……。今まで俺が鈍にぶかったせいで、随ずい分ぶん迷めい惑わくかけちまったな……。だけどもう大丈夫だ。今なら俺はきっと永遠野誓になりきれると思う！」

「いえいえ、迷惑どころか私は今すごく幸せにゃんですけど」

　涼花はえへえへと笑いながらなにやら言っているようだが、俺はもう聞いちゃいなかった。ただ永遠野誓になることだけに集中していた。

　……これまであった抵てい抗こうが、今はまるで感じられない。自分が永遠野誓だってことに一いつ切さいの疑問を抱いだかない。俺は今になってようやく、正しよう真しん正しよう銘めいの永遠野誓になれた気がした。

「……よし。じゃあ、俺が今すべきことはなんだ……？」

　考えるまでもない。舞の疑念を解くこと。あいつの悩なやみを解消してやることだ。

　俺と同じ悩みを抱かかえているやつに、俺が導き出した答えを教えてやればいいんだ。

　……永遠野誓の秘密を教えろだって？　ああ、俺がいくらでも教えてやるぜ！

「ちょっと舞の部屋に行ってくる」

　俺はそう言ってベッドから立ち上がると、ドアの方へと向かった。

「えへへ……、え？　お、お兄ちゃん？　ひ、氷室さんの部屋って──」

　ふにゃふにゃしてた涼花が、慌あわてた様子で俺を引き留めようとする。

　……わかってるって。俺が永遠野誓になりきれてるかどうか心配してんだろ？

「安心しろ涼花。今の俺は永遠野誓だ。もう大丈夫だからな」

「いえ、あの、そういうことじゃなくて、こんな夜よる遅おそくに氷室さんの部屋に──」

「なんだ、まだ不安なのか？　……じゃあ証しよう拠こを見せてやる」

　俺は涼花と正面から向かい合うと、その目をしっかりと見み据すえて口を開く。




「今なら胸を張って言える。俺は、妹のことが大好きだ！」




　それは永遠野誓というキャラにとっては当たり前の台詞せりふだった。

　それが何の淀よどみもなく口から出てきたことに、俺は確かな手ごたえを感じる。

「……ふぇ？　す、好きって……、すすすす好き!?　お、お兄ちゃんが!?　わ、私を!?　ふぇううううううううううううううぅっ!?」

　涼花は俺の言葉に真っ赤な顔で絶ぜつ叫きようすると、呆ぼう然ぜんと俺を見つめた。

　……ん？　思ってた反応と違ちがうな。

　てっきり「お兄ちゃんはちゃんと永遠野誓になりきれてますね！」って感じのお墨すみ付つきをもらえると思ってたんだが。……まあいい、とにかくこれで信じてもらえただろ。

「じゃあ、今度こそ舞の疑念を晴らしてくるからな」

　俺はなぜか「あうあう」とうめいている涼花を残して部屋を出た。




「おーい、舞！　まだ起きてるか!?」

　俺は舞の部屋のドアを遠えん慮りよなくノックする。もう深夜と言っていい時間帯なのだが、そんなことはおかまいなしだ。

「ちょっと、うるさくしないでよ！」

　すぐに舞が出てきた。不ふ機き嫌げんそうな態度で俺を睨にらみつけてくる。

　寝ね起おきって感じじゃないし、部屋には電気もついている。

　おそらく原げん稿こうの執しつ筆ぴつでもしていたのだろう。ちょうどいい。

「……あんたから訪ねてくるとかどういうつもりよ」

　あんなケンカ別わかれみたいになった相手の方から訪ねて来たことに、舞は少し困こん惑わくしているようだ。だが俺は答えずに「入るぞ」とだけ言って室内に足を踏ふみ入れた。

「あ、な、なんなのよ！　ちょっと、何の用なの？」

　舞は俺に主導権を握られているからか、若じやつ干かんオロオロしている。

　俺はそんな舞に向き直ると、いきなり本題を切り出した。

「今から特別に、永遠野誓として俺の作品の秘密をお前に教えてやる」

「……え？　秘密って……。ええええ!?　い、いきなりどういうこと!?」

「なんで驚おどろいてるんだよ。俺の秘密を暴あばくんだってお前が言ってたんだろ？」

「そ、それはそうだけど！　じゃなくて！　祐は永遠野誓じゃないんでしょ!?」

「俺は本物の永遠野誓だ」

　俺は舞を挟はさみ込むようにして、両手を壁につけた。

　いわゆる世間一いつ般ぱんでいうところの壁かべドンってやつだ。

「え？　え？　な、なにこれは!?　ゆ、祐!?」

「いいか、よく聞いてくれ」

　頰ほおを染めて慌てた様子の舞だが、俺は気にせず真しん剣けんな口調で続ける。

「お前が知りたがってた永遠野誓の秘密……。つまり、今のお前に足りないものはな、キャラクターになりきって書くってことなんだ！」

「は、はぁ!?　深夜に部屋に来ていきなり壁ドンしてきたかと思ったら、あんた何言ってんのよ！　キャラクターになりきって書くなんてそんなの当たり前じゃない！」

　舞は憤ふん慨がいした様子で、

「ちょ、ちょっと期待したのに……！　あ、もちろん秘密を教えるって言うからよ？　壁ドンのことじゃないからね!?　で、でも期待外れもいいとこよ！　そんなことなら今だってやってるんだから！」

「いや、できてない！　全然努力が足りてない！」

　俺がバッサリと言い切ると、舞は「な……っ!?」と絶句する。

「いいか、キャラになりきるってのはそんな簡単なことじゃないんだ。俺だって、気を抜ぬくとすぐにダメになっちまうくらい厳しいものなんだよ。そのわかりやすい証拠が、学校でお前が見た原稿だ」

「え？　あ、あれってそういうものだったの……？」

「そうだ。俺は自分への戒いましめにと、失敗原稿を持ち歩いていたんだ。常にプロとしての心構えを忘れないことが重要だからな。……それに、お前にもそのことに気づいてほしいと思ったってのもある」

「え？　それってどういう……？　はっ!?　ま、まさか、私があの原稿を見たのは、最初からあんたが仕組んだこと……!?」

「……ああ、その通りだ」

　俺が大おお仰ぎように頷うなずくと、舞はガーンとわかりやすく打ちひしがれる。

「実は、お前が執筆活動に悩んでることは前々から気づいてたんだ。だが同じラノベ作家として、それを表立って指し摘てきすることはできない。だからわざと失敗原稿を見せたり、涼花とイチャつくところを披ひ露ろうしたりしたんだ」

「あ、あのわざとらしいデートとかも、そのつもりで……？」

「そうだ。この合宿だって、自分の取材のためじゃなくお前のために参加したんだ」

「ぜ、全然気がつかなかった……」

「お前は俺の作品の秘密を知りたがってたけど、実際は秘密と言えるほどのものはない。ただ、俺は自分の作品を書く時は常にキャラに──特に主人公になりきってる。お前はたぶんそういうところが気になってたんじゃないか？」

「で、でもそんな単純な──」

「ただし、なりきるっていってもレベルが違う。書いてる時は、本当にその本人になりきるんだ。それに、たとえそれが共感できないキャラだとしてもなりきるよう努力しないといけないんだ。それが、プロ作家の務めなんだよ」

「プロ作家の……」

　舞は俯うつむきながら、俺の言葉を繰くり返し呟つぶやく。

「俺は、お前ならできるって信じてる。今でもあれだけ面おも白しろい作品が書けてるんだ。できないはずがない。……だから、諦あきらめるなよ！　自信を持て！　お前は永遠野誓のライバルなんだろ！」

　そこで俺は口を閉じた。言うべきことは全すべて言い尽つくしたからだ。

　舞はなにも答えない。無言のまま、じっと俯いたままでいる。

　どれくらいそうしていたかわからない。しかしやがて舞がポツリと、

「……どうして？」

「なにがだ？」

「どうして祐は、私にそこまで言ってくれるの……？」

　潤うるんだ瞳ひとみで俺を見上げる舞。

「どうしてって、お前が困ってるのに、放ほうっておけるわけないだろ？」

「なんで私のこと、そんなにまで気にかけてくれるの……？　こんな深夜に私のために来てくれて、しかも、か、壁ドンとか……！」

「お前が俺と同じ志を持つラノベ作家だからだよ。それに──」

　俺と全く同じ悩みを抱えていたから。……と、これは永遠野誓としては言えない。

「それに……？」

「……それに、俺はお前の作品が好きだから、続きが読みたいんだよ！」

　代わりに口にした言葉には、なぜか今までで一番力がこもっていた。

　……多分それは演技でもなんでもなく、本心から出たものだからだろう。

「わ、私の作品が……？」

「……ああ。さっきも言ったけど、ウソじゃないからな」

　舞はまた俯いて黙だまってしまう。

　しかしすぐに俺の胸に両手を当てると、そっと優やさしく押し返した。

　俺は壁ドンの姿勢をやめて、舞を見つめる。すると舞は勢いよく顔を上げて、目め尻じりに涙なみだを浮うかべながらも、真っ赤になった顔に不敵な笑えみを浮かべた。

「……わかったわ」

「え？」

「わかったわよ！　やってるわよ！　永遠野誓に──ううん、祐にそこまで言ってもらいながら、このまま引き下がれるもんですか！」

　舞は大きな声を出しながら、机の上にあったノートＰＣを起動させる。

「主人公になりきる……ね。上等じゃない。なりきってみせるわよ！　それで編集をギャフンとうならせて、二度とキャラが弱いなんて言わせないんだから！」

　そう言って、椅い子すに座ってキーボードを勢いよく叩たたき始める舞。

　俺はその急激な変化に呆あつ気けに取られていたが、

「……もう、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「当たり前よ！　あんたから直々にアドバイスを受けたのよ!?　それを生かせずに一番のファンもあんたのライバルも名乗る資格はないわよ！」

　ノートＰＣの画面から目を離はなさず、舞は力強くそう答えた。

　俺はその様子を見て、ふっと軽く息を吐はく。

　カタカタとキーボードを叩く音を背に、俺が部屋から出て行こうとすると、

「ねえ、祐」

　呼び止められた。ドアノブを握にぎりながら振ふり向く。

「……あ、あんたさ、私の作品が好きなのよね？」

「ん？　ああ、もしかしてまだ疑ってるのか？」

「し、信じてるわよ。あんたがそう言ってくれたんだから……。次の巻、絶対に面白く書き直してみせるから。……だから、ちゃんと楽しみに待っててよね！」

　舞は俺の方を向こうともせず、しかし顔を真っ赤に染めながらそう言った。

　俺はなんだか微笑ほほえましい気分になりながら「ああ」と返して、部屋を後にする。

「……好きって言ってくれて、ありがとうね。祐……」

　ドアを閉める瞬しゆん間かん、そんな言葉が聞こえた気がした。




　　　　▼




「……よくまあ、あれだけ適当なことが言えるものですね」

　舞の部屋から出た瞬間、声をかけられてビクリと背筋を伸のばす。

　振り返ると、涼花が呆あきれた表情を浮かべて腕うでを組んでいた。

「お、お前、まさか聞いてたのか？」

　そう口にした瞬間、俺は自分が永遠野誓から永なが見み祐へと戻もどったのを感じた。

「こ、声が大きくて外からでも普ふ通つうに聞こえていましたからね。こんな夜よる遅おそくに女の人の部屋に行って、なにか間違いでもあったら大変ですし」

「あ、ああ、なるほど……」

　涼花はそう言ってプイッとそっぽを向く。

　不機嫌なんだろうか……と思っていると、涼花の表情がニヘラと緩ゆるんだ。

「ま、まあ心配なんてしてませんけどね……。お、お兄ちゃんは妹が最優先ですし、妹一筋ですし……。さ、さっきなんて告白もされて……、えへ、えへへ……」

「えーと……」

　なにやらわけのわからないことを呟きながらニヤニヤしている涼花。

　だが俺はそれどころじゃなかった。自分に戻った瞬間、さっきまでの言動を思い出してものすごい罪悪感と羞しゆう恥ち心しんに襲おそわれた。

「……ああ、とんでもない口から出まかせを言っちまった……」

「原げん稿こうを見られたミスやデート作戦のことまで、全部氷室さんのために仕組んだことだったなんて言ってましたもんね。しかも一いつ切さいの淀よどみなく」

「うう……、なんつーかすまん……。本当にすまん……。あの時は永遠野誓になりきってて、自然とそんなことが口から……」

「いえ、私に謝られても困るんですが……」

　本当は舞に謝罪したいところだが、無理だからな……。

「それに、氷室さんはお兄ちゃんの言葉に満足したんでしょう？　だったらいいじゃないですか。それこそお兄ちゃんが永遠野誓になりきれた証あかしです」

　涼花にそう言ってもらって、俺は少しだけ気持ちが軽くなる。

　だけど──それで済まないこともある。

「ごめん、涼花！」

「え？　だ、だから私に謝られても」

「いや、お前にも謝ることがあるんだ。俺がもっと早く永遠野誓になりきれてたら、涼花を変な作戦に付き合わせて迷めい惑わくをかけることもなかったわけだし……」

「そ、それこそ謝られることじゃありません。……それに、私としてはお兄ちゃんといっぱいイチャイチャできて幸せで……」

「……それに？　なんだって？」

「な、なんでもありません！　と、とにかく、私は迷惑だなんて全然思ってませんから、気にしないでください！」

　涼花は俺から視線を外して、赤い顔でそんなことを言ってくれた。

　……まったく、俺の妹さまは本当に人間ができてる。

　普ふ段だんは容よう赦しやないけど、こういう時はちゃんと許してくれるんだからな……。

　そんなことを考えていると、俺はふっと身体からだが軽くなったような気がした。

　きっと、ここ数日背負い続けてた重荷を降ろしたからだ。舞の疑念を晴らして、その過程で俺自身が抱かかえていた悩なやみも解決して──

「……って、待てよ？」

　……いや、そうだった。肝かん心じんなことを忘れてた。

　今回の出来事の根本中の根本が、まだ残ってるじゃないか。

「あ、お兄ちゃん？　待ってください、どこに行くんです」

「部屋に戻る」

　その言葉通り俺は自室に戻ると、備え付けのテーブルに持参したノートＰＣを置いて文書作成ソフトを立ち上げた。

　そう、俺自身の応おう募ぼ用原稿がまだ残っているのだ。

　締しめ切りは間近。出来上がってるのはプロットのみで、本文の進しん捗ちよくはゼロ。

　絶望的な状じよう況きようだが、俺はもう焦あせっちゃいなかった。

　悩みを克こく服ふくした今なら、きっと書けるに違ちがいない。そんな確信があった。

「こんな時間から原稿を書くんですか……？」

　俺に続いて部屋に戻ってきた涼花が訊たずねる。

「ああ、仕方なかったとは言え舞にあんな大口を叩いたんだ。俺もがんばらないと申し訳が立たないからな。……って、そうか。すまん。お前は寝ねるよな？　じゃあ俺はリビングにでも移動して──」

「いえ、それは問題ありません」

　涼花は言葉を遮さえぎりながら、俺の横に座る。

　しかも何を思ったか、自分のノートＰＣをテーブルの上に置いて起動させた。

「私も今から執しつ筆ぴつをしますから、お兄ちゃんが移動する必要はありません」

「え？　いや、でももう遅いし、俺はこのまま徹てつ夜やコースなんだぞ？　それに、お前はもう次の原稿は出来上がってるはずだろ？」

「今回の取材結果を作品に反映させる作業が残ってますから。それに、これは合宿なんですよ？　私だって自分の作品を書いて当然じゃないですか」

「確かにそう言われればそうかもだけど……、でもなんで俺の横で？」

　その言葉通り、涼花との距きよ離りが妙みように近い。少しでも動くと肩かたが当たりそうだ。

「お兄ちゃんの傍そばにいたいからです」

「へ？」

　俺は、意外な返答に面食らう。

　涼花は顔を赤らめながら、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせて、

「わ、私は今、お兄ちゃんが好きすぎる妹の物語を書いてるんですよ？　だったら、なりきるためにもお兄ちゃんの傍にいるのは当然ですよね？」

　あ、ああ、なるほど……、そういうことか。

「……ん？　でも、お前の作品って魔まがさして書いてるんじゃ」

「こ、細かいことは気にしないでください。それよりも、手を動かしてください」

「あ、ああ、そうだな」

　と、涼花の言う通りだ。締め切りを考えるとギリギリもいいところなんだから、今すぐ書き始めないと。

　俺は自分の原稿に取り掛かかり、涼花も執筆に入った。

　しばらくの間、キーボードを叩く音だけが部屋の中に響ひびく。

「…………」

　けど、どうもいまいち集中できない。すぐ傍にいる涼花がなぜか気になる。

　なぜだろうと考えてみると、なんのことはない。俺は一番大事なことを忘れてたんだ。

「なあ、涼花」

　俺は小声で呼びかける。返事はない。多分原稿に集中してるんだろう。

　でも、それならそれでいい。俺は続ける。

「その……、ありがとな」

　口から出たのは、照れが混じった言葉足らずのお礼。

　そう、俺は涼花に謝りはしたが、礼を言ってなかったことを思い出したんだ。

　だから、どうしても言っておきたかった。……とはいえ、何に対しての礼かもわからないようなぎこちのないものになってしまったが。

　……でもまあ、仕方ない。今の俺は、作中の兄みたいな無自覚なシスコンでもないし、永遠野誓のような妹好きな人間でもない。

　ただの兄貴である永見祐には、これくらいが限界なのさ。

　俺は原稿の執筆へと戻る。涼花はなにも答えなかったが、聞こえてたか？　なんて確かめたりはしない。

　俺は今度こそ自分の原稿に集中する。

　隣となりからクスリと小さく笑う声が聞こえた──気がした。




　　　　★




　カタカタと、室内にはキーボードを叩く音だけが響きます。

　私は自分の原稿を書きながらも、先ほどの出来事に想おもいを馳はせます。

　お兄ちゃんが氷室さんのことを好きなんじゃないか──その考えは誤解でした。

　ハッキリと、そんなことはないって、お兄ちゃんは否定してくれたんです。

　……最初はそんなこと信じられず、ずっと不安でした。

　でも、今はそんな不安なんて消し飛んでしまいました。それどころか、今はもう妹として、いえ……、お兄ちゃんの最愛の妹として、自信たっぷりです。

　な、なにせお兄ちゃんは氷室さんより妹の方が、つまり私の方が好きだって言ってくれたんですから！




　──俺は、妹のことが大好きだ！




　この世にこれ以上美しい言葉がありますか？　いえ、ありません。

　さっきから頭の中で延々とリピートしていますが、中毒性がすごいです。

　もうこれ以外の言葉とか必要ないんじゃないでしょうか？　そう思うレベルです。

「えへへ……」

　と、いけません、気を抜ぬくとすぐに顔が緩んでしまいます。

　すぐ横にはお兄ちゃんがいるんですから、しっかりしないと。

　いつまでも幸せに浸ひたっている場合ではありません。私はもうお兄ちゃんの妻ですから、いわゆる奥さんになってしまったのですから、気を引き締める必要があります。

　……そうです、私はついさっき妻になりました。結けつ婚こんしたのです。夫婦と書いて「めおと」と読むアレになったんです！

　もちろん今回は前みたいな、私の勘かん違ちがいではありませんよ？

　ついさっき、お兄ちゃんから熱ねつ烈れつなプロポーズを受けたのは紛まぎれもない事実です。

　あれはまるで、私が普段『お兄ちゃんノート』にぶつけている妄もう想そうが現実になったような光景でした……。

　その妄想を小説化したのが私のラノベなんです。だからまるで作中の一シーンにいるような感じでした。……まあ、さっきのラブラブな雰ふん囲い気きはフィクションではなくて現実のものなんですけど！

「お兄ちゃんは私が好き……、えへへへへ……」

　……それにしても、まさかこの旅行中にここまで仲が発展するとは思ってもみませんでしたね。これから私達の新しん婚こん生活はどうなるんでしょうか？

　お、お兄ちゃんとのイチャイチャ生活は望むところなのですが、あんまり刺し激げきが強すぎるのは私が耐たえられない可能性があります。

　……涼花、愛してるよ。心も身体も、全てな……、なんてこれから言われたりするんですよね!?　ど、どうしましょう！

　はぅ……っ！　そ、想像しただけでクラッときてしまいました。

　いえ、もちろん拒こばむ気なんてまるでありませんけど！　というか、妻として夫の愛を受け入れるのは当たり前のことですけど!!　ああでも、そんなこと実際に言われたら、きっと私は気絶してしまいます！　いえいえ、ダメです私！　初めての時はちゃんと思い出として覚えておくって心に決めたじゃないですか！

　はぁはぁ……、いけません……。なんだか頭に血が上ってきました……。

　健すこやかな新婚生活を送るためにも、気をしっかり保つ訓練をしないとダメですね。

　これは今後の課題です……。

「…………はぅ……」

　私は落ち着こうとして、チラリと横にいるお兄ちゃんの様子をうかがいます。

　真しん剣けんな表情で、執筆活動をしているお兄ちゃん。

　……ああ、凜り々りしすぎます……。お兄ちゃんはいつでもカッコイイですけど、この時のお兄ちゃんがやっぱり一番カッコイイです。

　悩みも吹ふっ切れて、迷いなく原げん稿こうに打ち込む姿……。

　……マズイですね、見ているとまた思考が暴走しそうです。

　ああまったく、お兄ちゃんはどれだけ私を惑まどわせれば気が済むんですか。これはもう犯罪ですね。妹刑けい法ほう第十二条違い反はんです。罰ばつとして、私の頭をナデナデする刑に処します。ちなみにもっと重罪の場合、抱だっこ、添そい寝と刑はグレードアップします。

　……じゃあ、もっと私を惑わせてくれてもいいかも……。と、いけません！　落ち着こうとしてるのに、なんでまたこんなことを考えているんですか私は！

　……ふぅ、それもこれもお兄ちゃんがカッコよすぎるのが悪いんです。

　目を離はなそうとしてもできないし……、本当にお兄ちゃんは悪い人ですね。

　そんなキリッとした横顔なんてして、ほっぺにチュッてしたくなるじゃないですか。

　……いえいえ、だから落ち着くんです私。今本当にしそうになりました。お兄ちゃんの邪じや魔まをしてはいけません。せっかく原稿に集中しているんですから。

　それにしても、お兄ちゃんが立ち直ってくれて、本当によかったです。

　まあ私のお兄ちゃんですから、信じてましたけどね。

　確かに普ふ段だんはちょっと頼たよりないところもあります。それがまた可愛かわいいんですが。

　でも、いざとなったら必ず問題を乗り越こえるんです。今回みたいに。

　キャラクターになりきる──それは、私がいつもやっていることです。

　技法として正しいかどうかは知りません。ただ、永遠野誓の秘密というのなら、お兄ちゃんが考え付いたそれは紛れもなく正しいものだったんです。

　原稿を書く時も、お兄ちゃんノートを書く時も、私はいつだってお兄ちゃんのことが好きで好きでたまらない妹ですからね。

　……まあ現実でも、それが素す直なおに出せればいいんですが……。

　と、落ち込んでいる場合じゃないですね。今や夫婦になったんですから、そのことについては追々改善していくとしましょう。

　お兄ちゃんが自分で辿たどり着いた答えが私の考えと同じだったことを、今はただ喜ぶべきです。それってつまり、心と心がつながってるということですから。

　さすが魂たましいの伴はん侶りよです！　あとは社会的にも結婚して、ゆくゆくは肉体的にも──ってななななにを考えてるんですか私は！　だからそういうことはまだ早いんですって！

　はぁはぁ……、いけません……。すぐこうなってしまいます。

　ちょっと興奮しすぎて頭がボーッとしてきました。

「………………」

　お兄ちゃんは、そんな私のことなんて当然知らず、執筆に専念しています。

　私の目の前には、お兄ちゃんのたくましい肩があります。

　……ちょっとくらいならバレないかも……。そんなことを考えながら、そっと自分の頭をお兄ちゃんの肩にもたれかけてみます。

　……はぅ、この姿勢、最高ですね。お兄ちゃんの温かさが伝わってきて、もうさっき以上に頭がボーッとしてきました。

　そういえばお兄ちゃんは、さっき私にありがとうって言ってくれましたね。

　……お礼を言うのはこっちの方ですよ。こんな素直になれない私のために、いつだってがんばってくれて。

　今回のことだって自分が悪いって言ってましたけど、もとはといえば代理人をお願いした私のせいなのに、お兄ちゃんはそんなことは一言も口に出さないで……。

　だから私は言います。言わないといけないのです。

　この幸せな感覚に溺おぼれる前に、大好きなお兄ちゃんにありったけの感謝を込こめて。




「お兄ちゃん、こちらこそありがとう……」








エピローグ









「我ながら会心の出来だったわ！　原稿を見た編集が驚おどろいてたわよ！　いきなりどうしちゃったんです炎えん竜りゆう先生ってね！」

「あー……、そりゃよかったな……」

　あの合宿も終わり、夏休みも中ちゆう盤ばんに差し掛かかろうというある日の朝のこと。

　俺は家で、連日の睡すい眠みん不足を解消しようと惰だ眠みんを貪むさぼっていたところを、突とつ然ぜん襲しゆう撃げきしてきた舞まいにたたき起こされた。

「悩なやみを克こく服ふくした私は無敵！　あれくらいのクオリティなんて出せて当然なのよ！　あんただってそう思うでしょ？　私のライバルとして！」

「あー……、そりゃよかったな……」

　俺が明らかに眠ねむたそうな顔で生返事しているにもかかわらず、舞は玄げん関かんに立ったまま偉えらそうにふんぞり返りながらまくしたてる。

　……要するに、次巻の原稿にＯＫが出たことをわざわざ報告しにきたらしい。

　正直な話、用件が済んだならさっさとお引き取りいただいて睡眠に戻もどりたいところなのだが、舞があまりにも嬉き々きとして話すので、なんとなく言いにくい空気だった。

　でも悩みが克服できたっていうなら、それは素直によかったと思う。

「ま、まあ、あんたのアドバイスが役に立ったって部分もあるかもなんだけど？」

　……今になって思い返すと、俺のアドバイスって結局「死ぬ気でキャラになりきれ！」ってだけだったんだよな……。

　そんなんで壁かべを乗り越えられたんだとしたら、それはやっぱり舞の実力だ。

「調子が戻ったってんならなによりだよ……、ふあぁ……」

「な、なによあんた、さっきから眠そうにして。徹てつ夜やでもしてたの？」

　あの合宿から帰って以降、俺は大賞応おう募ぼ用原稿を書き上げるために、連日徹夜に近い状態で執しつ筆ぴつしてたんだよ……。

　主人公になりきれば迷わずに書ける。

　そう思って応募作品に取り組んだわけだけど、実は思うようにはいかなかった。

　涼すず花かの作品の主人公や永遠とわ野の誓ちかいになりきった時のように、上手うまく自分の作品の主人公にはなりきれなかったのだ。

　もちろん、以前と比べればはるかに良くなっている自覚はあるんだけど、完かん璧ぺきにしっくりくるってことはなかった。

　……うーん、コツをつかんだと思ったんだけどな。涼りようとか永遠野誓の時は、それこそ自分を忘れるくらいなりきれたのに、なんでだろう……？

　まあ、そんなこんなでスラスラとはいかず苦労した。完成したのはつい昨日だ。

　締しめ切りギリギリでなんとか郵送を済ませ、そのまま力ちから尽つきて今に至る、と。

「……そんなとこだ。原稿に追われててな、ふああぁ……」

「永遠野誓のくせに情けないこと言わないでよね。ライバルのあんたがそんな調子じゃ、私がラノベ界の頂点に君臨する日も近いわ！　ううん、きっとそうなる運命なのよ！　いつか必ずあんたを超こえてやるんだから！」

　そのまま高笑いしそうな勢いでそう宣言する舞。

　……自信を取り戻したのは結構だけど、こうも明け透すけに調子に乗られると、それはそれで腹が立つな……。

　でもまあ、こいつはもとからこんなやつだから、気にしたって仕方がない。

　それに、こっちとしてもメリットがある。

「……それはともかく、俺が本物の永遠野誓だってわかって、しかも俺の作品の秘密も知ったんだ。もう研究する必要もなくなったよな？」

　そう、これで舞からのストーカー被ひ害がいがなくなるかと思うと、多少の自じ慢まん話くらい笑え顔がおで聞き流せるってもんで──

「は？　あんたなに言ってんの？」

　しかし、舞は呆あきれたような顔で返す。

「確かにあんたが本物の永遠野誓だってわかったし、作品の秘密も教えてもらったわ。でも、研究はまだ終わってないわよ。これからは永なが見み祐ゆう個人の研究に移るんだから！」

「……え？　えええええ!?　な、なんだよそれは！」

「当然じゃない！　永遠野誓を超えるためには、その全すべてを知る必要があるわ！　そのためには祐個人を研究しないと始まらないじゃない！　あんな発想がどうやって生まれたのか……、興味は尽きないわね！」

　……待て！　待て待て待て！　待ってくれよ！

　ど、どうしてこんなことになっちまってるんだ!?　ようやく平へい穏おんな日常が送れると思ってたのに!?　お、俺自身に興味ってなんだよ！

「そ、それと話は変わるんだけどさ……」

　俺が混乱していると、舞は顔を赤く染めて、モジモジしながら口を開いた。

「あ、あの……、改めて、助けてくれてありがと……ね？」

「……へ？」

「こ、今回のこと……。もうダメだって思って、不安で心細くて泣きそうだった時に、祐に助けてもらって、うれしかった……」

「あ、いや……、うん……」

「ほ、本当にうれしかったんだからね？　……だから、だから私……」

　舞は真っ赤になって俯うつむくとそのまましばらく黙だまっていたが、やがて「うう、恥はずかしい……」なんて呟つぶやいたかと思うと、勢いよく顔を上げて、

「こ、これから、祐のことは全部知り尽くしてやるんだからね！」

　と、なぜかケンカ腰ごしで言い切った。

「うれしかった結果がなんでそれなんだよ！」

「う、うるさいわね！　全部知り尽くしたうえでお礼をするんだからいいの！　祐の好きな女の子のタイプとか、絶対暴あばいてみせるんだから……っ！　そ、それで、私がそんな女の子に……っ！」

　舞は小声でなにやら呟いていたが、やがてまた俺を睨むと「そ、そういうわけだから覚かく悟ごしてなさい！」と言って、そのまま出て行ってしまった。

　取り残された俺は、玄関に一人立ち尽くす。
















「……な、なんだったんだ？」

「…………ふうん、氷ひ室むろさんがわざわざお礼を言いに来たというわけですか」

　と、その時背後から声が聞こえて、俺はビクッと振ふり返かえる。

　そこには案の定涼花が立っていて、舞が去って行った後の玄関をじっと見つめている。

　な、なんか最近こんな構図が続いてる気がするが……。

「す、涼花、聞いてたのか……？」

「あんな大声で騒さわいでいれば、嫌いやでも聞こえてきます」

　涼花は腕うでを組みながら、ジト目で俺を見る。

　……う、これってまた不ふ機き嫌げんなパターンか？

　しかし俺の考えとは裏腹に、涼花はどこか余よ裕ゆうのある笑みを浮うかべて、

「……まあいいです。もう勝負はついていますからね。いまさらこれくらいのことで、焦あせったりなんてしませんよ」

　ふう、やれやれ……って感じのため息。

　勝負？　なんのことだ……？　涼花が不機嫌じゃなさそうなのはいいんだが。

「お兄ちゃんは妹が世界で一番好きなわけですから、氷室さんのアプローチはもう脅きよう威いではありませんね」

「えっと……、なんの話だ？」

「だ、だから、お兄ちゃんは妹が好きなわけですから、もう氷室さんに惑まどわされたりはしないということです。わかってるくせに、わざわざ訊きかないでください」

　まったくお兄ちゃんは……、と頰ほおを染めて唇くちびるを尖とがらせる涼花だが、俺は本気で何のことかわからず、首を傾かしげるしかない。

「妹が好きって……、まさか合宿の時のことを言ってるのか？」

「やっぱりわかってるんじゃないですか。わ、私はうれしくありませんでしたけど、お兄ちゃんはハッキリ宣言しましたよね？　私は全然うれしくありませんでしたけど！」

「あの涼とか永遠野誓の演技のやつだよな？」

「そうです。あのお兄ちゃんの心からの告白────……演技？」

「いや、だから、俺がお前の作品の主人公とか永遠野誓のキャラになりきってた時のことを言ってるんだろ？」

「…………え？」

　俺の言葉に、涼花は真顔で訊き返す。

「……え、あの……、ちょっと意味がわからないんですが」

「俺はお前がなにをわからないのかがわからないんだが……」

「い、妹が最優先だって、頭を撫なでてくれましたよね？」

「ああ、涼になりきってた時のことだな」

「だ、抱だっこしてくれたり、おでこにき、きききキスをしてくれたり！」

「それも同じだ。……恥ずかしいから、あんまり思い出させないでくれよ……」

「い、妹が大好きだって言ってたのは……っ」

「それは永遠野誓になりきってた時。あんな言葉、俺自身の口から出るわけないし」

「……え？　……ええ!?」

「ってか、なんで今いま更さらそんなことを？　俺、あの時お前に話したよな？　あれは全部キャラになりきってたからだって」

「聞いてませんよ、そんなことは！」

「いや、聞いてただろ！　なんかふにゃふにゃしてたけどさ！」

「そ、そんな……っ!?　じゃ、じゃああの告白は……っ！」

　涼花はなぜか愕がく然ぜんとした様子で後ずさる。

　俺は涼花が何にショックを受けてるのかわからなかったが、ふと気がついた。

　こいつ……、もしかして……。

「お前まさか、あれが俺の本心から出たものだなんて思ってないよな……？」

「違ちがうとでもいうんですか！」

「当たり前だろ！　妹好きのキャラになりきってなかったらあんなことできるか！　俺自身にゃそんな属性なんてないんだから！」

　俺がそう言い放つと、涼花はなぜかガーンと打ちひしがれる。

　……こ、こいつやっぱり誤解してたのか？　じゃああの時、全然俺の話なんて聞いてなかったんじゃねえかよ！

「演技……。あ、あの愛の告白が……」

「な、なんか誤解してるみたいだけど、俺はリアルで妹好きとかそういうことはないからな？　でも、代理人としてはちゃんとキャラを演じられるようになったからさ」

　俺は涼花の望んでいるであろう説明をするのだが、なぜか何の反応もない。

　涼花は肩かたをプルプルと震ふるわせて「ふふ、ふふふ……」と怪あやしい笑い声を漏もらしている。

　……な、なんかものすごく怖こわいんだが。

「ふふふ……、そうですか……。まったくお兄ちゃんは……、いつだって期待させておいて、結局はこんな……。ふふふふふ……」

「あ、あの、涼花さん？」

「お兄ちゃん！」

「はいぃ！」

　いきなりキッと睨みつけられ、思わず直立不動の姿勢になる俺。

「やっぱりお兄ちゃんはまだ永遠野誓になりきれていません！」

「えええ!?　な、なんでだよ！　舞も納なつ得とくしてたじゃないか！」

「いえ、そんな中ちゆう途と半はん端ぱなことではまたいずれ疑いを持たれます！　もうこうなったら四六時中永遠野誓になりきらないとダメです！　永遠に妹好きであることが求められていると、なぜわからないんですか！」

「わけがわからんわ！　ってか落ち着け涼花！　なんかおかしいぞお前！」

「というわけでお兄ちゃん！　今からデートです！　これは特訓です！」

「いや、だから！　そもそも俺は連日の徹てつ夜やで睡すい眠みんを欲ほつしていてですね！」

「お兄ちゃんなら大だい丈じよう夫ぶですよ。私、信じてますから……」

「いい話っぽくするな！　そういう場面じゃないから！」

　なぜか暴走している涼花。これは徹夜の連続が見せている悪夢か何かだろうか。

　わからない。わからないけど、ただ一つだけわかることがある。

　……それは、俺の夏休みの受難は、まだ終わってないってことだよチクショウ！








あとがき






　どうも、ありがとうございます。恵え比び須す清せい司じです。

　二巻から入ってみたという方、一巻も読んでくださった方、一・二巻同時に買って連続で読んでるよという方、いろいろいらっしゃると思いますが、全員に対応した挨あい拶さつがなにも思いつかなかったので、とにかく手に取っていただいたことへの感謝を真っ先に表明しておきたいと思います。

　さて、無事に出すことができてホッとしている「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」の二巻ですが、いかがだったでしょうか。お楽しみいただけたなら幸いです。

　相変わらず、お兄ちゃんが大好きだけどまるで素直になれない妹と、妹が大切だけどそれを意識的に認められない兄という、面めん倒どうくさいことこの上ない兄妹きようだいの物語に仕上がっておりますが、そこはまあタイトル通りだということでどうか許してください。

　タイトルといえば、今作を出すにあたり最後まで苦労したのがそのタイトルでした。

　いくつかの候補を作っては、編集の方とあーでもないこーでもないと推すい敲こうを繰くり返かえす日々が続き、ようやくできあがったのが現在のものです。

　物語全体を一言で表せるような──という点に気をつけつつ決めたわけですが、果たして成功しているのか……。うーん、まあ、成功しているということで。（思考放ほう棄き）




　それはさておき、今回もイラストレーターのぎん太た郎ろうさんに素晴らしいイラストを描えがいていただきました。

　相変わらず可愛かわいくて、生き生きしていて、ほどよくエロい（ここやっぱり重要）イラストばかりで感激しています。このイラストが真っ先に見られるというのが、ラノベ作家をやっててよかったなぁと思える瞬しゆん間かんの一つですね。




　その他にも多くの方々のご尽じん力りよくによって、この本は作られています。

　もちろん、こうやってあとがきにまで目を通してくれている読者の方々の存在も大きな支えとなっております。みなさん、ありがとうございます。

　それでは、様々な人への感謝の念を込めつつ、またどこかでお会いできる機会があることを願って──





二○一六年十一月四日　恵比須　清司










恵比須清司

●えびすせいじ



第26回ファンタジア大賞にて金賞を受賞。大阪出身のなまけ者。念のためですけど、この作品の作者は私です。実は私の妹が書いてるんじゃないかとか、そういうアレな事実は一切ありませんので、誤解しないようにお願いします。

……いや、本当ですよ？


















カバー・口絵・本文イラスト／ぎん太郎

カバーデザイン／草野剛










俺おれが好すきなのは妹いもうとだけど妹いもうとじゃない２








恵え比び須す清せい司じ
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